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序 文

熊本県は、 阿蘇山、 天草をはじめ豊かな自然が県下に数多く残されており、 雄大な

景観が各所で見られ、 また、 歴史的にも数多くの文化遺産が残されています。 蔵城遺

跡が所在する球磨盆地も日 本三大急流の一つ球磨川の中流域に拡がる東西に長い盆地

で四方を山で固まれた美しい田園風景が拡がり、 中世寺院、 石塔群など歴史的景観も

色濃く残す地域でもあります。 これらを守り、 後世に残していくためには、 県民の方

々の文化財に対する深い御理解と御協力をいただかなければなりません。

本書は、 熊本県土木部による錦町迫地区急傾斜地崩壊対策事業に先行して行った蔵

城遺跡の発掘調査報告書です。 この蔵城遺跡は中世城跡として認識されていた遺跡で

すが、 調査の結果、 中世の遺構のほか、 縄文時代、 古墳時代の遺物や近世墓群も確認

され、 多彩な様相をもっ遺跡であることがわかりました。

この報告書が、 球磨盆地の各時代を語るうえで重要な資料となり、 皆様方の文化財

に対する御理解の一助になれば幸いです。

最後に、 調査の円滑な実施に、 御理解と御協力をいただきました地元の方々、 並び

に関係諸機関に対して厚く御礼申し上げます。

平成1 1年3月3 1日

熊本県教育長 佐 々 木 正典



例

1 本書は熊本県球磨郡錦町木上字蔵城に所在する蔵城遺跡の調査報告書である。

2 調査は錦町迫地区急傾斜地崩壊対策事業に伴う事前調査として、 熊本県土木部砂

防課の依頼を受け、 熊本県教育庁文化課が実施し、 調査期間は平成8年2月~平成

9年6月まで、 平成9年12月~平成10年3月までの2期にわけで行った。 整理

.報告は平成10年度に行った。

3 本書に使用した『周辺遺跡地図』は熊本県遺跡台帳を基に、 『調査区配置図』は

人吉土木事務所工務課から提供をうけたものを基に、 『遺跡周辺地名図』は錦町文

化財調査報告第1集「蔵城」を基に作成した。

4 現地調査に関する実測及び、写真撮影並び、に遺物の撮影は主に調査員で行った。 た

だし、 遺跡地形測量並びに遺構断面図の一部は(有)埋蔵文化財サポートシステム

に委託し、 空中写真撮影は(有)東亜航空技研、 (株)朝日航洋と(株)写測エン

ジニアリングに委託した。

5 遺物の実測は主として、 矢野裕介、 安達武敏、 隈部香織、 横山明代が行った。 製

図(トレース)は主に、 隈部香織、 児玉晶子、 戸由紀美子、 前川真由美、 横山明代

が行った。

6 本書の執筆は、 主として矢野裕介がこれにあたり、 一部(第2章第1節2遺物)

は隈部香織が担当した。 また、 人骨の分析等(付論)は山口県豊浦郡豊北町立土井

ヶ浜遺跡・人類学ミュージアムに委託した。

7 本書の編集は熊本県教育庁文化課で行い、 矢野裕介が担当した。

凡 例

1 現地での実測図の縮尺は、 地形測量図を200分のl、 集石を10分の1、 竪堀

断面及び土塁断面を20分のl、 近世墓を10分のlで、行った。

2 遺構実測図及び遺構配置図、 地形測量図の方位はすべて国土座標における座標北

(G.N)を指す。

3 出土遺物の番号は遺物すべてに通し番号で付した。 なお縮尺は、 土器、 石器、 磁

器を実寸トレース、 3分のl縮尺、 銅銭は実寸拓本を行った。

4 出土遺物の詳細な記述は、 縄文土器を除き、 『遺物観察表』として掲載した。



本文目次

第1章 調査の概要
第1節 調査に至る経緯及び調査組織

1 調査 に至 る 経緯

2 調査組織

第2節 調査方法と経過 ・ . 2
1 調査区の設定

2 調査の方法

3 遺跡の基本層位

4 調査経過

第3節 遺跡の位置と環境 ・ ・・ ・ ・ ・ ・・ ・・・ ・ 5

1 遺跡の地理的環境

2 遺跡の歴史的環境

第2章 遺構と遺物
第1節縄文時代の遺構と遺物 ・ ・ ・・ ・・・・ ・・11 

1 遺構

2 遺物

第2節 古墳時代の遺構と遺物・・・・ ・・ ・ ・ ・・・・ ・ ・ ・・ ・・・・15
1 遺構

2 遺物

第3節 中世の遺構と遺物・ ・・・ ・・ ・ ・・・・・・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・21

1 遺構

2 遺物

第4節 近世の遺構と遺物・ .62
1 遺構

2 遺物

第3章 総括・・・ .93 

(付論)熊本県球磨郡錦町蔵城遺跡出土の近世人骨・ . . . . . . . . . . . 96 
土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム 館長 松下孝幸



挿図目次

第 1 図 蔵城遺跡土層概念 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2

第 2 図 調査 区配置 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3

第 3 図 周 辺遺跡地 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 8
第 4 図 遺跡周 辺地名 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 0

第 5 図 集石 ( SX 1 0 ) 位置 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 1

第 6 図 集石 ( SX 1 0 ) 遺構実測 図・ ・ ・ ・ 1 1

第 7 図 縄文土器実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3

第 8 図 古墳時代土器 包含層配置 図・ ・ ・ ・ ・ 1 5

第 9 図 古墳時代土器実測 図 ( 1) ・ ・ ・ . . 1 6 

第 10 図 古墳時代土器実測 図 ( 2 ) ・ ・ ・ ・ ・ 1 7

第 1 1 図 古墳時代土器実測 図 ( 3 ) ・ ・ ・ ・ ・ 1 8
第 1 2 図 古墳時代土器実測 図 ( 4 ) ・ ・ ・ ・ ・ 1 9

第 1 3 図 W区 SD 0 6 遺構断面 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 1

第 1 4 図 W区 出 土遺物実測 図 ( 1 ) ・ ・ ・ ・ ・ 22

第 1 5 図 W区 出 土遺物実測 図 ( 2 ) ・ ・ ・ ・ ・ 23
第 1 6 図 四 区 SD Ol 遺構断面 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 24

第 1 7 図 四区 SD 0 2 遺構断面 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 25

第 1 8 図 四区 SD 0 3 遺構断面 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 26

第 1 9 図 凋区 出 土遺物実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 27

第20 図 南側土 塁遺構断面 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 28

第2 1 図 南側土 星出 土遺物実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 28

第22 図 中世遺構配置 図 ( 1 ) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 29

第23 図 vn区 SD Ol 遺構断面 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 1
第24 図 vn区 SK 0 9遺構及び出土遺物実測 図32
第25 図 vn区 出 土遺物実測 図 ( 1 ) ・ ・ ・ ・ ・ 32

第26 図 vn区 出 土遺物実測 図 ( 2 ) ・ ・ ・ ・ ・ 33

第2 7 図 北側竪堀遺構断面 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 34

第28 図 北側竪堀出 土遺物実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 34

第29 図 中世遺構配置 図 ( 2 ) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 35

第30 図 羽区 SD Ol 遺構断面 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 36

第3 1 図 羽区 出 土遺物実測 図 ( 1 ) ・ ・ ・ ・ ・ 37

第32 図 羽区 出 土遺物実測 図 ( 2 ) ・ ・ ・ ・ ・ 38
第33 図 VI 区 SX 0 3 遺構実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 39

第34 図 氾区 SD Ol 遺構断面 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 39

第35 図 班区 SD Ol 、 0 2 遺構断面 図. . . 40 

第36 図 泊、 E区 出 土遺物実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 40
第3 7 図 中 世遺構配置 図 ( 3 ) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 1

第38 図 V区 SB Ol 遺構実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 43

第39 図 V区 SB 0 2 遺構実測 図. . . . . . 44 

第40 図 V区 SK 0 5 遺構実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 46

第4 1 図 V区 出土遺物実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 46

第42 図 V区遺構配置 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 47

第43 国 民、 X 区 出 土遺物実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 48
第44 図 中世遺構 全体 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 49
第45 図 陶磁器 (染付) 実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 53

第46 図 銅銭 拓影 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 54

第47 図 X 区遺構配置 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 62
第48 図 1 、 3 号墓実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 64
第49 図 4 、 5 号墓実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 65

第50 図 3 、 4 号墓石実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 66

第5 1 図 6 、 7、 8 号墓標実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 67

第52 図 6、 7、 8 号墓石及び台座実測 図・ ・ 68

第53 図 6 号墓 域実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 69
第54 図 1 1 、 1 6 号台座実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ 70

第55 図 1 3 、 1 7号墓実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 7 1
第56 図 1 9、 2 6 号墓実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 72

第57 図 2 1 号墓実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 73

第58 図 2 0 、 2 2 号墓実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 75

第59 図 2 1 、 2 2 、 2 3 、 2 4 、 2 5 号 ・ ・ 76

墓石実測 圏

第60 図 2 7、 2 8 号墓実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 78

第6 1 図 2 9、 3 1 号墓実測 図・ ・ ・ ・ ‘ ・ ・ 79

第62 図 3 0 、 3 4 号墓実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 80

第63 図 3 2 、 3 5 号墓実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 82

第64 図 3 3 、 3 6 号墓実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 83

第65 図 3 7、 3 9号墓実測 図・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 84
第66 図 X 区 出 土遺物 (近世) 実測 図 ( 1 ) ・ 86

第67 図 X 区 出 土遺物 (近世) 実測 図 ( 2 ) ・ 87

第68 図 X 区 出 土遺物 (近世) 実測 図 ( 3 ) ・ 88
第69 図 X 区 出 土遺物 (近世) 実測 図 ( 4 ) ・ 89



表目次

第 1 表 周 辺遺跡地名 表 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9 第 14表 V区 8 X 0 4 ピ ッ ト 計測表 ・ ・ ・ ・ ・ 45

第 2 表 古墳時代土器観察表 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 20 第 1 5表 土師質土器 法量表 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 1
第 3 表 N区 8 0 0 6 土層観察表 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 1 第 1 6表 中世遺物観察表 ( 1 ) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 55
第 4 表 四区 8 0 0 1 土層観察表 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 24 第 1 7表 中世遺物観察表 ( 2 ) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 56
第 5 表 四区 8 0 0 2 土層観察表 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 25 第 1 8表 中世遺物観察表 ( 3 ) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 57
第 6 表 四 区 8 0 0 3 土層観察表 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 26 第 1 9表 中世遺物観察表 ( 4 ) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 58
第 7 表 南側土 星土層観察表 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 28 第20表 中世遺物観察表 ( 5 ) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 59
第 8 表 w区 8 0 0 1 土層観察表 ・ . . . . . 3 1  第2 1 表 中世遺物観察表 ( 6 ) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 60
第 9表 羽区 8 0 0 1 土層観察表 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 36 第22表 中 国 産染付一覧表 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 1
第 1 0表 氾区 8 0 0 1 土層観察表 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 39 第2 3表 銅銭一覧表 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 1

第 1 1 表 V区 8 B Ol ピ ッ ト 計測表 . . . . . 43 第24表 X 区 出 土遺物観察表 ( 1 ) ・ ・ ・ ・ ・ 90

第 1 2表 V区 8 B 0 2 ピ ッ ト 計測表 . . . . . 44 第25表 X 区 出 土遺物観察表 ( 2 ) ・ ・ ・ ・ ・ 9 1

第 1 3表 V区 8 X 0 3 ピ ッ ト 計測表 ・ ・ ・ ・ ・ 45 第26表 X 区 出 土遺物観察表 ( 3 ) ・ ・ ・ ・ ・ 92

図版目次

図版 l 遺跡 遠景 図版 1 6 6 、 7 、 8 号墓標

図版 2 li陵全景 図版 1 7 2 2 号墓標

図版 3 N 区 8 0 0 6 図版 1 8 3 2 号墓標

図版 4 N 区 8 0 0 6 底 図版 1 9 3 7 、 3 9号墓標

図版 5 V区全景 図版20 1 号墓績

図版 6 V区 8 B Ol 図版2 1 5 号墓績

図版 7 VI 区 8 0 0 1 図版22 1 3 号墓壊

図版 8 VI 区 8 0 0 1 遺物集 中箇所 図版23 1 9号墓糠

図版 9 W区 8 0 0 1 図版24 2 9号墓壌

図版 1 0 vm区 8 0 0 1 図版25 3 2 号墓墳

図版 1 1 南側土 星 図版26 縄文時代の石器

図版 1 2 北側竪堀 図版27 古墳時代土器

図版 1 3 X 区全景 図版28 X 区 出土陶磁器

図版 1 4 3 号墓標 図版29 X 区 墓墳 出 土青銅製品

図版 1 5 4 号墓標 図版30 X 区 墓 域出土角釘



第l章 調査の概要

第1章 調査の概要

第1節 調査に至る経緯及び調査組織

1 調査に至る経緯
蔵城丘陵の利用及び保全 処置 を 目的 と し た 「 錦町 迫地 区特定利用斜面保全 事業J に よ り 正陵の 削平並びに

公 園化及び防護壁の設置工 事が 錦町 と 県の共同 事業と し て 行われる こ と と な っ た 。 こ の 事業の う ち 防護壁の

設置は、 「錦町 迫地 区急傾斜地崩壊対 策事業」 の も と 県土木部が 担 当 す る こ と と な っ た 。

こ の丘陵は 「蔵城J と い う 字が示す と お り 中世の城跡があ っ た と い う 伝承を 残す丘陵 と し て 地元で も 知 ら

れて い た 。 平成 2 年 に 錦町教育委員会が発掘調査 を 行 っ て お り 、 丘陵東側 の高台 に お い て 掘立柱建物跡 3 棟、

土塁な ど の遺構並びに 中 世の遺物が確認 さ れて い た 。 こ の よ う に丘陵全域が中 世 の 城跡 と い う 周 知 の 埋蔵文

化財包蔵地で、あ っ た た め、 県土木部の 依頼 を 受 け 、 県 文化課が発掘調査 を 行 う 運び と な っ た 。

今 回 の調査で は、 町教委が調査 を 行 っ た東側高台 を 除 く 全域 を 対 象と し て 調 査 を 行 な っ た 。

2 調査組織
( 1 ) 現地調査

(平成 7 年度)

調査主 体 熊本県教育委員会

調査 責任者 桑 山 裕好 (文化課長)

調査総括 松本健郎 (文化財調査第 2 係長)

調査 担当 矢野裕介 (学 芸員) 中村幸弘 (学 芸員)

(平成 8 年度)

調査主 体 熊本県教育委員会

調査 責任者 桑 山 裕好 (文化課長)

調査総括 松本健郎 (文化財調査第 2 係長)

調査 担当 矢野裕介 (学 芸員) 阿南亨 ( 嘱託) 岩崎秀幸 ( 嘱託)

(平成 9 年度)

調査主 体 熊本県教育委員会

調査 責任者 豊 田 貞二 (文化課長)

調査総括 島津義昭 (文化財調査第 2 係長)

調査 担当 矢野裕介 (学 芸員) 山 城 敏 昭 ( 文化財保護主 事) 前川真 由美 ( 嘱託) 長尾 彰 心 ( 嘱託)
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第2節 調査方法と経過

1 調査区の設定

( 順不 同 ・ 敬称略)

本調査 に 先立つ平成 3 年の 錦町教育委員会の調査 に よ り 、 土 星を 伴 う 中 世 の 山 城で あ る こ と が確認 さ れた

こ と を 受 け、 本調査 に お い て も 中 世 の 山 城の解明 を重 視す る 調査 を 行 っ た 。 調査区の設定で は 、 現状の平坦

部が中世城跡の 「曲輸J の可能性があ る こ と を 考 え 、 平坦部 に 主 眼 を 置 い た 調査 区 を 設定 し た 。 調査 区 の名

称に つ い て は 、 平成 3 年の調査 に 合 わせ て 、 平 垣部について は I 、 II 、 E区 に 続く N-廻区 を設定 し 、 そ れ

以外 に 『南側土 星J 、 『北側竪掘J の調査 区 を 設定 し た 。

2 調査の方法
調査は調査区 ご と に 表土剥 ぎか ら 完掘 ま で を 順次仕上げて い く 方法 を採用 し た 。 た だ し、 天 候に 左右 さ れ

る こ と が多 く 、 2 つ以上の調査 区 を 同 時並行で進行 さ せ る こ と も 多分 に あ っ た 。

遺跡 は 後世 の 開 削 の影響 を 受 け 、 調査 区 の ほ と ん ど の箇所で包含層 が削 ら れて い る 状況が確認 さ れた 。 縄

文 時代の調査は、 集石が 1 基確認 さ れた も の の遺物の ほ と ん ど が表採 あ る い は 中世遺構埋土 出 土 の も の だ っ

た た め、 遺物採集 に 終わ っ た 。 ま た 、 調査の過程で、 古墳 時代の包含層 がN、 羽、 w区で削平を 免れた箇所

tこ 一部残 っ て い る こ と が確認 さ れたが、 そ の箇所が谷地形 であ っ た た め精織な 包含層調査 は行わず、 一括資

料 と し て の遺物の 取り 上 げのみに と ど ま っ た 。 中世の包含層 の大部分 も 削平 を 受 け て お り 、 中 世城跡の調査

を 進行 し て い く 上で極 めて 困難な状況 に あ っ た 。 表土を 剥 い だ 時点で包含層が消失 し て い る 調査 区がほ と ん

どで、 遺構検 出 に 主眼 を お い た 調査 を 行 っ た 。 ま た、

中 世 の調査で は正陵全体が工 事対 象に な っ て い た た

め、 中世の 山 城 と い う 遺跡の性格か ら 全面調査が必

要で あ っ た が、 事業自 体が砂防 事業も 兼ねて お り 、

緊急性 を 有 し て い た こ と と シ ラ ス正陵の た め地盤が

脆い う え に正陵裾部 に 隣接 し て 民家が存在 し て い た

こ と か ら 、 斜面部の調査 は地形測量のみに終わ っ た。

近世墓の調査で は残存状況が比較的良好で あ っ た た

め墓標、 墓墳 と 綿密な 調査 を 行 っ た 。

3 遺跡の基本層位
先述 し た よ う に 、 調査地全域 に お い て 開削 あ る い

は崩落の影響 に よ り 、 基本層位が判別で き る 箇所が

谷部 を 除 き 認め ら れな か っ た 。 こ こ で は、 各調査区

で部分 的 に 確認で き た層 を つ な ぐ と い っ た形で遺跡

の基本層位 と し た し 、 。
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① 表土

② 黒色土

③ 貧褐色土 (含アカホヤ}

④ 黄褐色粘質土

⑤ 灰白色土 (シラス)

⑥ 黄褐色粘質土

⑦ 黒褐色硬質土

第 1 図 蔵城遺跡土層概念図
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表土直下 に 黒色土層 が谷部 に お いて 確認で き た 。 上部か ら の何 ら かの 圧力 に よ り 締ま っ て は い た が、 一般

的 に は フカ フカ し た 土 壌で f黒ポク 土j と い われる 火 山灰層 で あ る 。 こ の黒色土 は高原台地全体の 表層 を 覆

っ て い る 層で、 当 遺跡で は主 と し て 古墳時代遺物の包含層 で あ っ た 。 ま た、 そ の上部 に 、 シ ラ ス 混 じ り の黒

色土が一部確認 さ れて い る が、 こ れは 中世遺物の包含層 で あ っ た。 次 に 「アカ ホヤJ と 呼 ばれる 黄褐色土層

が堆積 し て い た 。 谷部の た め比較的厚 く 堆積 し て お り 、 そ の下層 ま で確認で き な か っ た 。 し か し 、 W区 に お

い て 土砂 の切 り 落 と し に よ り そ の下層 が確認 さ れて い る 。 黄褐色粘質土の堆積が薄 く 見 ら れ、 そ の後、 シ ラ

ス 土 に 移行 し て い く ようで あ る 。 シ ラ ス土の下 に は 明黄褐色の 粘性の強い土が堆積 し 、 そ の 下 に 黒褐色の岩

盤 に 近 い 硬質土が見 え る 。 こ れ ら は 南側斜面で確認 さ れた 。

全体的 に 、 シ ラ ス正陵であ る が 故の土砂の 流出 が多 々 あ っ た と 思わ れ、 当 遺跡独自の 層 位 を 展開 し て い る

よ うで あ る 。

4 調査経過
蔵城遺跡の発掘調査は平成8 年2 月6 日 か ら 平成 8 年3 月2 8 日 ま で (平成 7 年度) 、 平成 8 年5 月9 日

か ら 平成 9 年3 月3 0 日 ま で (平成 8 年度) 、 平成 9 年4 月1 4 日 か ら 平成 9 年6 月1 1 日 ま で (平成 9 年

度 第l 次) 、 平成 9 年1 2 月1 日 か ら 平成 1 0 年3 月2 7 日 ま で (平成 9 年度 第2 次) の期 間 に 行い、 整理

報告は平成 1 0 年度 に 行 っ た 。

発掘調査の進行は、 平成 7 年度 に N区、 平成 8 年度 に N、 V 、 羽、 『南側土 星J 、 vn、 「北側 竪堀J 、 四

区、 平成 9 年度 第1 次 に vn、 田区、 平成 9 年度 第2 次 に 皿、 X 、 XI、 加区の調査 を 行 っ た 。 平成 8 年8 月ま

で民家が調査地内 に 所在して い た こ と や廃土場の設定、 危険防止への配慮な ど の 問題か ら 調査 区の重複や調

査の一時 中 断 と い っ た 措置 を 講 じ ざる を 得なかっ た 。 ま た、 正陵が急傾斜の た め重機 に よ る 掘削が 難し く 、

重機 に よ る 表土剥 ぎ は vn、 四区の調査 区 に お い て のみ行われ、 そ れ以外の調査 区 に お い て は人力 に よ る 表土

剥 ぎ に 多大 の 時間 を 要し た 。 遺構 の掘削 に お い て は、 竪堀の よ うな大型遺構や切岸の確認 ト レ ンチ な ど 大 掛

か り な 掘削 が多 く 、 そ れ ら の掘削 に 多大 な 時間 と 労力 を 要し た 。

こ れ ら 各調査区の調査の進行状況 を 調査 日 誌妙録と し て 以下に掲 げる。

(調査 日 誌妙録)

(平成 7 年度)

平成 8 年2 月6 日 N 区調査開 始 ( 樹木伐採、 表土剥 ぎ)

3 月28 日 N 区調査中 断 (平成 7 年度調査 終了)

(平成 8 年度)

平成 8 年5 月9 日 W区調査 再開 (平成 8 年度調査開始)

5 月3 1 日 N 区 S D 0 6 掘削開始 ( 至8 月2 1 日 )

6 月1 0 日 V 区 樹木伐採 ・ 表土剥 ぎ

8 月20 日 V 区調査開始

9 月1 1 日 V 区遺構検 出 開始

1 0 月3 日 V 区 S B Ol 検 出

1 0 月1 4 日 V 区 S B 0 2 検 出

1 0 月1 5 日 V 区 S X 0 3 、 0 4 検 出

1 0 月1 6 日 羽区 表土 剥ぎ

1 0 月24 日 南側土 星土層確認開始 ( 至1 0 月29 日 )

1 0 月29 日 羽区 S D Ol 掘削 開始 ( 至2 月4 日 )

1 1 月1 2 日 羽区古墳時 代包含層掘削開始 ( 至11 月22 日 )
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1 2 月 2 日 南側土塁調査開始 (至 1 月 2 7 日 )

1 2月 1 3 日 W区 古墳 時代包含層調査開始 (至 1 2月 26 日 )

平成 9 年 1月 7 日 W区 S 0 0 6 ほ か調査 再開 (至 2 月 1 0 日 )

2 月 5 日 北側竪堀 ト レ ンチ調査開始

2 月 1 7 日 vn 区 S OOI 調査開始 (至 3 月 26 日 )

3 月 4 日 四 区 S OOI 、 0 2 調査開始 ( 至6 月 6 日 )

3 月 1 5 日 現地説明会 (一般公開)

3 月 1 7 日 W区 ほか遺構調査開始

3 月 30 日 四 区 S OOI 、 0 2 調査 中 断 (平成 8 年度調査終了 )

(平成 9 年度)

平成 9 年 4 月 1 4 日 田区 S OOI 、 0 2 調査開始 (平成 9 年度第 1次調査開始)

6 月 6 日 刊、 珊区調査終 了

6 月 7 日 安全 措置 (至 6 月 1 1 日 ) (平成 9 年度第 1 次調査終了)

1 2月 1 目 立、 X 、 児、 XII区樹木伐採 (至 1 2 月 2 日 ) (平成 9 年度第 2 次調査開始)

1 2月 3 日 ト レ ンチ調査開始 (至 1 月 1 9 日 )

平成 1 0年 1 月 6 日 刀区調査開始 (至 1月 27 日)

1 月 20 日 X 区調査開始

1 月 28 日 河I区調査開始

2 月 9 日 X 区墓績掘 削開始

3 月 2 7 日 蔵城遺跡発掘調査終了

第3節 遺跡の位置と環境

1 遺跡の地理的環境
1 7 0 0 m級の 山 々 を 有 す る 九州 山地の中程 に位置す る 球磨 盆地は、 西 流す る 球磨川 中 流域 に 拡が る 東西

に 長 い 盆地で あ る 。 日 本三大急 流に 数 え ら れる 球磨川 も こ の球磨 盆地で は 流れが緩やか に な り 、 肥 沃な 土 壌

を 形成 し て い る 。 地形的 に は球磨川 を挟んだ北 と 南 と で は そ の様相 を 異 に す る 。 球磨川 南岸 に は広大な低段

丘が 拡が る の に対 し て 、 北岸 は 「高原台地j と い う 約 7 � 8 万年前の阿蘇山 噴火 の 火 砕流に よ り 形成 さ れた

熔結凝灰岩 と 入 戸火 砕流に よ る 准積物 に よ っ て 発達 し た小起伏 を 有す る 台地が 拡が っ て い る 。

遺跡 は 球磨 盆地の ほ ぼ 中 央部、 球磨川北岸の独立正陵上 に位置 する 。 北 に 拡が る 高原台地の小起伏の ちょ

う ど 末端 と な る 。 そ の た め、 正陵最頂部か ら 南への 眺めは、 球磨川 一 帯の平野部が一 望で き る 。 ま た 、 そ れ

か ら 西 に は球磨川 と 川 辺川 の 合 流地点があ り 、 冬期 に は よ く 濃 霧が発生す る 。

こ の 正陵 は東西 に 長 く 、 東西幅 1 8 0 m 程で、 高 さ 3 0 m 程の低 正陵で あ る 。 西側 と 東側 に 高 台 を 有 し て

お り 、 中央部 は窪地 に な っ て い る 。 2 万 7 千 年前に堆積 し た と さ れる シ ラ ス が、 正陵全体 を 覆 う た め、 地盤

は比較的脆い 。 そ の た め斜面の傾斜 は 急 勾配で、 土砂の 流失 に よ り ほ と ん ど の箇所 に お い て 表土直下 に シ ラ

ス土が見 ら れる 。

2 遺跡の歴史的環境
球磨 盆地 に は 古く は 旧石器 時代か ら 新 し く は相良氏 統治下の江戸 時代に 至 る ま で数多 く の遺跡 ・ 史跡が見
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ら れる 。 ま た、 開発の遅れに よ り 古い景観 を 色濃 く 残す地域で も あ る 。 よ っ て 、 新た に 遺跡が発見 さ れる 可

能性が非常 に 高 い地域 と も 言 え る 。

こ こ で は現在 ま で の成 果を概観 し、 球磨 盆地 に お け る 各 時代の様相 を 見 る こ と に す る 。

( 1 ) 旧石器 時代

現在、 球磨 盆地では表採資料 も 含め 2 0 数カ所で 旧石器が確認 さ れて い る 。 九州縦貫道関連の発掘調査 に

よ り 層 位 的 に 遺物が 捉え ら れ、 旧石器文化 を 考 え る う え で大 き な成 果が上が っ た 。 約2 万 2 千年前の堆積 と

さ れる 姶良 T n 火 山 灰層 を 鍵層 と し、 そ の下層 の石器群 を有す る 人 吉市血気 ヶ 峯遺跡、 山 江村 狸谷遺跡、 そ

の上層 の石器群 と し て は 、 人 吉市 白 鳥平遺跡、 天道 ヶ 尾遺跡、 山 江村大丸 ・ 藤 ノ迫遺跡 な ど で確認 さ れて い

る 。

優近で は 、 湯前町 潮山 遺跡、 ク ノ原遺跡の調査があ り 、 球磨 盆地 に お け る 旧石器文化の様相 が 徐々 に で は

あ る が明 ら か に さ れつつ あ る 。 残念 な が ら 、・ 当 遺跡では 旧石器 は確認 さ れな か っ た 。

( 2 ) 縄文 時代

土器の 出 現 に よ っ て 位置づけ ら れる 縄文 時代の 草創期の遺跡 と し て 、 隆起線文土器が 出 土 し た 多良木町 里

城 遺跡、 狸谷遺跡、 爪形文土器が出土 し た 白 鳥平遺跡があ る 。 狸谷遺跡で は土器 に 細 刃器 ( 旧石器) が共伴

し て い た の に対 し、 白 鳥平遺跡で は石 鍍が伴 っ て お り 、 狩猟形態が変化 し て い く 様 を よ く 示 し て い る 。

次の早期 に な る と 、 遺跡の数 も 若干 増え る 。 土器の様相 も 変わ り 、 押型文土器、 貝殻円 筒形土器、 塞ノ神

式土器、 手 向 山 式土器な ど が盛行す る 。 狸谷遺跡で は押型文土器 を 伴 う 竪穴住 居、 石 組炉、 人 吉市 村 山 遺跡

群で は数種類の土器 に 伴 い集石、 炉跡な ど の遺構 も 見つかっ て い る 。 ま た 、 大丸 ・ 藤 ノ迫遺跡で は 塞ノ神式

土器 に 伴 い、 鹿児島系 統の土器 も 出 土 し て お り 興味深し 、 。 ま た 、 球磨村大瀬 桐穴、 高 沢調穴遺跡で は 鹿、 猪

な ど の獣骨の ほ かア サ リ 、 ハマ グ リ の 貝殻も 出土 し て お り 、 当 時の人 々 の 食性 を 知 る 上で貴重な遺跡 も あ る 。

前期 の遺跡 と し て は 、 人 吉市 鼓ヶ 峰遺跡、 八 峰遺跡、 湯前町 米山遺跡があ る 。 鼓ヶ 峰遺跡で は 曽畑式土器、

船元式土器が出 土し て い る 。 ま た八 峰遺跡か ら は 轟式土器に伴 う と さ れる 訣状耳飾り が採 取さ れて い る 。 し

か し、 遺物の 出 土点数 も 少な く 、 そ の様相 は明 ら か に さ れて い な い 。

中期 も 前期 と 同 様 に そ の様相 は 明 ら か に さ れて い な い。 人 吉市 射場 ノ本遺跡か ら は並木式土器、 鼓ヶ 峰遺

跡か ら は 船元式土器や底部 に 鯨の 脊椎骨の 圧痕のついた土器、 米山遺跡か ら は 岡高系土器が出土 し て い る が、

主要遺跡 と は言 え な い状況で あ る 。

後晩期 の遺跡で は、 調査例 も 増え 、 ま と ま っ た 資料 も 出土 し て い る 。 後期初頭 に は 鼓ヶ 峰遺跡、 米山 遺跡

か ら 南福寺式土器や 出 水式土器が多 く 出 土 し た 。 ま た天道 ヶ 尾遺跡か ら は西平式土器が確認 さ れて い る 。 後

期 か ら 晩期 に か け て の遺跡 と し て は、 人 吉市中堂遺跡があ る 。 辛川 式土器、 三万 田 式土器、 天城式土器 に 続

い て 、 古閑式土器、 黒川 式土器の 時期 ま で集落が営 ま れた遺跡で あ る 。 打製石斧、 十字形石器、 円 盤状石器

の他、 長崎菊翠製の玉類、 佐賀県 腰岳産の黒 曜石 と い っ た 興味深い 資料 も 出 土 し て い る 。 こ の他、 黒川 式土

器単純期 の 人 吉市ア ンモ ン 山 遺跡、 七地遺跡、 錦町大原天子遺跡があ る 。 晩期末の遺跡の調査例 は な い が、

相良村中学 校校庭、 多良木町思川で 夜臼式土器の深鉢形土器が確認 さ れて い る 。

( 3 ) 弥生 時代

前期の様相 は そ の 頃 の遺跡が確認 さ れて い な い こ と か ら 明 ら か に さ れて い な い。

中期 に な る と 、 人 吉市 荒毛遺跡や多良木町大久保台地で 中期初頭の城 ノ越式土器、 免田 町本 目 遺跡では 亀

ノ甲 式土器がそ れぞれ確認 さ れて い る 。 しか し、 こ れ ら の土器 は採集 さ れた も ので 中期初頭の様相 を 知 る こ

と は難 し い。 本格的な調査が行われた 弥生 時代中期の遺跡 と し て 人 吉市赤 池中通遺跡があ る 。 中期後半 に 盛

行す る 黒 髪式土器 に 伴 う 竪穴住 居跡が検 出 さ れて い る 。

後 期に な る と 、 遺跡の数 も 多 く な る 。 免田 町本 目 遺跡、 市 房隠遺跡、 人 吉市 荒毛遺跡、 大丸 藤ノ迫遺跡、
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錦町 夏女遺跡があ る 。 こ れ ら の遺跡 は 直弧文長 頚壷で代表 さ れる 免田 式土器 を 伴 う こ と を 特徴 と し て い る 。

大丸藤 ノ迫遺跡で は竪穴住 居1 0 基、 荒毛遺跡で は V 字溝が確認 さ れて い る 。 ま た 、 夏女遺跡で は 古墳 時代

前期 ま での集落跡が検 出 さ れた が、 銅鏡2 面、 銅釧と い っ た青銅製品 も 出 土 し て い る 。

( 4 ) 古墳 時代

前期 に は南九州特有の地下式板石積石 室墓 と い う 墓 制が採用 さ れる 。 人 吉市 荒毛遺跡、 深 田 村新深 田 遺跡

群、 免田 町 求目遺跡で確認 さ れて い る 。

中 期 の 古墳では、 球磨 盆地で は 唯一前方後 円墳で構成 さ れる 錦町 亀塚古漬群があ る 。 現在 l 、 2 号墳 の 2

基が残 っ て い る 。 2 号墳 の ほ う はやや 帆立 貝式の様相 を 呈 し て い る 。

後期 に 入 る と 、 盆地中央の球磨川 南岸の低段丘上 に大型の 円墳が 造立 さ れる 。 錦町 四 塚古墳群、 免田 町 鬼

ノ釜古境、 才園古墳群、 多良木町赤坂 古墳がそ れで あ る 。 こ れに 対 し、 球磨川 北岸の 台地上 に は 「竪穴系横

口 式小石 室J と い う 石 室形 態 を も っ た小 境圧の 古墳群があ る 。 山江村東 浦古墳群、 相良村瀬戸 山 古墳群な ど

で あ る 。 球磨 盆地の東 奥の 山 聞 に は水上村 千人 塚古墳群 と い っ た 群集墳 も 見ら れ る 。 ま た 、 球磨川 添い に は

多 く の横穴墓が 造ら れる が、 な かで も 人 吉市大村横穴群、 錦町 京ヶ 峰横穴群 に は 菊池川 流域の横穴墓に 見ら

れる よ う な 装飾が施 さ れて お り 、 菊池川 流域の文化 と の 類似性が 指摘さ れる 。 人 吉市天道 ヶ 尾遺跡で は地下

式横穴墓 と い う 南九州独 自 の墓 制も 見ら れ、 後期 の墓 制は多種多様 な様相 を 見せ る 。

集落跡 と し て は、 錦町 夏女遺跡、 人 吉市赤 池中通遺跡 と い っ た 弥生 時代後期 か ら 古墳 時代初頭の集落跡や

中期か ら 後期 に か け て の相良村深水小 園遺跡、 須恵村 沖松遺跡、 後期 の人 吉市ア ンモ ン山 遺跡 な ど があ る 。

( 5 ) 歴史 時代

奈良、 平安 時代 に な る と 、 球磨川両岸の 山 沿いで須恵器の生 産が開始 さ れる 。 そ の う ち の一つで あ る 錦町

下 り 山窯跡群で は 9 世紀の終わ り か ら 1 1 世紀 ま で須恵器生 産が 続く 。 こ れ ら 須恵器窯 と い う 経済基 擦の消

長 を 理 由に 球磨郡 衝の 2 度の移転が 指摘さ れて い る 。 初めの郡 簡は 9 世紀 中 頃の瓦や 須恵器 が 出 土 し た 免田

町前 回遺跡周辺、 続いて 錦町下 り 山窯跡群 を 近 く に も ち 、 土塁が確認 さ れて い る 錦町 尼ヶ 土手付近、 最後に

1 2 世紀代の 巨館跡が 見つか っ た 深 田村灰 塚遺跡 に移行す る と い う も の で あ る 。 今後の調査 に期待 し た い 。

ま た 、 山 江村大丸 ・ 藤 ノ迫遺跡、 須恵村 沖松遺跡、 人 吉市天道 ヶ 尾遺跡で一般の集落跡が確認 さ れて い る 。

鎌倉時代 に は 、 『肥後 園球磨郡 図 田 帳』に よ れば球磨 盆地は人 吉圧・ 須恵庄・ 永 吉庄に 分かれて お り 、 こ

の 頃、 相良氏が球磨へ下向 し て く る 。 深 田 村灰 塚遺跡、 多良木町蓮花寺跡、 相良頼景館跡 な ど の遺跡で発掘

調査が行われて い る 。

南北 朝時代 に は球磨 盆地で は 多良木町 に本拠 を 置 く 上相良氏 と 人 吉市 に 本拠 を 置 く 下相良氏 に よ る 球磨 支

配を か け た 抗争が 激化す る 。 そ の影響 を 受 け 、 球磨川及びそ の 支流に 多 く の 中世城郭 が 出 現す る 。 こ れ ま で

に 山 江村高城跡、 山 田 城跡、 人 吉市矢黒城跡、 荒狩倉城跡、 錦町火 操城跡、 多良木町 里の城跡が発掘調査 さ

れて い る 。

南北 朝の動乱が終わ る と 、 小規模の反乱は あ る も のの相良氏の球磨 支配が 強ま り 、 江戸 時代末 ま で そ の 支

配は 続く 。 人 吉市 に 相良氏の 居城で、 国 指定史跡 「人 吉城」 があ る 。
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第 1 表 周辺遺跡地名表

番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考 台帳番号
0 1  高原 錦町木上 台原 弥生 包蔵地 弥生土器 00 1 
02 吉野尾古漬群 錦町平岩・平岡 古墳 古i買 数十塁の小円績 002 
03 人吉農芸学院地下式古横 錦町木上 平岩・平岡 古墳 古i買 地下式根石積石室墓 003 
04 平川 錦町木上 平川 縄文 包蔵地 縄文晩期土器 004 
0 5  夏女 錦町木上 高原 弥生 古墳 集落 古I買刷期弥生後期、 鏡・鏑釧、 県教委調査 005 
06 木上益手 錦町木上 越手 縄文 包蔵地 縄文早期、 塞/神式 006 
07 村松 錦町木上 村松 縄文 包蔵地 縄文土器 007 
08 早ケ晦 錦町西 袋毛田 縄文 古代 包蔵地 石斧 0 1 1  
09 尼ヶ土手の古搭 錦町西 下須 古代・中世 石造物 0 12 
1 0  尼ヶ土手の屋敷跡 錦町西 下須 古代 中世 包蔵地 0 13 
1 1  域ヶ陣横穴群 錦町木上 岩立 古墳 古蹟 0 17 
1 2  智瀬寺横穴群 錦町木上 由留木 古績 古繍 別名十日市績穴群 0 18 
1 3  高原入口 錦町木上(通称鳥越) 弥生 包蔵地 弥生土器 0 19 
1 4  立野 錦町木上 雀迫 弥生 包蔵地 弥生土器目石包丁 020 
1 5  岩城機穴群 錦町木上 岩械 古墳 古i員 02 1 
1 6  岩減 錦町木上 岩械 中世 包蔵地 石斧、 中世城の岩減跡が含まれる 022 
1 7  荒田横穴群 錦町木上 荒田 古I買 古i員 023 
1 8  平川繍穴群 錦町木上 平川 古漬 古煩 024 
1 9  迫の庚申塔 錦町木上(通称迫) 中世 石造物 町 025 

20 蔵械跡 錦町木上 蔵城 中世 械 026 
2 1  電口償穴群 錦町木上 飽口 古墳 古績 5基確箆 027 
22 大原・天子 錦町木上 大原 天子 縄文~古代 包蔵地 縄文晩期、 平安、 土師・須恵・有肩打製石斧 028 
23 井手口 錦町西 井手口 縄文 包蔵地 片刃磨製石斧 029 
24 今山舟尾 錦町西 今山 祭杷 030 
2 5  大王原 錦町西 大王原 縄文 弥生 包蔵地 網文早 中期・弥生・石包丁 03 1 
26 亀嫁 錦町西 亀塚 弥生 包蔵地 弥生後期土器 032 

27 亀塚古I買群 錦町西 亀縁 古i貴 古墳 県 前方後円煩3昼、 1 号績が県指定、 2号績は町指定 033 

28 福堂 錦町一武 福堂 縄文 弥生 包蔵地 石匙・石斧・石銭 縄文 弥生 034 

29 下原 錦町一武 下原 弥生 包蔵地 弥生後期土器、 石斧 035 

30 忠ヶ原 錦町一武 忠ヶ原 縄文 包蔵地 縄文土器 036 

3 1  覚井 錦町一武 覚井 縄文 包蔵地 +字型石器 037 

32 幼主屋敵 錦町一武 坊主屋敷 縄文 包蔵地 縄文早期土器・石包丁 03日|

33 弥勅堂吉搭碑群 錦町西 大王 中世 石造物 大地蔵洛・庚申搭 五輪塔 039 

34 上大鶴阿弥陀望跡 錦町西 大鶴 古代・中世 寺社 040 

3 5  清尾 錦町一武 清尾 縄文 古代 包蔵地 04 1 

36 一の宮跡 錦町一武 東方 中世 寺社 042 

37 一線寺跡 錦町 武(通称土屋) 中世 寺社 043 

38 東方 錦町 武(通称土屋) 縄文 古代 包蔵地 044 

39 土屋減跡(ー武械跡) 錦町 武 減 中世 域 045 

40 松尾 錦町 武 松尾 弥生 包蔵地 石斧 土錘・石包丁・弥生土器 046 

4 1  内村 錦町 武 内村 古漬・古代 包蔵地 土師器 047 

42 原村 錦町 武 原村 縄文 包蔵地 有肩打製石器 048 

43 松木圏 錦町木上 松木図 弥生 包蔵地 弥生土器 土師器 049 

44 四塚古頃群 錦町木上 ニツ嫁 古t貫 古蹟 円i買4基あり 050 

4 5  四縁 錦町木上 ニツ塚 弥生 包蔵地 弥生土器・石包丁 05 1 

46 土木園 錦町一武(通称内村) 弥生~古代 包蔵地 052 

47 休園妨跡 錦町西 黒辺国野 中世 寺社 053 

48 丸自蔵人の墓 錦町一武 切原野 近世 墓 町 遺品町指定 054 

49 下り山窯跡群 錦町一武 下り山 古代 生産 町 9霊 055 

50 桑原家住宅 錦町一武 狩政 近世 建造物 国 056 

5 1  山神社跡 錦町西 黒辺国野 寺社 057 

52 上大鶴薬師堂跡 錦町西 大鶴 中世 寺社 058 

53 上大鶴観音堂跡 錦町西 大鶴 中世 寺社 059 

54 火口出 錦町一武 火口出 縄文 弥生 包蔵地 060 

5 5  七中口窯跡 錦町西 七中口 古代 生産 須恵器 06 1 

56 魚地 錦町一武 魚地 縄文ー弥生 包蔵地 縄文土器 石斧 弥生土器 062 

57 丸塚 錦町一武 丸嫁 縄文・弥生 包蔵地 縄文土器 石斧 弥生土器 063 

58 円鏡庵跡 錦町一武 寺村 寺社 町 064 

59 寺村 錦町一武 寺村 縄文~中世 包蔵地 065 

60 戸平山 錦町一武 戸平山 祭記 066 

6 1  火操紙 錦町 中世 続 067 

62 永池械跡 免回町浜殿 中世 械 005 

63 新深田地下式板石積石室煩 深田村高原(通称新深田) 古煩 古墳 村 鉄剣・鉄鎖・土師器、 9 基 00 1 

64 内山万福寺跡 深田村内山 中出 寺社 村 池跡、 参道跡をとどめる、 古搭碑群村指定 003 

6 5  鹿児島神社境内 深田村内山 縄文~中世 包蔵地 土師器磁片散布、 庚申信 006 

66 鷺巣寺屋敷跡 深田村鼠巣回 中世 包蔵地 007 

67 高山械跡 深田村高山 中世 城 005 

68 辰口古埼群 深田村辰口 中世 石造物 周培 五輪搭 10 基以上 0 12 

69 深田城跡 深田村城 中世 械 0 17 

70 川辺の械跡 相良村川辺 城のよ 中世 城 009 

7 1  井沢埋蔵銭発見地 相良村柳瀬 井沢 古代・中世 包蔵地 唐・宋貨銭 外982個と土師器碗多数出土 023 

72 柳瀬の織ケ筆 相良村柳瀬 械ケ透 中世 城 025 

73 上園 相良村川辺 上国 縄文~中世 包蔵地 026 I 
74 雨宮鶴 相良村深水 雨富鶴 縄文~中世 包蔵地 027 

7 5  棚薬瀬 相良村深水 棚葉瀬 縄文~中世 包蔵地 028 

76 掘内 相良村深水 堀内 縄文~中世 包蔵地 029 

77 深水・谷川 相良村深水 谷川 縄文~中世 包蔵地 県教委調査 045 

78 深水小園 相良村深水 小図 縄文~中世 包蔵地 046 

- 9 一
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第2章 遺構と遺物

第2章 遺構と遺物

第1節縄文時代の遺構と遺物

1 遺構
( 1 ) 集石 ( 羽I区 S X 1 0 ) 

丘陵主軸尾根上 に 位置 し、 正陵西側高台 ( V 区) の東隣で8 . 0 m 程下の平坦部 ( VI1区) に 位置す る 。 調査前

に は民家の小屋があ っ た 箇所でそ の上部は民家の整地に {料 、揖乱 を 受 け た状況 に あ り 、 旧地形 の 復元 は 難 し

い。 し か し、 周 囲 の地形か ら 西側高台か ら の急斜面か ら 東側への な だ ら か な 斜面 に移行す る ち ょ う ど 際か ら

東 に 少 し下 っ た と こ ろ に位置す る も の と 思 われる 。

民家の整地層 を 除去し た 際、 集石の上端が露 出 し

た状況 に あ っ た 。 掘 り 込みは土の差異が不明瞭で検

出面か ら は判断で き な か っ た が、 黄褐色土層 (アカ

ホヤ) 上面 ま での掘 り 下 げで一部残存 して い る のが

確認で き た 。 ま た 、 集石の 断面形状か ら も 掘 り 込み

の存在が想定で き る 。

集石の形状 は 配石 の よ う な規則性 は な く 、 無規則

に 置カ通れた 感があ る 。 検 出 状況での石の 拡が り は、

東西 55 . 8cm、 南北 6 1 . 7cmの 楕 円 形 を 呈す る 。 石

材 は砂岩で部分的 に 赤変 し て い る 石 も 見 ら れた が、

熱変 を 受 け て い る と す る 積極的な根拠は ない。ノジプG.N
D 

A 

A L=143.300m 

SX10 

。 5)Tl

第5図 集 石 ( S X 1 0)位置図

∞| 

A' 

A' 

三三哩睦

ECO的
円す

O 50cm 

第6図 集 石 ( S X 1 0 ) 遺構実測 図
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第1節 縄文時代の遺構と遺物

縄文時代の遺物 の 検 出 は集石周辺か ら は見 ら れな か っ た が、 正陵上か ら は 僅かで は あ る が表採あ る い は 中

近世遺構の埋土中 か ら 縄文早期 か ら 後期 に か け て の土器、 石器等が確認 さ れて い る 。

2 遺物
蔵城遺跡の正陵 に お け る 縄文時代の遺物 に土器片が検 出 さ れた 。 総資料点数 は 7 1 点で あ る 。 そ の分 布は V

・ VI . vn . Vßl . X . XI ・ 潤区 ・ 「南側土 星」 に 渡る 。 土器片すべて は、 中近世 遺構の埋土か ら 出 土 し た も の

か、 或い は 表採 さ れた も ので あ り 、 唯一縄文時代の遺構 と 考 え ら れる VII区 SX1 0 (前掲) か ら は 検 出 き れな か

っ た 。

こ こ で は、 土器 片を 文様 と 形態 に よ り 1- 咽類に分類 し た 。 但し、 破片が小 さ い た め形態が分か ら な い も

の 、 或い は施文様が 摩滅し 、 確認で き な い た め分類認定 に含 ま れな か っ た も のが 1 3 点あ る 。 残存部位が異

な る た め、 土器片の形態 よ り 施文様 を 類別認定の基準と し て 優先す る 。 更に 、 施文具や 口 縁部の形態の差異

に よ り 、 細分化の必 要な類で は ア ル フアベッ ト を付 し、 以下代表的資料 に 伴 い説明す る 。

I類(第7図1以下同図 ) : 破片 の た め器形は不明だが、 器 厚が 厚く 、 刺突文 を 施す。 I 類は 1 点の み 出

土 し て い る 。 l は 胴部上位 と 思われ、 器壁が 円 筒状に湾曲す る 。 口縁部 に 向 け て 緩や か に 外反す る 。 外面 に 刺

突文 を 施す。 内 外面 は に ぶ い黄褐色で、 焼成 はやや悪 い。 器 厚は 1 1 mmと 厚く 、 胎土 は 1 - 2 凹の砂粒 を 含む。

11類(2"-' 7 ) : 口 縁部の形態が直 口 或い は外反 し、 押型文 を 施す。 う ち 、 外反す る 口 縁部で楕 円 文 を 施

す も の (a) と 、 直 口 す る 口 縁部で、 山 形文 を施す も の (b) と 、 外反す る 口 縁部で、 山 形文 を 施す も の (c) が あ る 。

IIa類 ( 2 - 4 ) I I a 類 は 3 点 出 土 し て い る 。 他 に 同様の文様 を施 し た 胴部破片 4 点が検 出 さ れた 。 2 は

胴部上位で、 口 縁部 に か け て 外傾す る 。 4 - 5 mm大の楕 円 文 を 外面 は 斜位 に 、 内 面 は 横位 に 施 し 、 さ ら に 内

面 は 施文後下位 を ナデ消す。 内 面施文部 を 幅20-25 聞と 考 え 、 剥落 し た 口縁部を想定 し た 。 内 外 面 は 赤褐色

を 呈 し、 焼成 はやや悪 し 、 。 胎土 は微細 な 砂粒 を 含む。 3 は 胴部破片で、 上位は わずかに 外傾す る 。 外面 に 8 .

5 凹大 の楕 円 文 を 横位 に 施す。 内 外面 は にぶい赤褐色 を 呈 し 、 焼成は 良好で あ る 。 器 厚は 9 mm前後 と 薄 い が、

粗雑な 作 り で 3 - 4 回大の砂粒が混 じ る 。 4 は 胴部上位で、 口縁部 に か け て 外傾す る 。 内外面 に 5 mm大の楕

円 文 を 横位 に 施 し 、 内面の施文 は 口 縁部 ま でで あ る 。 内 外面は 灰黄褐色 を 呈 し、 焼成 は良好。 器厚 は 9 mmで、

胎土 に は雲母が含 ま れる 。

IIb類 II b 類 は l 点 の み 出 土 し て い る 。 5 は 口 縁部が直 口 す る 。 口 唇部 は 丸 み を 帯び、 外面 に 横位の 山

形文 を 施 し 、 内 面 に 施文 は 観察で き な い。 内面は 灰黄褐色、 外面は黒 灰褐色を呈す。 焼成 はやや悪 く 、 器 厚

は l O mm。 胎土 は微細の砂粒が含 ま れる 。

IIc類( 6 ・ 7 ) I I  c 類 は 2 点 出 土 し て い る 。 他、 同様の文様の 胴部破 片が 各調査 区 よ り 計20点が検 出 さ

れて い る 。 6 は 口 縁部で、 外傾す る 。 口 唇部 はやや尖 る 。 内外面 に 横位 の 山形文を施 し 、 内 面施文部 は 口 唇

部 よ り 2 . 2cmで以下 を ナデ消す。 内 面 は に ぶ い黄 櫨色、 外面は黒褐色 を 呈 し 、 焼成 は良好で あ る 。 器 厚は 1 1

mで、 胎土 は砂粒 を含む。 7 は 胴部上位で、 口 縁部 に 向 けて 肥 厚し、 外傾す る 。 外面 に 斜位 と 横位 の 山 形文

を 施す。 内 外面 は に ぶ い 灰黄褐色 を 呈 し 、 焼成 は良好で あ る 。 器 厚は 1 0 剛程で、 3 阻大の砂粒 と 雲母が含

ま れる 。

皿類(8"-'10) : 口 縁部の形態が外反 し、 押型文以外の文様 を持つ。 沈線文 を 施す も の (a) 、 ミ ミ ズ ばれ

文 を 施す も の (b) があ る 。

皿a類(8・9) III a 類 は 2 点 出 土 し て い る 。 8は外反す る 口 縁部で、 口 唇部 は平 ら で あ る 。 外面 に ミ ミ ズ

ばれ文、 内 面 に は 山 形文 を 横位 に 施 し 、 内 面施文部以 下は横位 に ナデて い る 。 口 唇部 は無文で あ る 。 内 外面

は 明赤褐色 を 呈 し 、 焼成 は良好。 器厚は 8mm前後で、 胎土 は雲母 と 微細 の 石 英を含む。 9 は 口縁部で、 外反

し 、 口 唇部 は平 ら 。 外面 に ミ ミ ズ文、 口唇部 に 山形文を施す。 内面 は無文で あ る 。 内外面は に ぶ い 横色 を 呈

- 1 2 -
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第1節 縄文時代の遺構と遺物

し 、 焼成は良好。 器 厚は 8 mmで、 胎土 は雲母を 少量含む。

llib類 mb 類 は 1 点 の み 出 土 し て い る 。 1 0 は 口 縁部で、 強 く 外反 し 、 口 唇部 は尖 る 。 外面 に 斜位 と 横位の

沈線 を 施す。 内 外 面 は 明赤褐色 を 呈 し、 焼成は良好で あ る 。 器 厚は 1 1 mmで、 胎土は雲母 と 1 mm程の砂 粒を 含

む。

W類 :小破片の た め掲載 し な い。 器形 は 不明だが、 撚糸文 を施す。 器形が不明で、 撚糸文の み を 施す も の

(a) 、 器形が不 明で、 撚糸施文部 を 沈線で 区 画す る も の (b) があ る 。

V類(11'""13) :口 縁部 の形態が直 口 気味で、 沈線文 を施す。 文様が細沈線 と 刺突文 を 施す も の (ωと 、

沈線 と 貝殻文 を 施す も の (b) と 、 沈線のみ施文 した も の (c) があ る 。

Va類 V a 類 は 1 点 の み 出 土 し て い る 。 1 1 は 直 口 す る 口縁部で、 口 唇部 は 尖 る 。 外面 は 口 唇部 よ り 2 cmま

で 刺突文 を 連 続さ せ、 そ の下 に 横位 に 細沈線 を 巡ら す。 内面は文様構成 は 外面 と同 じ だが、 外面 に 比べ 刺突

文施文部が狭い 。 内外面は に ぶ い 檀色 を 呈 し 、 焼成は良好。 器 厚は約6 mmと 薄 く 、 胎土 は微細 の砂粒 を 少量

含む。 又、 同様の胎土で細沈線 を 施 し た 胴部破片 8 点が出土 し て い る 。

Vb類 V b 類 は 1 点 の み 出 土 し て い る 。 1 2 は 直 口 す る 口 縁部で、 口 唇部 は平 ら 。 外面 に 沈線 を 角 度 を 違 え

て 斜位 に 施 し 、 内 面 は横位の ナデ調整痕が観察で き る 。 口 唇部 に 貝殻刺突文 を 連 続さ せ る 。 内 外面 は黄 櫨色

を 呈 し 、 焼成 は良好。 器 厚は 7 mmで、 胎土 は雲母 と 1 mm程の砂粒を含む。

Vc類 V c 類は l点 の み 出 土 し て い る 。 1 3 は 口 縁部で、 直 口 し、 口 唇部 は 尖 る 。 外面は斜位 に繰 り 返し沈

線 を 施 し 、 内 面 は横位の ナデ調整 を 施す。 内面は 明赤褐色、 外面は黒褐色 を 呈 し 、 焼成 は良好。 器 厚は 1 1 mm

前後で、 胎土 は 石 英の 粒 を 多 量 に 含む。 こ の 1 3 と 同様の形態で沈線 を持つが、 摩滅し て い る た め 員殻刺突文

が確認で き な い 口 縁部破片 2 点が表採 さ れて い る 。

羽類(14) :破片 の た め器形 は 不 明だが、 太 い沈線文 を施す。 掲載資料 1 4の他、 同様の沈線 を 施 し た破片

が 2 点検 出 さ れた 。 1 4は器形 は 不 明だが、 外面 に 太い沈線 を施す。 内外面は 明赤褐色 を 呈 し 、 焼成 は 良好で

あ る 。 器 厚は9 mm前後で、 胎土 は砂粒 を 含む。

vn類(15) :磨消縄文土器。 1 5 は 口 縁部で、 口 唇部 は平 ら 。 断面は三角形で あ る 。 外面 に 三本 の 沈線 と そ

の 聞 に 縄文が観察で き る 。 内外面 は灰黄褐色 を呈 し、 焼成 は良好。 器 厚は 1 0mm程度で、 胎土 は雲母 と 砂粒

を 少量含む。

VJH類 :黒色 磨研土器。 破片が小 さ い た め掲載 し て い な いが、 内 外面が黒色 を 呈す。 研 磨さ れた 口 縁部が

l 点、 胴部 2 点がVII 区で表採 さ れて い る 。

以上の よ う に 、 蔵城の丘陵か ら 出土 し た土器は、 縄文時代の早期か ら 晩期 に 至る ま で の 幅広 い 時間 の 中 に

点在 し て い る こ と がわ か る 。 I � N類が 各々 早期 の 貝殻文 円 筒形土器 ・ 押型文土器 (押型文土器 と 手向 山 式

土器、 各lI . m類) ・ 塞ノ神式土器、 V類が前期の 曽畑式土器、 羽類が中期前葉 ~後期 中葉の 阿高式土器、 VII

類が後期 の西平式土器、 VßI類が後期後半 ~晩期前半の黒色 磨研土器 に あ た る と 考 え ら れる 。

- 1 4一



第2�止 巡桝と遺物

第2節 古漬時代の遺構と遺物

1 遺構
蔵城丘陵 は 中世以降か ら の土地利用に 伴 う 造成 に よ り 大 幅な地形 の 変更を 余儀な く さ れた 。 そ の た め そ れ

以前の 迫構 ・ 遺物 に つ い て は 撹乱 さ れ、 ほ と ん ど が消失し た と 思 わ れ る 。 古墳時代の造物 包含層 が 確認 さ れ

た 箇所 は 西側高台 と 東側 高台 の 聞の 窪地の 部分で、 |日地形で は 南 か ら 北 に 延 び る 浅い 谷地 形 で あ っ た た め 削

平 を 免れた と こ ろで あ る 。 W、 VI、 VII区 に お い て そ の 包含層 が 確認 さ れた が、 い ず れ の 調査 区 も 平坦 面 に 整

地 さ れて い た た め地形 的に 低 い 調 査 区 の 北側 に 部分的に 残存 し て い る 状況 で あ っ た 。

遺構 は 確認で き な か っ た が、 後述す る 遺物 の 出 土量及び器極構成か ら そ の 付近 で 生活し て い た こ と が推定

さ れる 。 小規模な 集 落 が あ っ た も の と 思われる 。

2 遺物

掲載し た遺 物 の 個体 数は あ る 程度復元が可能な 3 1 個体 で あ る が、 検 出 さ れ た 土 器 片 の 総数は 細片 を 含め

て 3 4 6 9 点と 比較 的多 い 。 そ れ ら 造物 の 包含層 で あ る 黒色土 は 分層 で き な か っ た た め、 遺物 を 包含層 一括

と し て 取り 上げた 。 た だ し 、 遺 物 に 時期l隔が見 ら れ る た め 純粋な一括資料と は 言 え な い 状況で あ る 。

以下 に 、 そ れ ら 造物 の 記述を 各調査 区 包含層 ごと に 行 う 。

(1 ) VI区 包含層

調査区北側の VII区 と の 斜 面 上 に 位置す る 。 谷の 起

点に 近 い た め 勾配 が き っく 面 積 的に も 小範囲て 守あ っ

た た め、 形 状 を 復 元 で き る 追物 は 極め て 少 な い 。
C.N 

複合口縁の小型丸底 壷(1 6 ) は 、 頭部の く びれ A 
が大 き く 、 胴部中位に 最 大径 を 有 する 。 口縁部は 直 十
日気味に 立ち上が り 、 端 部を 尖り 気味に 仕一|二げて い

る 。 !阿部外面 に 丁寧な ミガキ調 整が施 さ れて お り 、

全体 的に 精級な 作り を し て い る 。

脚台 付き 壷(1 7 ) は 口 縁部と 胴部の く びれがあ

ま り な く 鉢状 を 呈す。 口 縁部は 外傾 し な が ら 立ち上

が り 、 端 部は 尖る 。 器 壁 は 肥厚 し 、 胴部外商に 粗い

ナデ調 整が施 さ れ 、 全体 的に 粗雑 な 作り を し て い る 。

裂(1 8 ) は 口 縁部が 短く 外{磁気味に 立ち上 が り 、

端 部を 平 た く 仕上 げる 。

(2) VII区 包含層

調 査 区 南 際 中央付近 か ら 北際 に 向 け て 扇状 に 拡が

る 。 比較 的傾斜が 緩やかで最 も 多 く の 土器片が検出

さ れた 。 旧地形 に お い て こ の近 辺が最 も 平坦 に 近 い

場所 と 思われ る 。

壷は 口 縁部の 特徴か ら 3 種 に 分類で き る 。 lつ 目

は 口 縁部に 複合口縁が形 骸化し た よ う な 段 を 有す る

も の で 、 頭部が長 く 、 外反気味に 立ち上が り 、 口縁 第8図 古墳時代土器包含層配置図
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第2節 古墳時代の遺構と遺物

端部 を 丸 く 仕上 げ る も の (2 1 ) があ る 。 2 つ 目 は 口 縁部が直 口 気味 に 比較的長 く 立 ち 上 げ る も ので、 小型の

も の (22) と 大型 の も の (23) があ る 。 両者 と も 口 縁端部 を 丸 く 仕上 げる 。 3 つ 目 は 口 縁部 が肥 厚し て い る

も ので 、 口 縁部が外反 し 、 口 唇部が角 張 る も の (24) と 直立気味 に 立 ち 上 げ、 口 縁端部 を 丸 く 仕上 げ る も の

(25) と があ る 。 両者 と も 丁寧な ナデ調整が施 さ れて い る 。 底部 は、 尖底気味の も の (26 ・ 28) と 丸底 (27)

と に 分かれ る 。 尖底気味の も の は 胴部 中 位 に 最大径 を有す る 。

聾は 形態 的特徴か ら 大別 し て 2 種 に 分類で き る 。 1 つ 目 は 頚部の く びれの 明 瞭な一般的 に 見 ら れる 費で あ

る 。 口 縁部 が短 く 口 縁端部 を平た く 仕上 げる も の (9) と 口 縁部 を 内 湾気味 に 立 ち 上 げ、 端部 を 丸 く 仕上 げ

る も の (20) と があ る 。 2 つ 目 は、 頚部の く びれがほ と ん ど な く 、 緩やか に 外反 し、 口 縁端部 を 丸 く 仕上 げ

る 費 (33) で あ る 。 頚部付近あ る い は 胴部最大径付近に突 帯を 巡ら す も ので、 そ の突 帯も へ ら 状工具で連 続

刺突を 施す も の (34) 、 X 字状 に 連 続し て 沈線 を 施す も の (35) と があ る 。 底部 は尖底気味の平底 (36 ・ 37)

で あ る 。

高杯は、 杯部 (3 1 ) と 脚部 (32) が検 出 さ れた 。 前者 は 内湾気味 に 立 ち 上が る も の と 思われ、 器壁 は 薄い 。

赤褐色 を 呈 し 、 内外面に ケズ リ 後丁寧な ナデ調整が施 さ れて い る 。 後者は器壁は肥 厚し て お り 、 脚部端 に 向

か つ て 明瞭 に 屈曲 す る も ので、 比較的精轍な作 り で外面 に 丁寧な ミ ガキ調整が施 さ れて い る 。

そ の他の器種 と し て 、 小型丸底壷 (30) と 脚台付 き 小型 聾 (29) があ る 。 前者は、 頚部の く びれが 比較 的

明 瞭 に 残 り 、 口 縁端部 を 尖 り 気味に仕上げて い る 。 嗣部上位 に 最大径 を 有す る 。 器壁が 比較的薄 く 、 胴部外

面 に ハケ目 調整 を 施 し た 丁寧な 作 り を し て い る 。 後者 は、 胴部 の膨 ら みが ほ と ん ど 無 く 、 胴部上位 に 最大径

を 有す る 。 口 縁部 は外傾 し 、 口 縁端部 を 尖 り 気味に仕上げる 。 底部 は肥 厚し た脚台 を 有す る 。 内 面 に タタキ

調整 を 施す こ と を 特徴 と し て お り 、 全体的 に 粗雑な作 り を し て い る 。

( 3 )  lV区包含層

調査 区 中 央付近か ら 北東隅 に 向 か つ て 細長 く 扇状 に 拡が る 。 旧地形の 勾配は 比較的 き つ い。 こ れ よ り 北側

は 削平 さ れて お り E陵上部か ら 続い て き た 古墳時代包含層 も こ こ で 終わ る 。

壷 は 複合 口 縁 を 有 す る も の (4 1 ) が検 出 さ れた。 明瞭に段を有 し、 外反 し な が ら 立 ち 上が り 、 口 縁端部 を

丸 く 仕上 げて い る 。 小型丸底壷 は、 2 種 に 分類で き る 。 1 つ 目 は 頭部 の く びれを 明 瞭 に 残 し た も の (38) で、

\\ 1 8  。』
1 0cm 

第9 図 古墳時代土器実測 図 ( 1 )
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古墳時代土器実測 図 (2)第 1 0 図

口 縁端部 を 上方 に つ ま み上 げて い る 。 器高が比較的 低い。 胴部外面 に 丁寧な ハケ調整 を 施 し 、 全 体的 に 丁箪

口 縁( 3 9)があ る 。2 つ 目は 、 頭部の く びれが ほ と ん ど 見ら れず 、 鉢 状 を 呈す る も のな作 り を し て い る 。

端部 は 丸 く 仕上 げて い る 。 全 体的 に 肥厚 し て お り 、 粗雑な作 り を し て い る 。

口 縁部の特徴か ら 2 種 に 細分で きl つ 目は 頚部の く びれが明瞭 な 裂で 、

1 7 

蜜は大別 し て 2 種 に 分類で き る 。
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第 1 2 図 古墳時代土器実測 図 (4)

る 。 外反気味に 直立す る も の (4 2)と 口縁部 に 僅か に 段 を 有 し、 内湾気味に 立ち上が る も の (4 3 ) と が

あ る 。 前者は 、 口 縁端部 を 平 ら に 仕上げ、 11同部 外商TJ育部 に 横方向の ハケ調 整を 施 してい る 。 後者は 、 口 縁端

部 を 内 側 に つ ま み 上げ、 )J向者flの 張り は 比較 的弱い 。 器壁は 薄く 作ら れ てい る 。 2つ目は 、 口 縁者11の み の 検 出

と な っ た が、 頭部 の く びれが 明|僚 で な い 口 縁部 が 鋭く 外反す る 型 (4 6 )で あ る 。 口 縁:!ftM�絡を 平 ら に ナデて

い る の を 特徴と す る 。 W 区 出 土の 盟 よ り 小型で あ る 。

そ の他 の 器 種 と して、 l出l台 付き 小型壷の 胴部 下位か ら 脚部 に か け ての も の (4 0) が あ る 。 l阿部 は 丸く 立

ち上が っ てい る 。 脚部 は 外に むけ て直線的に延 ぴ、 !闘l 端部を 丸く 仕上げる 。 様壁カ;Mく 、 W区出土の も の に

比べ精綴な 作り を してい る 。 次 に 、 大型の 蓋 (4 4 )があ る 。 ほぽ完形で検出 さ れた 。 脚部 は 外皮気味に 真

つ 直ぐ延 び、 !闘l 端部 は平 た く 仕上 げら れ てい る 。 総監は 11目厚 し てお り 外商は 丁寧な ナデ調整が施 さ れ てい る 。

ま た 、 観の 脚部 (4 5 )も 検出 さ れ てい る 。 脚端部 は 丸 く 仕上 げら れ てい る 。 全体 に 丁都な ナデ調 整が施 さ

れ てい る 。
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第2表 古墳時代土器観察表
No 回査区 器種

16 W区 小型宣

17 VI区 脚付盟

18 W区 翠

19 V11区 聾

20 V11区 聾

21 Vl I区 重

22 V11区 室

23 V11区 霊

24 V11区 霊

25 VII区 壷

26 明l区 聾
闘部

27 V11区 霊
底部

281 V11区 霊
底部

29 V11区 小型翠

30 V11区 小型宣

31 明|区 高
杯部

杯

32 川区 両杯
脚部

331 V11区 翠

341 V11区 墾

351 V11区 翠

361 V11区 翠
底部

371 V11区 聾
底部

381 IV区 小型宣

391 IV区 小型霊

40 N区 脚付謹

41 IV区 豊

42 IVI& 聾

431 IV区 翌

44IIV区 蓋

451 IV区
胸聾部

461 IV区 聾

法毘(cm)

口径ー11.4
器 高一10. 3

口径一14.2
底
器
径

高
一
一

6.7 
9.7 

口径一16.0

口径一16.2

口径一16.6

口径一17.6

口径 10.6 
頭径一7.9

口径一15.4

口径一12.8

口径一11.0

関部鼠大径
-23.5 

口径一15.5
底
器
径

高
一6.7

-16.5 

口径一10.2

口径一38.2

口径一13.4

口径一11.6
鶴

高-8.4

底径一9.6

口径一16.2

口径一15.4

口径一20.0

口径一25.8

底径一10.2

口径一22.2

胎土・ 焼成 ・ 色
掴

胎
焼

色

土
成
周

一
一

含
良

内

長

外

石

函

、

燈

砂

色

粒少

胎
焼

土
成
ー

倉
角
や

閃石・長石・砂粒多
ーや 良

色周一 外面橿色・内面赤褐 色

胎
焼

土
成
ー
一

禽
良

内

畏石 少 砂粒少

色鋼 一 外面浅策担色

胎
焼

土
成
ー
一

禽
良

内

長

外

石・砂粒多

色間一 面橿色

胎土 ー禽
良

長石ー砂粒多
焼成 ー
色間一 内外面 笹色

胎土ー
倉

艮
砂粒多

焼成 ー
色翻 ー肉 外面浅黄櫨色

胎土 含長石・砂粒多
焼 成一良

色間一 内外面橿色

胎土ー
倉長石・砂粒多

焼成一 良
内色閑一 外面黄償色

胎土 ー含畏石・砂粒少
焼成一 良

内色間 一 外面浅黄櫨色

胎
焼

土
成
ー
ー

含長石 少・砂粒幸

色悶ー

良
内外面浅黄燈色

胎土ー
良

含角閃石・長石・砂粒
焼成 ー
色間 一内外面橿色

胎土ー含角閃石・長石・砂粒
焼 成一良

色間 ー内外面黄櫨色

胎土ー
倉長石 少・砂粒少

焼成 ー良色調 ー内面

にぷい貸借 色外商浅黄檀色

胎土
成
ー禽 角関石 多・長石・砂粒
焼

色
ーや

内
や 良

間一 外面櫨色

胎土ー
倉

畏石 多・砂粒
焼成一 良

色間 一内外面赤褐 色

胎
焼

土ー
倉

長石・砂粒多
成一良

色飼 ー内外面赤 褐色

胎土ー含長石・金蜜旬・砂粒
焼 成ーや や 軟
色飼 一内外面にぷい寅極 色

胎
焼

土 ー含角関石・長石・砂粒多
成一良

肉色悶 ー 外面浅黄 笹色

胎土ー含角関石・長石・砂粒多
焼成一 良

色間一 内外面浅黄檀色

胎
・砂

土
粒
ー含角閃石・長石・金雲母

焼 成一良

色調 ー内外商浅賃値色

胎
焼

土ー含角閃石・長石・砂粒
成一良

色調 ー内外面燈色

胎土ー含角閃石・長石・砂粒多
焼成一 良色調 ー内面

にぷい賀恒 色外面浅賃値色

胎土ー含砂粒多
焼成一 良

外
色調 ー内面

担色 面にぷい質種 色

胎
焼

土
成
ー
ー

含
や

内

長
や

外

石
良

面

少・砂粒少

色調 ー賞鐙色

胎土ー含長石・砂粒少
焼成一 良

色調 ー内外商慣色

胎土ー禽 砂粒少
焼成一 良

色調 ー内外面檀色

胎土ー禽 長石・砂粒多
焼成一 良

色周一 内外面担色

胎土ー
良

禽

内

長

外面

石 少・砂粒

焼成 ー
色間ー にぷい担色

胎
焼

土
成
ー

倉
角閃石・長石・砂粒�

良
但色 賞

色
笹
周

色
一内面

にぷい ・外面

胎土ー
倉

角閃石・長石・砂粒
焼成一 良

色調 ー内面黒 褐色外面償色

胎
焼

土ー含長石・砂粒少
成一良

内色踊 ー 外面値色
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形態の特徴

複合口縁の小型丸底豆である。頭
部

軍
の
大径

くびれ が大き い.飼部中 位に
を 有する。

頭部のくびれ
がほとんどな

く鉢
ま

を 為す.
位

ロ
。
縁部は外

外
反。胴部鼠

径は上 脚簡は 反。

口縁部は短摘く直
は

立 気 昧に立ち上が

る
外
。口縁 部平らに仕上げる。

内 面に2次焼成 痕あり。

部
口縁部下

ら
位に段

上

を げ
有

る
する

外
.口緑鍋

次

は平 に仕 。 面に2
焼成 舗あり。

上

口
中

縁
位
げ

部
か
る

は外

肉
器

反
渇

壁

気
す
は

味
る

薄
。
に

い

立闘

。
部

ち上がり、
ら は丸く仕

わ
口縁

ず
部
か

は外反する.ロ縁部下位に
に段 を 有する.

口縁
縁

留
錦

は直 口 気 昧
外

に立ち上がり、

口 館近くで 反
焼

す
成
る.器壁は

薄 い.外面に2次痕ありa

口

錨
縁

部
部

在
は
丸

直
く

口
仕

気
上
昧
げ

に
る

立
。
ち上がり、

口縁部は外反し、鏑部を 平
外

たく仕
上げる。器壁は厚い。内 面に2

次焼成 痕あり。

全

錦
を

部
帝

体的に
丸

肥

く
廊

仕
。
上

口縁部は直
部

口
丸
し、

を げる。闘は み

ぴる。

餌部申位 に鼠大径. 尖り気 疎の底
部を 有する。外面に2次焼成 痕あ

リ。

丸底気昧 の底部。器壁は厚い。

尖リ気 疎の底部。

口縁部は外反する。胴部は内
湾気

疎に立ち上がる。脚部は直 立 。歪
みあり圏内外面に2次焼成 痕。

小型丸底盟である.口縁部は外反
気 味 。

外
間部上位に鼠大径 を 有す

る。 面に鳳班あり。

杯部は内i宵気 疎に立ち上がる。

脚部はや や 外に開き な がら錨部付

近で屈幽を伴い 外反する。

頭部のくびれ がほとんど
見
られ

な い。口
外

縁錦部は丸
焼

い。
成

器
銅壁は

肥厚. 内 面に2次あり。
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す。凸静部にハケ状工具による
連続刺突を施 す.
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焼

底
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。
痕
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頭部くぴれ はわ ず かで
上
、
位

鉢状を 呈
す。胴部盟大径 は聞協

脚錨部は丸 い。胴郵は肉 j胃しな が

ら立ち上がる。底部は比較的
肥 厚

して いる。
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援法の特償(外面)

口縁部から頚部にかけて横ナ
デ。周部上位ナデ、 下位ケズ
リ。

組
口縁

い
節織ナデ。

郡
胴部はハケ後

ナデ。脚 外面ナデ。
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口縁部は機ナデ。属部ハケ。

口
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後ナデ。下位はハケ.

口縁部は検ナデ。胴部はハケ
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口縁部績ナテ。園部ナデ。

口
縦
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ナデ。

ナテ.
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外面ナデ。

口縁部から胴部上位まで繍ナ
デ。下位はハケ後ナデ。

杯部は上 方向の縦ケズリ後ナ
デ。頭部はナデ。

胸部上位は縦方向ミガキ.下

位は横方向ミガキ.図曲部に
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績ナデ@

ナデ。

ナデ。
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ナデ。
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ケ後ナテ.ロ縁絹部付近横ハケ。

ナデ。

ナデ。
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底部中 央に指押さえ。闘部はケ
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口縁部は検ナデ。周部は績ケズ
リ。
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リ。
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口縁部機ナデ.
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ロ縁部から頚部にかけて檎ナデ。
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胸部下位は横ナデ.下位はケズ
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底節桓いナデ。

口縁部は繍ナデ。頭部からケズ
リ。

備考

弥生か

弥生か



第2章 遺構と造物

第3節 中世の遺構と遺物

1 遺構
( 1 )  N区

正陵主軸尾根北斜面下の平坦部 に 設定 し た調査 区であ る 。 曲輪状に人為的な平坦面 を 形成 し て い た が、 調

査の結果、 江 戸後期の民家の土間跡や戦時 中 の 陸軍の兵舎跡が確認 さ れた こ と か ら 、 こ の平坦面の形成 は近

世以 降の 開削 に よ る も ので あ る 可能性が極めて高い。 中世段階の地形 は、 南東側か ら 北西 に 向 かい比較的 き

つい傾斜で下 っ て 北側竪堀 に 至る も の と 思われる 。

[ 5 0 06] (第 1 3 図) (第 2 2 図)

調査区南東隅か ら 弧 を 描 き な が ら 北西方 向へ延びる 堀跡であ る 。 断面形状 は比較的緩やかな V字形で、 堀

下位の西側 に テラ ス状の段 を 持つ。 底 は底幅 1 . 0 m程の平底で、 あ り 、 数条の水 流痕が確認 さ れた 。 堀底か ら

多 く の 円際も 検 出 さ れて い る 。 底の傾斜は北西か ら 屈曲部 ま で緩やかで、 屈曲部か ら 南東 に か け て 比較的急

に上が る 。 比高差 は 1 . 60 m で あ っ た 。 検 出 面か ら の深 さ は最 も 深 い と こ ろ で 1 . 50 m 程 で あ る が、 平坦面形

成の段階で堀上部 は揖乱 を 受 け て い る こ と か ら 、 さ ら に 深か っ た も の と 思われる 。 検 出 面 に お け る 最大幅 は

屈曲部で5 . 5 m で あ っ た 。

遺物は堀底か ら 土師質土器 (49・50・53)、 青磁碗 (57・59・62)、 天 目 茶碗 (65・66)、 須恵器 (70)や 「 元豊通宝」

(232)、 「太平通宝J (224)、 「 元祐通宝J (234)等の銅銭が検 出 さ れた。 ま た、 埋 士の上層 ( シ ラ ス 2 次堆積土)

中 か ら は土師質土器 (47 ・51 ・52 ・54 ・56)、 青磁碗 (58 ・60 ・63 ・64 )、 滑石製石鍋 (67 ・68) 、 瓦質土器 [火鉢]

(71・72・73・74)、 中 国 産染付皿(2 1 6・2 1 7 )が検 出 さ れた。 そ の他、 調査区北東際の窪み部 に シ ラ ス が ブ ロ ッ ク

状 に 混入す る 黒色土が一部残存 し て い た が、 そ こ か ら 土師質土器 (55)が検 出 さ れた 。 こ の黒色土 は 中世の遺

物包含層 と 思われる 。 ま た、 表土 中 か ら も 土師質土器 (48)、 青磁碗 (61)、 滑石製石鍋 (69)、 「 崇寧通宝」

(237)が検 出 さ れ、 そ の他 に 、 中 国産染付皿 (210・211.212・215・219・220)も 検 出 さ れて い る 。

遺構 は丘陵主軸 に 対 し て 直行す る 竪堀 と 思われる 。 弧 を 描 く の は、 谷地形 を う ま く 利用 し て 掘削 さ れた た

めで あ ろ う 。 こ の竪堀 は主軸尾根上 に あ る 四区 S 0 0 1 に 繋が る 。

L=1 38 .400m A一一一 一一一 A'

ーー一一ー

1 6 

第 1 3 図 IV区SD06遺構断面図
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第3表 IV区SD06土層観察表

1 I灰白 色土 ( サラサラ)51暗褐色土 ( アカホヤ、 カーボン) 1 9 1 暗褐色土 (少々 粘質 113 1 暗褐色土 ( カーボン少量)
2 |灰白色土 ( 大粒の軽石を含む) 1 6 1灰白色土 ( しま り あ り 110 1灰白色土 ( シラス 114 1 陪褐色土 ( しまりが強い、 層状)
3 | 黒褐色土 ( カーボン、 アカホヤd 7 1 黒褐色土 ( カーボンを含む ) 111 1 灰白色土 ( サラサラ 115 1 醐色土 ( 粒カ澗かい )
4 1灰白色土 ( しま り あ り 1 8 1灰白色土 ( しま り あ り 、 層状) 112 1 灰白色土 ( しま り あ り ) 116 1 陪褐色土 (円様、 遺物を含む )

円4
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第3節 中世の遺構と遺物

( 2  ) 班区

丘陵主軸尾根上の 中央窪み部 の平坦部 に設定 した調査区で あ る 。 調査前 は民家 の敷地で、 ま た 、 民家建築

に 伴 う 造成 に よ り 生 じ た廃土 ( N 区南東隅黒褐色土) か ら 江戸時代後期 の 陶磁器類が多数検 出 さ れて い る こ

と か ら 、 近世後期 の民家跡の存在 も 想定で き る 。 よ っ て 、 そ の平坦面の形成は近世以 降の可能性が高い 。 中

世段階の地形 は、 正陵東側高台か ら 急傾斜で下 り 、 西 に 向 か つ て な だ ら か に 上 っ て い た も の と 思われる 。

[ 5 0 01] (第 1 6 図) (第 2 2 図)

調査 区北西隅か ら 弧 を 描 き な が ら 南 に 向 き を 変 え 、 東側高台の裾部 に 添い な が ら 南 に延びる 梱跡で あ る 。

断面形状 は 比較的緩やかな逆台形 を呈 し、 堀下段 に テラ ス を 有す る 。 テラ ス最大幅 は 屈曲部で 1. 50m を 測

る 。 底 幅 は 3 . 80 m で あ っ た 。 堀底 に は水 流痕があ り 、 比較的大 き な 円 礁が数点確認 さ れた 。 堀上部 は撹乱 を

受 け て お り 、 検 出 面 に お け る 堀 幅 は 7 . 1 0 m 、 深 さ は3 . 20 m で あ っ た 。 底の傾斜 は北西か ら 屈曲部 ま で は 比較

的急傾斜で上 る が、 屈曲部か ら 南 は 中 央 ま で緩やかに上 り 、 中央か ら 南 は緩やか に 下 る よ う で あ る 。

遺物 は埋土中 の黄褐色 粘質土、 赤褐色 粘質土や シ ラ スがブロ ッ ク 状 に 混入す る 暗褐色土 中 か ら 土師質土器

(75・76・77・78・83・84・85)、 瓦質土器 [壷] (94)、 瓦質土器 [火鉢] (92)、 須恵器 [査] (91)、 青磁碗 (97・98・1 01・

102)、 天 目 茶碗 (100)が検 出 さ れた 。 こ の層 は人為的 な揖乱土 と 思われ、 後世の平坦面造成の 際 に 生 じ た土

で vm区近辺の土を 埋め戻 し た も の と 思われる 。 そ の上層 か ら は土師質土器 (80)が検 出 さ れて い る 。 ま た 、 南

側 ト レ ンチ の底近 く の埋土 ( シ ラ ス) か ら 土師質土器 (82・86・87・89)、 瓦質土器 [鉢] (95)が検 出 さ れて い

る 。 そ の他、 四 区 の表採遺物 と し て 青磁碗 (96)、 青磁皿 (99)、 中 国産染付皿 (213)が見つ か っ て い る 。

Bと1 43. 000m 一一一 S'

第 1 6図 VIII区SD01遺構断面図
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第4表 VIII区SD01土層観察表

1 陪褐色土 ( 整地層) 8 筒褐色土 (褐色 粘質土 ) 15  赤褐色土 ( 粘質 ) 22 灰白色 土 ( しまり強し)
2灰白色 土 (柔 ら かい ) 9 暗掲色土 (柔らかい ) 16 陪褐色土 ( 賞縄色 粘質土 ) 23 暗褐色土 ( しまり強し)
3灰白色土 (少唱しまりあり) 10 灰白色土 ( しまりが強い ) 17  暗褐色 土 ( 混入物が少ない) 24 灰白色土 ( しまり強し)
4灰白色土 ( 軽石、 サラサラ)11 灰白色土 (柔らかい ) 18 灰白色土 ( 悶褐色 粘質土 ) 25 陪褐色 土 ( しまり強し)
5灰白色 土 ( 縄色 粘質土 ) 12  灰白色土 (黄褐色 ブロック ) 19 灰白色土 ( シラス ) 26 賭褐色土 (柔ら かい )
6灰白色土 (柔らかい ) 13 灰白色土 (柔らかい ) 20 灰白色土 ( 閉褐色 粘質 土)
7灰白色土 (柔らかい ) 14 黒褐色土 ( シラス 、 赤色 土)21 灰白色土 ( シラス )

- 24 -



第2章 遺構と遺物

水道管が調査 区 中 央 に 埋設 さ れて い た 関係上全掘はで きな か っ た が、 主軸尾板を 南北 に 分 断す る 堀切 と 思
われる 。 屈曲 を 伴う の は 浅 い谷 と い う 地形 を う ま く 利用 し て の 掘削 だ っ た か ら で あ ろ う 。 ま た 、 W 区 S DO
6 東端 と S DOl 西端がつ な が る こ と か ら 正陵裾部か ら の竪堀 で あ っ た可能性 も 考 え ら れる 。

[ S  0 0 2 ] (第 1 7 図) (第 2 2 図)

調査 区 ( 咽区) 北壁か ら 南方 向 に延びる 堀跡で あ る 。 1 m 程 先で S DOl と 紫がる が、 残念 な が ら 調査 に
お い て S DOl と の切 り 合 い 関係は確認す る こ と がで きな か っ た 。

断面形状 は 円 筒形 を 呈 し、 底部 は丸底で あ る 。 堀下位 に 幅 62 .0佃程 の テラ ス を 有す る 。 検 出 面か ら の深 さ

は3 . 1 5m で あ る 。 底の傾斜 は 南か ら 北 に 緩やか に 下 っ て い た が、 調査箇所が限 ら れて い た た め確認で き な か

っ た 。

錦町教委の調査 に お い て I 区北西下の竪堀状遺構が S D0 2 の北側で確認 さ れて い た が、 隣接 し て い る こ

と か ら そ の溝 に 繋が る 可能性が高 い 。 ま た S DOl と 四区で 交差す る 同 時期 の 堀で あ る 可能性 も あ り 、 S D

0 1 と の 繋が り か ら 東側高台 を 区 闘す る 「堀切J の延 長線 上に 捉え て も 良 い だ ろ う 。

C L=1 44. 600m - 一一- C'
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第 1 7図 VIII区SD02遺構断面図

第5表 VIII区SD02土層観察表

1陪褐 色土(表土} 6灰白 色土(柔らかい) 11 陪褐 色土(粘質、 カーボン) 16 灰白 色土(柔らかい)

2灰白 色土(褐 色プロック) 7貨得 色土(砂質、 しまり強し) 12 悶貧褐 色土(砂質、 し ま り強 し) 17 灰白 色土{砂賀、 しまり強し)

3黒 色土(シラス、 しまりあり) 8淡 黄褐 色土(サラサラ) 13 陪褐色土(粘質、 カーボン)

4階掲 色土(貧褐 色粘質土) 9悶 黄褐 色土(砂賀、 し ま り強 し) 14 灰白 色土(砂質、 しまり強し)

5灰白 色土(柔ら力、い) 10 灰白 色土(柔らかい) 15 灰白 色土(柔らかい)

[5003] (第18図) (第22図)
東側高台の南斜面裾部 に 拡が る 帯状の平坦部 ( 四区東側) に お い て 、 S DOl の延びを確認す る ト レ ンチ

を 南北 に 設定 し た 際 に 検 出 さ れた 東西方 向 に 延 ぴる 堀跡であ る 。 た だ し、 南側 は 急斜面 と な っ て お り 、 下方

に民家があ っ た こ と か ら 危険防止の た め南側 は 掘り 残 し て 調査を 進め た 。

堀 の 断面形状 は 、 検 出 面か ら の深 さ 4.30m の逆台形 を呈する 。 た だ し 、 北側 の 立 ち 上が り は撹乱 を 受 け 確

認で きな か っ た 。 底幅 は 先の理 由に よ り 南側 の立 ち 上が り を確認で きな か っ た た め不 明 で あ る が、 少な く と
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第3節 中世の遺構と遺物

L=1 44. 600m D一一一 一一 D'
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第 1 8図 VIII区S003遺構断面図
o
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2 m  

第6表 VIII区S003土層観察表

1黒 褐色土(表土) 6縄 色土(層状をなす) 11 暗褐色土(黄褐色ブロック、カーボン) 16 賞 褐色土(賞掲 色プロック)

2 陪褐色土(軽石) 7 褐色土( 暗め) 12 暗褐色土(少4しまりあり) 17 暗褐色土( カーボン)

3暗得 色土(軽石、 カーボン) 8茶 褐色土(粘質) 13灰白 色土(貧掲 色プロック) 18 黒得 色土( カーボン多量)

41ì炎貧 褐色土(シラス) 9灰白 色土(シラス) 14 黒 褐色土{ カーボン)

5 褐色土(湿っぽい) 10 閉 褐色土(賞縄 色ブロック) 1 5  灰白 色土{サラサラ)

も 2 . 56m ま で は確認 さ れた 。

遺物 は底近 く の黒褐色 の埋土か ら 土師質土器 (79 ・ 8 1 ・ 88 ・ 90) 、 瓦質土器 [火鉢] (93) が検 出 さ れた 。

こ れ ら の遺物 は 北側か ら の流れ込み と 思われる 。

南斜面部が間近 に あ る た め敢え て 堀状 に掘削せず、 南斜面 を 利 用 し た テラ ス 状 に 削 り だ し た遺構 の可能性

も 考 え ら れる 。 残念 な が ら 、 S D0 1 と の関連 は確認で きな か っ た 。

そ の他、 澗区東端 に 五輪 塔3 個体程 の残 欠が ぱら ぱら に 3 基積み上 げ ら れて い た 。 こ れ ら は地 元の方 の話

に よ れば 正陵東側高台 に お け る 畑作 業中掘 り 起 こ さ れた も ので、 地 元の方 に よ っ て 杷ら れて い た 。 党字 を 四

方 に 刻 む凝灰岩製 の精撤な作 り のも のと 風化 し て 粗雑 のも のの2 つ のタイ プに 分かれて い た 。

東側高台 と い え ば蔵城丘陵 の中 で も 西側高台 と 並んで最 も 高 い 箇所で、 そ こ で五輪 塔が出 土 し て い る と い

う 事実は非常に興味深 L 、 。 東側高台が中世 のあ る 時期 に 墓所 と し て 利用 さ れて い た も のと 恩 われる 。
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第 3 節 中世の遺構と遺物

( 3 ) 南側土星 (第 2 0 図 ) (第 2 2 図 )
正陵主軸尾根上の vm区南際 に 位置す る 東西方向 に延びる 土塁で あ る 。 こ れ よ り 北側 に は四 区の平坦面造成

の 際 に 生 じ た落差の あ る 段落 ち が あ り 、 四区か ら 眺め る と 大 きな土塁 に 見 え る が、 こ の段落ち は近世以 降の

開 削 に よ る も ので あ る 。

西側 は高台 (VI 区) 際で仕切 ら れて お り 、 東側 の延びは判然 と し な か っ た が、 残存部 に お け る 全長 は 21. 70

m程であ る 。 土 星の 断面形状 は 、 南 に 向 け て 比高差 O .80m で緩やか に 上 り 、 幅 1 . 30 m の平坦面か ら 緩やか

に 南 側 に 下り 、 1 . 8 0 m 先か ら 急斜面へ と 移行す る 。 盛土の准積状況 は 、 シ ラ ス地山 をベー ス に し ま り の あ

る 土 を 整然 と 積み上 げて い た 。 南側 2 . 0 m 程下 っ た と こ ろ に小面積の平坦面が形成 さ れて い た が、 vm区平坦

面の造成の 際 に 生 じ た 廃土に よ り 形成 さ れて い た こ と が調査の結果判 明 し た 。 も と も と の地形 は正陵裾部 ま

で急斜面 と な る 。

遺物 は 土墨付近の表土 中 か ら 土師質土器 ( 0 3)、 青磁碗 0 04・105)が検 出 さ れた が、 土塁 の 時期 と の 関連

は 判然 と し な い。

そ の他、 北側平坦面残存部 に 石 塔残 欠と 思われる 石材で構成 さ れた集石が確認 さ れた が、 混入遺物か ら 江

戸後期 の遺構 と 推定 さ れる 。 地元の住民 は 「山伏J さ んの 墓 と 呼んで い た が、 墓績 は確認 さ れな か っ た 。

一一一 E'

o
u

 

2m 

第 2 0 図 南側土墨遺構断面図

第7表 南側土塁土層観察表

4 1 暗黄褐色土 ( し ま り 強し )
灰白色土 (黄福色ブロ ッ ク)
暗褐色土 ( し ま り あ り )

暗褐色土 (シラス) (地山)
灰白色土 (サラサラ) (地山)

9 1 灰白色土 (地山)

黒色土 (表土)
暗黄褐色土 (シラス)

3 1 貧褐色土 ( し ま り 強 し)

、そ司-�，
L4ヨまノ

o
u

 

l Ocm 

第2 1 図 南側土塁出土遺物実測 図
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第2章 遺構 と 遺物

( 4 ) 四区

正陵主軸尾根上 の西側高台 ( V 区) 東側裾部 に あ る 平坦部 に設定 し た調査 区 で あ る 。 中 世 の遺物包含層 と

思われる 黒褐色土 中 に シ ラ ス が混入す る 層 も 谷部 に 一部残存 し て い た が、 民家 に 伴う 整地層で揖乱 を 受 け た

状況に あ っ た 。 こ の平坦面 も ま た 近世以降 の開 削 に よ る も ので あ る 可能性が極 め て 高 い 。 中世段階 に お け る

地形 は丘陵西側高台 か ら 急傾斜で東側 に下 り 、 そ こ か ら 緩やかに 四区 に 移行 し て い た も のと 思 われる 。

[ 5 0 01] (第 2 3 図) (第 2 9 図)

調査 区 の西端、 丘陵西側高台 ( V 区) 東側裾部 に 添い、 南か ら 北 に 向 か つ て 下 る 堀跡 で あ る 。 北側 の残存

は良好で あ る が、 南 側 は 先述 の開 削 の影響 を 受 け て 堀上部 はかな り 削 ら れて い る も のと 思われる 。

断面形状 は な だ ら か な V 字形 を 呈 し、 堀下位 に 最大幅3 .80m のテラ ス を 有し た 平底 で あ る 。 北側壁面で深

さ 3 . 78 m 、 底幅 1 . 58 m で、 検 出 全長 は 1 3 . 50 m を 測 る 。 ま た堀上端 の検 出 面 に お け る 最大 幅 は約 1 1 . O m と 広

い。 堀底 に は水 流の痕跡があ り 、 比較的小 さ な 円礁が数点検 出 さ れた 。

遺物 は底か ら 青銅製小碗、 土師質土器 ( 115・117・120・12J )、 須恵器 [す り 鉢] ( 126)、 青磁碗 ( 110)、 「元調通

宝j (233)が検 出 さ れた 。 そ の他、 埋土上層 ( シ ラ ス) か ら は土師質土器 ( 116・118・123・124)、 須恵器 [す り 鉢]

0 25. 128)、 瓦質土器 [火鉢] ( 129・130・132)[鍋] ( 1 31)、 青磁碗 ( J 12・113)が検 出 さ れた 。 ま た 、 西側高台か

ら 混入 さ れた も のと 思われる が、 西側 の壁際か ら は土師質土器 ( 119・122)、 瓦質土器 [す り 鉢] ( 127)、 青磁碗

( 111)が検 出 さ れた 。 vn 区 表土 中 か ら 検 出 さ れた遺物 と して 青磁大盤 ( 114)、 f開元通宝j (222)、 中 国産染付

皿 ( 218)があ る 。

こ の堀跡は主軸尾根 に 対 し て 直行 し て北側に延びて お り 、 そ の始 ま り はvn 区付近 と 思 わ れる こ と か ら 、 中

世城 に お け る 竪堀 の機能 を 有し て い た も のと 思われる 。 ま た 、 青銅製 の碗が検 出 さ れた堀底付近 に は、 獣骨

と 思われる 骨片が散乱 し て い た こ と も 記 し て お く 。

L= 1 38 .400m 
A一一一

!! 

7 

第23図 VII 区 S 0 0 1 遺構断面図

第8表 VII 区 S 0 0 1 土層観察表

1 黄褐色土 (廃土) 7灰白色土 (少々 し ま り あ り ) 1 3  灰白色土 (柔らかい)
2灰白色土 (柔らかい) 8灰白色土 {明るめ) 1 4  灰白色土 ( サフ サフ)
3 暗黄褐色土 (柔らかい) 9灰白色土 (黄褐色ブロック) 1 5 灰白色土 ( し ま り あ り )
4灰白色土 (暗め) 1 0  灰白色土 ( サフ サフ) 1 6  灰白色土 (少々 粘質)
5灰白色土 (柔らかい 、 暗 め)1 1  黄褐色土 ( サフ サフ) 1 7 灰白色土 (小石)
6灰白色土 {柔らかい) 1 2  灰白色土 (黄褐色プロック) 1 8 灰白色土 ( し ま り あ り )

- 31 ー
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1 9  灰白色土 (柔ら かい)
20 褐色土 ( し ま り あ り )
2 1  灰白色土 (柔らかい)
22 得色土 ( し ま り あ り )
23 灰白色土 (柔ら かい)
24 灰白色土 (同様混入)



中世の遺構と遺物第3節

(第 2 9 図 )(第 2 4 図)[ S  K 0 9 1 
S D0 1 の東側 に位置す る 。 平坦面造成の影響 を 受 け 、 削 ら れて い る 可能性があ る が 比調査区 ほ ぽ中央、

較的良好な状態で検 出 さ れた 。 地形的 に は東側 に 緩やかな傾斜面 を持つ平坦面 に 位置 し て い た と 考 え ら れる 。

シ ラ ス 土層 に掘 り 込 ま れて い た 。 検 出 面遺構の形状 は 、 底部 中 央 に 浅 い 堀 り 込みを有する 円形の土績で、

に お け る 径 は 1 . 0 5 m、 底径0 . 8 9 m、 深 さ 0 . 3 1 mで あ っ た 。 2 段 目 の掘 り 込みの径 は 0 . 56 m、 底径0 . 3 4 m

で あ っ た 。 埋土 は シ ラ ス土の単一層 で あ っ た 。

遺物 は底近 く か ら 土師質土器 ( 1 06 ・ 1 07 ・ 1 08 ・ 1 09) が検 出 さ れた 。

こ れ ら の遺物 を 副葬 品 と 捉え 、 掘 り 返し た土が埋土 と な っ て い る こ と か ら 、 埋葬遺構の可能性が考 え ら れ

る 。 た だ し 、 骨等の検 出 は 見 ら れな か っ た 。

vn 区 の そ の他の遺構 と し て は、 調査区東側 に土績群が所在す る 。 密集箇所 に お い て は幾重に も 切 り 合 っ て

ど れ も 埋土 は黒褐色 を 呈 し 、 新 旧 関係が判然 と し な い よ う な状況で あ っ た 。 樹痕の可能性 も あ る 。
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第 2章 遺構と遺物
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第 3 節 中世の遺構と辿物

( 5 ) 北側竪堀 (第 2 7 図 ) ( 第 2 9 図 )

丘陵西側高台 ( V 区) の 北東側斜面 に 位 置す る 南 北 に 延ひボ る 掘跡で あ る 。 南 側 は vn 区 下 か ら 、 北側 は U1J道

( 旧 県道) に 向 か つ て 関 口 す る 。 第 2 次 位界大戦 中 こ の丘陵は軍の基地 と し て 利 用 さ れて お り 、 こ の堀跡か

ら 西側 に 向 か つ て 防空爆 の 出 入 口 が 2 筒所、 北側崩落壁側 に も 2 箇 所設 け ら れて い た 。 そ の た め、 人 の 出 入

り が多 か っ た ら し く 、 当 時 に かな り の 撹乱 を 受 け た も の と 思わ れ る 。 調査前か ら 竪堀 と 認識で き る 程i屈 が 深

く 、 両壁が急斜面で あ っ た こ と か ら 広 範 な 調 査 は で き ず、 北 に l 本、 南 に 1 本 の ト レ ンチ調査 を 行 っ た 。 南

ト レ ン チ に お い て は 防空壕 の 入 口 で あ っ た こ と も あ り 、 撹乱 を 受 け て 復元不可能な状況で あ っ た 。

現況の地形 か ら 判 断 し て 、 全 長 は 2 0 . 2 m を ì�W る 。 断面形状 は 、 11屈 7 . 0 � 1 1 . 2 m 、 深 さ 6 . 50 m の V 字 形 を 呈

す る 。 堀 底 は 、 南 か ら 北 に 向 け で な だ ら か に 傾斜 し て い た 。 理土は竪堀両壁か ら の崩 落 土で あ っ た 。

造 物 は 南側 壁際 に 少 し 堆積 し て い た シ ラ ス 土 か ら 土師質土器 ( ] 3 3 ) 、 青磁碗 0 36 ・ 1 37 ・ 1 38) 、 青磁

皿 ( 1 34) 、 白 l滋小碗 ( 3 5) 、 瓦質土器 [火鉢] 0 39 ・ 1 40) が検 出 さ れた 。

B
土二136 .200m

、己包コマi5

O 

第 2 7 図 北側竪堀遺構断面 図

判可37

‘ 1 39 

、 、

第28図 北側竪堀 出土遺物実測 図
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VII 区

第 2 9 図 中 世遺構配置図 ( 2 )
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第3節 中世の遺構 と 巡物

( 6 ) 羽区

正陵西側高台 ( V 区) 東斜面南側 に 位置す る 平坦部 に設定 し た調査区で あ る 。 E陵商斜面の ち ょ う ど頂部

に 位置 し、 南側のvn 区 と は比高差 2 m 程の段丘 を 呈す る 。 表土の腐植土 中 に は ほ と ん ど 遺物が混入せず、 調

査区北側 の傾斜部 に 中世 の遺物包含層 が少 し残 っ て い た こ と か ら 、 こ の平坦面の形成 も 近世以 降に 行 われた

も の と 思 われる 。

[ 5 0 01] (第 3 0 図 ) (第 3 7 図)

調査区の西際、 正陵西側高台の束斜面南裾部 に 添 い、 北か ら 南 に 向 か つ て 延びる 堀跡で あ る 。

シ ラ ス を 切 り 込んだ比較的急 な傾斜の掘跡で、 検出全長は7 .20 m で底 は北か ら 西 に 向 かい 階段状の段差 を

有す る 。 断面形状 は逆台形 を 呈 し 、 検 出 面 に お け る 幅 6. 60 m 、 底幅3 .50 m の平底で深 さ は 南 際で4. 0 m を 測

る 。 東側 は傾斜の違 う 2 段掘 り 込み を 有し、 西側 は堀中段に テラ ス を 有す る 。

遺物 は 堀底か ら は土師質土器の細片 ぐ ら いで遺物 は ほ と ん ど 見 ら れな か っ た 。 埋土の う ち カ ー ボ ン を 多量

に 含む黒褐色土及びそ の 上層 の 暗褐色土か ら 多量の遺物の検 出 があ っ た 。 土師質土器 (153 ・154. 1 55. 156・1 57・

158・ 159・160・ 161・162)、 青磁碗 (145・ 146・ 147・ 149)、 青磁香炉 (148)、 青磁大盤 (150・1 51・ 1 52)、 白 磁碗 (144)、

白 磁皿 (1 42)、 土錘 (179・ 180)、 「五妹銭J (221)、 「天聖 元宝J (228)が検 出 さ れた 。 ま た 、 埋土 上層 の 暗褐色土

中 の遺物集 中箇所 (掘 り 込み確認 さ れず) か ら は土師質土器 (164 ・ 165・ 1 66・168・169・ 170・ 1 71 ・1 72・173 ・174・175)、

土錘 (177 ・ 178)が検 出 さ れた 。 こ の遺物集 中箇所か ら は腐朽がすすみ原形 を と ど めな い銅銭が多数検 出 さ れ

た 。 遺構 は確認で きな か っ た 。

シ ラ ス を 切 り 込んだ比較的大規模 な竪堀で あ る 。 vn 区 S D0 1 と 繋が る 可能性 も あ る 。

L=1 48 . 200m 
A一一一

2 

5 
日哩=二

1244三日
1 6 

1 7 

1 9 

20 

第30図 VI 区SD01遺構断面図

第9表 VI 区SD01土層観察表

1 暗褐色土(表土) 7 陪褐色土(サラサラ) 1 3  碕縄 色土( 黄褐色ブロック)

2 暗褐色土(貧縄 色土) 8 鏑褐色土( シラス、 カーボ ン少血) 14 黒 褐色土( 褐色ブロ ッ ク 、 し ま る)

3 暗褐色土( カーボン少量) 9 賠責褐色土( シラス 、サラサラ) 15 灰白 色土( シラス)

4 暗褐色土( カーボン 、 焼土) 1 0  灰白 色土( カーボン、 褐色ブロ ック) 1 6  灰白 色土( 粒が粗い)

5黒 褐色土( カーボン 、 焼土) 1 1  暗縄 色土( シラス 、 カーボン) 17 灰白 色土

6黒 色土( 遺物を含む) 12 暗黄褐色土 18 灰白 色土( 黄色が強い)

- 36 -
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19 灰白 色土{ 黄色が強い)

2 0  貧 褐色土(砂質)

21 灰白 色土( 粒が粗い)

一一一 A'

2m 
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第 2 章 遺構 と 遺物
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第3 1 図 VI 区 出 土遺物実測 図 (1 )
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第 3 節 [:j:[ 1止のj立栴と泌物
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第 3 2 図 VI 区 出 土遺物実測 図 ( 2 )

[ S X 0 3 ]  (第 3 3 図 ) (第 3 7 図 )

S D O l の 北 側 際 に 位 置す る 不明逃檎で あ る 。 S D O l の 掘 削 途 中 シ ラ ス 地 山 の段 階 で 検 出 さ れた た め 、

上 部 は 掘 削 1:1:1 消 失 し て し ま っ た 。 ま た 、 遺構北側 は Vll 区平坦面の造成で削 ら れて い た た め 、 全 体 的 な 構 造 は

判 明 で き な か っ た 。

残 存部 で推量す る と 隅 丸 方 形 を 呈す る 土燐で あ っ た と 思 われ る 。 検 出 面か ら の 深 さ は 2 9 . 0 cmで 、 底 部 は

東西|隔1 . 52 m を 測 る 。 南 に 向 か い 少 し 傾斜す る よ う で あ る 。 遺構壁 |祭 か ら 2 0 . 0 � 3 0 . 0cm程 に賛褐色の粘質

土 を 充填す る 。 そ の 内 側 の 土 層 か ら は 多量 の カ ー ボ ンが検 出 さ れた 。

泣物 は 検 出 面上 か ら は 土 師質土器 ( 1 63) 、 filli り 土下 か ら 「永楽通宝J (239) 3 枚が検 出 さ れた 。

多量 の カ ー ボ ン が検 出 さ れて い る こ と か ら 「炉J の 機能 を 有す る 施設 と 思 わ れ る 。 ま た 、 !lJi り 土の 下 に 銅

銭 を 置 い て い た こ と は 、 一種の儀礼 的 な 行 為で あ ろ う 。
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そ の他 、 北側斜面部 に 近世以降 に 削平 を
免れた 中世の遺物包含層 が一部残存 し て い

た が 、 そ こ か ら 土師質土器 ( 1 67) 、 須 恵

遺構 と 巡物

器 [す り 鉢] ( 76) 、 白 磁椀 ( 43) 、 「開元通
宝J (223) が検 出 さ れた 。 ま た 、 平坦部表土
中 か ら は 白 磁椀 ( 4 1 ) 、 土 錘 ( 8 1 ) 、 「祥符
通宝J (225) が検 出 さ れた 。

第 2 章

( 7 )  XI 区
l 暗褐 色 土 ( カ ー ボ ン少!.t)

2 . 黒 色 土 ( カ ー ボ ン 多 量 )

3 . 灰 白 色土 ( カ ー ボ ン少抵}

4 .黄褐色 上 { 粘 質 )

t十一 JRCIn 

1 
1 

E 
1 お、
iiE 者

1 4 3 
a ' 

4ヱヱ， ，ーーーー
，ーーーーー

T L T 

j / 
G . N  " 

f 
I 

a 

T T 
し= 1 46 . 720m

a 

-一一、
一一一--l

E陵主軸尾根南斜面下 に 設定 し た 調査区

で あ る 。 人の 出 入 り がほ と ん ど 無 い た めか

な り 良好な状態で残存 し て い た も の と 思 わVI 区S X 03遺構実測 図第33図

れる が 、 急傾斜 の た め民家 に 配慮 し 、 部分的な調査 しかで き な か っ た 。

(第 3 7 図 )(第 3 4 図 )[ S  0 0  1 ]  
北か ら 南 に 向 かい比較的傾斜 の あ る 堀跡で あ る 。 断面形状 は 、 逆 台形を 呈 し 、 北際の幅 3 . 9 8 m 、 深 さ は

3 . 1 1  m 、 底幅は2 . 1 7 m の平底で あ る 。 南 に は小商積の平地があ り 、 堀跡 は そ こ で終わ る こ と が確認 さ れた 。

ま た 、 底近 く か ら 20 . 0 c m 大 の 円 礁が数点確認 さ れた。

遺物は埋土 中 か ら 土師質土器 ( 82) 、 そ こ か ら 西の斜面部の 第 2 ト レ ンチ の 暗褐色土 中 か ら 青磁碗 ( 83)

が検 出 さ れた 。

VI 区 S O OI の 南側 に近接 し て い る こ と 及び断面形状が近似 し て い る こ と か ら VI 区 S O OI に つ な が る 堀

B L= 1 42 .400m 
跡 と 思われる 。

一一一 B '  

第34図
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第 1 0表 XI 区SD01土層観察表
1 1 1 黒色土 (表土 I 5 1 淡貧褐色土 ( し ま り 強 し)

2 | 暗褐色土 (柔 らかい I 6 1 暗褐色土 (遺物を含む)
3 | 陪褐色土 (黄褐色ブロ ッ ク) I 7 1 暗褐色土 (柔ら かい)
4 1 暗褐色土 ( し ま り あ り 1 8 1 筒褐色土 (少々 し ま り あ り )



第3 節 "11世の遺構と遺物

( 8 ) 克I 区
丘陵西側高台の南斜面 中 段 に 位置す る 比較的小 さ な三角形状の平坦部 に設定 し た 調査 区 で あ る 。 北側 は切

岸状 に 削 ら れた 急傾斜 の壁 を 為 し 、 南側 は尾根づた い に な だ ら か に 下 る 。 ま た 、 西側 は切岸状の急斜面 を 形

成 し、 正陵裾部へ と 至 る 。 地形的 に 人の手の加 え に く い箇所で あ る た め 中世段階の景観が程良 く 残 っ て い た 。

[ 5 0 0 1 1  (第 3 5 図上) (第 3 7 図)
調査区北東隅 よ り 弧 を 描 き な が ら 東側 に 延びる 姻跡であ る 。 断面形状 は逆台形 を 呈 し 、 深 さ はO.67 m と 比

較的浅 く 、 底幅は2 . 79m の平底で、 あ る 。 硬化面 は確認 さ れな か っ た が、 底面 を黄褐色の 固 い地 山 ま で掘 り 下

げ ら れて い た 。 傾斜 は比較的 き つ い 。 遺物は埋土 中 か ら 土師質土器 ( 1 84) が検 出 さ れた 。

[ 5 0 0 2 ] (第 3 5 図下) (第 3 7 図)
調査 区北西隅か ら 東側 に 直線 的 に延びる 堀跡で あ る 。 断面形状 は V 字形 を 呈 し 、 深 さ は比較的浅 く l 目 37 m

で、 底 幅 はO . 6 7 m で、 あ る 。 底近 く に20 . 0cm大 の 円礁が検 出 さ れた が、 遺物 は 検 出 さ れな か っ た 。

西側 に 土塁状の盛 り 上が り を 見せ る こ と か ら 土塁 を 削 り 出 すた め に 掘 削 さ れた堀跡が考 え ら れる 。

c 1.三上35 . 700m

o L= 1 35 .  700m 

一一- C'  

2 

5D-=01 一一一 0 '

1 . 暗褐色土
2 黒褐色土 (柔)
3 . 碕褐色土 (柔)

9 2.m 

第35 図 XI I 区S00 L 02遺構断面図

l 暗褐色土
2 暗黄褐色土 (柔)

Ç�l2 イ
XII 区

O 1 Ocm 

第36図 XI 、 XI I 区 出土遺物実測 図
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第 2Î-tl 似品 と 巡物
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主遺構配置図 (3)
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第2 t主 巡備 と 迎物

( 1 1 )  V 区
丘陵主軸尾根上の西側高台 に 位置す る 平坦部 に 設定 し た調査区で あ る 。 こ の調査 区 は 南 北 に 細長 い 平坦面

で北側が広 い ひ ょ う た ん形 を 呈す る 。 南北43 . 0m 、 東西最大幅20 . 0 m を 測 る 。 高 台 の西斜面 と 東斜面 は 「切

岸J を思わせる ほ ど の急傾斜で裾部 に 至 る 。 北側 は土砂崩 落 に よ り 反 り 気味 に 下 っ て い る 。 南斜面 も 急傾斜

を 為す。 平成 3 年 に 調査が終 了 し て い る I 、 H 区 と ほ ぼ 同 じ 高 き で、 W 区 と の比高差8 .0m を 測 る 。 西側高台

は 「大土塁j を 佑併 さ せ る 天然の要害 と 言 え る 。

平坦地の土砂の堆積状 況 は 表土直下 に シ ラ ス地山が露 出 し て お り 、 中世遺物の包含層 は 消失 し て い る 状況

で あ っ た 。 シ ラ ス 地 山 ま で掘 り 込んだ畝が数条確認 さ れた こ と や表土 中 に 混入す る 遺物がし 、ずれ も 細片 で あ

る こ と 、 ま た 、 調査区南際か ら 「寛永通宝J 数枚が検 出 さ れた こ と か ら 、 近世段階で畑 と し て の利 用 が あ っ

た も の と 思われる 。
第 1 1 表 V 区S B 0 1 ピ ッ ト 計測 表

こ の西側高台か ら 中世の遺構 と し て 掘 立柱建物跡 2

棟、 ピ ッ ト 列 (柵跡) 2 列、 土壌 1 基が検 出 さ れた 。

こ れ ら 遺構の説明 を 以下 に 記す。

[ 5 8 0 1 ]  (第 3 8 図) (第 4 2 図)

調査区 ( V 区) 北側部 分 に 所在す る 堀立柱建物跡で

あ る 。

梁行 2 間 ( 3 . 8 0 m ) 、 桁行 4 間 ( 7 . 90 m ) で南北

に 長 い長方形 を 呈 し 、 主軸 は ほ ぼ南北方 向 と 一致す る 。

Pit No 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

1 0  

1 1  

1 2  

1 3  

直径 (cm ) 深さ (cm)
36.0 1 6 . 0  

36 .0  2 6 .0  

38 .0  1 7 . 0  

3 9 . 0  3 1 . 0 

3 6 . 0  1 7 . 0  

40 . 0  2 1 .0 

34.0 25 .0  

4 1 . 0  1 9 .0  

59 .0  2 1 . 0  

5 0 . 0  26 .0  

48.0  34.0 

29 .0  49 . 0  

48.0 29.0 

底形態 埋土 柱痕(cm)
平底 暗福色土 径 1 3 . 0

平底 暗褐色土

丸底 箔渇色土

平底 暗褐色土 径 1 4. 0

丸底 陪褐色土 径 1 3 . 0

丸底 暗縄色土

平底 陪褐色土

平底 陪掲色土 径 1 3 . 0

平底 黄褐色土

平底 暗褐色土

平底 陪褐色土 径 1 4. 0

丸底 暗褐色土

丸底 黄褐色土

三三三f- i \  ー←ア下二 ←ー
ゴ 1 ÷ i l」--� 'e""E三ヨ \ ーê �

l j q l R-02-q p内2
一十苧h。P-2

P-6 D-7 1 2 
23一一-S-5 0-JT| 

L� 1 52 .300m 

さに， 一ーしi \メ一一二iと一一」 角 E
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Eニヰ

第38図 V 区S B 0 1 遺構実測 図
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第3節 中世の遺構と遺物

各 ピ ッ ト 聞 の幅 は ほ ぼ一定の 間 隔 を 保 ち な が ら 並ぶ。 ただ、 北辺中央の柱穴のみ確認 さ れな か っ た 。 検 出 面

に お け る 各 ピ ッ ト の 径 は 36 . 0� 59 . 0cm、 深 さ は 1 6 . 0�34. 0cm程で、 埋土 は 暗褐色 を 呈す る 。 柱痕跡 は 5 ピ

ッ ト で確認 さ れた。 いずれ も 径 1 3 . 0� 1 5 . 0cm程で比較的小 さ い も の で あ っ た 。 ま た 、 すべて の ピ ッ ト 底で硬

化が確認 さ れた 。 そ の他、 建物北側 に建物の施設の一部 と 恩われる ピ ッ ト 2基 (P- 1 2、 P - 1 3) が確認 さ れ

て い る 。 両方 と も 底の硬化が確認 さ れて い る 。

建物跡 に 伴 う 遺物 に つ い て は 包含層 の消失に よ り 明 ら か に で き な い が、 S 8 0 1 が所在す る 上部 の表土 中

に 土師質土器 0 85 ・ 1 86 ・ 1 87 ・ 1 88) 、 青磁碗 ( 90) 、 白 磁小皿 ( 89) 、 中 国産染付皿 (2 1 4) 等 の遺

物 の 集 中 が見 ら れた 。 ま た 、 ピ ッ ト の埋土中 に 遺物が混入 し て い る も の も 見 ら れた が、 い ず れ も 細片で儀

礼的な埋納 と は認めがた い。 P - 4 か ら 銅銭 (細片) が検 出 さ れた が、 こ れ も 細片で埋土上層 に 位置 し て い

る こ と か ら 、 同 様 に 儀礼的な埋納 と は認めがた い。

こ の他、 平坦面 に は比較的多 く の銅銭が検 出 さ れて お り 、 「祥符通宝J (226) 、 「天福通宝J (227 ) 、 「紹

聖元宝J (235 ・ 236) 、 「瀬寧元宝J (23 1 ) 、 「天聖元宝J (229) 、 「景祐元宝J (230) が検 出 さ れた 。

[ S B 0 2 ] (第 3 9 図) (第 4 2 図)
第 1 2表 V 区S B 02 ピ ッ ト 計測表

調査区 ( V 区) 南側部分 に 所在す る 掘立柱建物跡

で あ る 。

梁行 2 間 (4 .00 m ) 、 桁行 2 間 (3 .90 m ) の平

行 四 辺形 と い う 特異 な 形状 を 呈す る 。 各 ピ ッ ト 聞 は

ほ ぼ均一の幅で配 さ れて い る 。 北辺 中央及び南辺 中

央 に ピ ッ ト は確認 さ れな か っ た 。 検 出 面 に お け る 各

Pi! N。 直径(αm) 深さ Icm) 底形態 埋土 柱痕Icm) 備考
44 .0 5 1 .0 丸底 隠褐色土

2 28 .0 43 .0 平底 陪褐色土

3 38 .0 5 1 .0 丸底 隠褐色土

4 45 .0 28 .0 丸底 碕褐色土

5 44 .0 56 .0 丸底 暗褐色土

6 36 .0 58 .0 丸底 隠褐色土
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第2章 遺構と 遺物

ピ ッ ト の径 は28 .0-45 . 0cm程で、 深 さ 28 .0-58 . 0cmで あ っ た、 柱痕跡 は L 、ずれの ピ ッ ト か ら も 確認 さ れず、

ピ ッ ト 底の硬化 も 認め ら れな か っ た 。 各 ピ ッ ト の埋土 は 暗褐色 を 呈 し て い た 。

S 8 0 2 周辺での遺物の 出 土 は 見 ら れな か っ た 。 平行四辺形 と い う 特異 な 形態 を 有 し て い る こ と か ら S 8

0 1 と は違 う 機能 を 有 し た 建物跡で あ る こ と が考 え ら れる 。

[ S X 0 3 1 (第 4 2 図)

調査 区 ( V 区) 東 際 に 並ぶ ピ ッ ト 列 で あ る 。 S 8 0 1 に ほ ぼ平行 し て 南北方 向 に 延び る 。 計 8 基の ピ ッ ト

が検 出 さ れて い る 。

各 ピ ッ ト 聞 の 幅 は 約 1 .80 m で 等 間 隔 に並び、 全長

1 3 . 2 m に 及ぶ。 ピ ッ ト 径 は35 .0-52 . 0cm、 深 さ 25.0

-55.0cmで、 すべて の ピ ッ ト 底 に 硬化が認め ら れる 。

柱痕跡 は確認 さ れな か っ た 。 調査段階で消失 し て し

ま っ た が、 南方 向 に 1 問分延びる こ と が、 確認 さ れ

て い る 。

Pi! No 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

第 1 3表 V 区S X 03 ピ ッ ト 計測表

直径 (cm) 深さ (cm) 底形態 埋土 柱痕 (cm) 備考
49.0 5 5 .0 丸底 暗黄褐色土 底 、 側面硬化
46.0 44.0 丸底 陪賞褐色土 底 、 側面硬化
46.0 43 .0 丸底 暗褐色土 底 、 側面硬化
40 .0 44.0 平底 陪褐色土 底 、 側面硬化
5 2 .0 43 目 O 平底 暗貧褐色土 底硬化
3 5 .0 32 .0 平底 踏黄褐色土 底硬化
3 5 目 O 3 5 .0 平底 暗貧褐色土 底硬化
2 9 .0 1 6 目 O 平底 暗貧褐色土 底硬化

S 8 0 1 に 伴 う ピ ッ ト 列 と 思 われ、 住居 を 囲 う 柵の よ う な機能 を有 し て い た も の と 思われる 。

[ S X 0 4 1 (第 4 2 図)

調査区 ( V 区) 西 に 並ぶ ピ ッ ト 列で あ る 。 S 8 0 1 に ほ ぼ平行 し て 東西方 向 に 延び る 。 計 6 基の ピ ッ ト が

検 出 さ れて い る 。

各 ピ ッ ト 聞 の 幅 は 1 . 8 0 m を 測 り 、 全長 は 1 1 . 0 m

に 及ぶ。 ピ ッ ト 径 は 検 出 面 に お い て 27 .0-44 . 0cm、

深 さ は 1 3 . 0 - 3 5 . 0cmを 測 る 。 S X 0 3 と 比べて 小

型で あ る 。 柱痕跡 は P - 34、 35 、 36で確認 さ れた 。

ま た 、 すべて の ピ ッ ト 底で硬化が確認 さ れた 。

Pi! N。

2 

3 

4 

5 

6 

第 1 4表 V 区S X 0 4 ピ ッ ト 計測 表

直径 (cm) 深さ (cm) 底形態 埋土 柱痕 (cm) 備考
27 .0 1 3 .0 平底 陪褐色土 底硬化
28.0 1 3 .0 平底 陪褐色土 底硬化

(20.0) 31 .0 平底 暗褐色土 底硬化
(27 目0) 3 5 .0 平底 踏褐色土 底硬化
(44.0) 30.0 平底 陪掲 色土 底硬化
(36 .0) 28.0 平底 暗褐色土 底硬化

た だ し、 S X 0 4 の場合、 4 基の ピ ッ ト の半分が土の堆積状況を確認す る ト レ ンチ の 影響 を 受 け、 消 失 し

て 検 出 さ れて お り 、 ま た 、 約 1 . 80 m の ピ ッ ト 幅で等間 隔 に 並ぶ こ と を考 え た 場合、 ピ ッ ト I 基が完全 に 消 失

し て い る 可能性が強い こ と も あ っ て 、 そ の全容は把握で き な か っ た 。

こ の ピ ッ ト 列 も S 8 0 1 に伴 う も の と 思われ、 住居 を 闘 う 柵の機能 を 有 し て い た も の と 思われる 。

[ S K 0 5 1 (第 4 0 図 ) (第 4 2 図)

調査区 ( V 区) の S 8 0 1 、 S X 0 3 の 聞 に 位置す る 土績で あ る 。 土の差異が微妙で あ っ た た め、 調査 の

段階で、上部 を 削 っ た可能性があ る 。

検 出 面 に お け る 土墳の形状は、 東西幅 1 . 32 m 、 南北幅 1 . 22 m の 隅丸方形 を 呈す る 。 検 出 面か ら の深 さ は8 .0

cmを 測 り 、 底部の東西幅 1 . 04m 、 南北幅0 .9 1 m の平底で あ る 。 土壌西側 は揖乱の影響 を 受 け て い る 。

埋土 は 暗褐色を呈 し 、 崩 落土 と 恩 われる シ ラ ス土がブロ ッ ク 状 に 入 る 。 カ ー ボ ン を 少量含む。

調査の途 中 、 表土 と の土砂の差異が微妙で、 遺構の埋土 中 か ど う かは判 断で き な い が、 周 辺か ら かな り 多

量の土錘 ( 1 9 1 ・ 1 92 . 1 93 ・ 1 94 ・ 1 95 ・ 1 96 ・ 1 97 ・ 1 98 ・ 1 99 ・ 200) が集 中 し て 検 出 さ れた 。 底か ら の遺物の検

出 は見 ら れな か っ た 。

こ れ ら の遺構は西側高台 ( V 区) と い う 西側 の 眺望の 開 け た場所 と い う 地理的利点 を 生 か し た施設で あ っ

た も の と 思われる 。 S 8 0 2 も 関連施設 と 断定す る こ と は難 し いが、 他の遺構 に 関 し て は 密接 に 関連す る も

の と 思われる 。 ま た、 土錘等が検 出 さ れて い る こ と か ら 、 あ る 程度一定期 間定住生活 を 行 っ て い た も の と 思

われる 。
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( 9 )  IX 区

丘陵商斜面 に あ る 道 と 思 わ れる 箇 所 に 設定 し た調査区であ る 。 3 筒所 の ト レ ンチ調査 を 行 う 。 調査の結果、

後 世の形成で あ る こ と が判 明 し た が、 VIII 区平坦面形成の|療 に 生 じ た 廃土 と 思 わ れ る 土 か ら 泊物 が検 出 さ れた 。

遺物 は瓦質土器 [す り 鉢] (20 1 ・ 203) 、 瓦質土器 [火鉢] (202) 、 須恵器 [す り 鉢] (204 ・ 20 5 ・ 206) 、

青磁碗 (207) 、 天 目 茶碗 (208) が検 出 さ れた 。

( 1 0) X 区

丘陵西側 高 台 西 斜 面 中段 の 平坦 部 に 設定 し た調査区で あ る 。 後述す る 近 位墓群が所在す る 調査 区で あ る 。

東側斜面 は 切岸状 に 壁 を 形成 し て い る 。

地 物 は 墓機埋土 中 か ら 青磁碗 (209) 、 表土 中 か ら 「洪武通宝J (238) が検 出 さ れた 。

こ れ ら の 遺物 か ら 、 こ の 平庄|面 は 近世墓前: に 先 行 し て 造成 さ れ、 何 ら か の 施設があ っ た こ と が考 え ら れる 。

X 区

，ーー， 、' ‘ " 
l ノ'、ーー'

第43 図 IX 、 X 区 出 土遺物実測 図
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第2章 遺構と遺物

2 遺物
蔵城遺跡 に お い て 検 出 さ れた 中世の遺物 は 、 中世の 山城 と L ザ 遺跡の性質上、 数量的 に は少な い 。 そ れ ら

の遺物が竪掘や堀切 な ど 遺構 の埋土や表土 中か ら 検 出 さ れた こ と は先述 し た と お り で あ る 。 遺物の 中 に は層

位 的 に 確認で き た も の も 少 し は あ る が、 層位的 に 確認で き な い も の が大半で あ る 。 こ こ で は、 そ れ ら 出 土遺

物 に つ い て 、 そ の概観 を 述べる こ と に す る 。

( 1 ) 土師質土器
中世の遺物の う ち 最 も 出土量の多 い器種で あ る 。 底部切 り 離 し はすべて 糸切 り で あ っ た 。 法量的 に 杯 と 小

皿の 2 種 に 分類で き 、 さ ら に そ れぞれを形態的 な特徴か ら 以下の と お り 分類 を 行 っ た 。 た だ し 、 報告書掲載

遺物すべて を 分類 し て は い な い。 ま た 、 報告書 に掲載で き な か っ た も の も 含 め土師質土器 の法量 に 関 し て は 、

「土師質土器法量表j と し て 以下 に 掲載 し た 。

(杯 a類) 底部径が比較的大 き く 、 体部 は 外反気味 あ る い は 直線的 に 立 ち 上 が る 。 口 縁端部 を 尖 り 気味、 あ

る い は 丸 く 仕上 げ る 。 体部外 面 に 調整痕が残 る 。 底部 内 面 に 凹 凸 が生 じ る 。

(49 ・ 50 ・ 53 ・ 1 24 ・ 1 73)

(杯 b 類) 底部径が小 さ く 、 器商が比較的高い。 体部 は 直線的 あ る い は 外反 し な が ら 立 ち 上 が る 。 口 縁端部

は尖 り 気味、 あ る い は丸 く 仕上 げる 。 (5 1 ・ 52 ・ 85 ・ 1 03 ・ 1 33 ・ 1 68 . 1 69 ・ 1 70 ・ 1 84)

(杯 C 類) 杯 b 類 に比べ器高が比較的低L 、 。 体部 は直線的 に 立 ち 上が る 。 口 縁端部 は 尖 り 気味、 あ る い は丸

く 仕上 げる 。 底部切 り 離 し は 糸切 り 技法 を 用 い る 。 (54 ・ 55 ・ 56 ・ 83 ・ 84 ・ 1 08 ・ 1 09 ' 1 7 1 )

(杯 d 類) 底部径 は 大 き く 、 体部 は 直線的あ る い は外反 し な が ら 立 ち 上が る 。 口 縁端部 は 丸 く 仕上 げ る 。 体

部外面 に 細 かい調整痕が残 る 。 底部 内 面 に 凹 凸 があ る 。 (89 ・ 1 20 ・ 1 87 ・ 1 88)

第 1 5表 土師質土器法量表
題商
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第3節 中世の遺構と遺物

(小皿 a類) 底部径 は大 き く 、 器高 は低い。 体部 は外反気味 に 立 ち 上が り 、 口 縁端部 は 丸 く 仕上 げ る 。

(48 ・ 78 ・ 1 62)

(小皿 b 類) 底部径 は 小 さ く 、 体部 は 外反気味 に 立 ち 上がる 。 口 縁端部 は 丸 く 仕上 げ る 。 盃状 を 呈す る 。

( 1 53 ・ 1 54)

(小皿 C 類) 体部が直線的 あ る い は 外反気味 に 立 ち 上が る 。 口縁端部 は尖 り 気味 あ る い は丸 く 仕上 げ る 。

( 1 1 5 ・ 1 1 7 ・ 1 1 8 ・ 1 55 ・ 1 56 ・ 1 58 ・ 1 59 ・ 1 60 ・ 1 6 1 ・ 1 63)

(小皿 d 類) 体部が内湾気味 に 立 ち 上が る 。 口 縁端部 を 丸 く 仕上げる 。

(76 ・ 77 ・ 8 1 ・ 1 06 ・ 1 07 ・ 1 1 9 ・ 1 57 ・ 1 64 ・ 1 65 ・ 1 66)

( 2 ) 青磁 ・ 白 磁

器種は碗、 香炉、 大盤が検 出 さ れた 。 こ こ で は 、 青磁 ・ 白 磁 の 中 で最 も 多 く 検 出 さ れた 碗 に つ い て 形態 的

特徴及び文様構成か ら 分類 を 行 う 。

( 白 磁碗 a類) 玉縁状の 口 縁 を 有 す る 。 大宰府編年の 白 磁碗N- l a類 に 比定 さ れる 。 1 1 世紀後半か ら 1 2世

紀前半。 ( 1 4 1 )

( 白 磁碗 b 類) 口 縁部の形態は残存部位が無 い た め わか ら な い。 高 台 を 細 く 造 り 出 し、 端部 は 尖 る 。 高台部

を 無紬 と す る 。 器壁 は薄い。 底部内面に櫛で花文 を 描 い て い る 。 大宰府編年の 白 磁椀V-4 c

類。 1 2世紀 中 頃か ら 後半。 ( 1 43 ・ 1 44)

(青磁碗 a類) 口 縁端部 は尖 り 気味。 体部 に 鏑蓮弁 を施す。 大宰府編年の龍泉窯系青磁碗 1 - 5 b 類。 1 3世

紀初頭か ら 前半。 (96)

(青磁碗 b 類) 口 縁端部 を 丸 く 仕上 げ る 。 体部 は 内 湾気味 に 立 ち 上が る 。 高 台 は太 く 造 り 出 し、 高 台 内 面 は

無紬。 体部外面 に 片切彫 り の蓮弁 (粗雑) を施す。 底部 内 面 に 蓮華の 印花文 を 施す も のがあ る 。

1 4世紀 中 頃か ら 1 5世紀前半。 ( 1 36 ・ 1 45 ・ 1 46 ・ 1 49 ・ 1 83)

(青磁碗 C 類) 口 縁端部 は 丸 く 、 体部外面上位 に雷文 を 、 下位に ラ マ式蓮弁 を 施す。 1 4世紀 中 頃か ら 1 5世紀

前半。 (98 ・ 1 1 2 ・ 1 47 ・ 209)

(青磁碗 d 類) 口 縁端部 を 丸 く 仕上 げ る 。 体部外面 に箆描 き の細蓮弁文 を 施す。 1 5世紀中葉。 ( 90)

( 3 ) 瓦質土器
器種 に は、 鍋、 す り 鉢、 火鉢があ る 。 火鉢の 中 に は技巧 を 凝 ら し た 精轍 な 作 り の も の (72 ・ 1 29 ・ 1 30) が

あ る 。 1 4世紀後半か ら 1 5世紀前半頃 と 恩われる 。

( 4 ) 須恵器
器種 に は、 す り 鉢等が検 出 さ れた 。 す り 鉢は 口 縁端部 を平た く 仕上 げる も の 0 25 . 1 26) と 上方 に つ ま み

上 げ る も の ( 76) と があ る 。

( 5 ) 石鍋

3 点検 出 さ れた が、 鍔が断面不等辺台形 (67 ・ 68) 、 断面三角形 (69) と 退化傾向 に あ る 。 1 4世紀後半か

ら 1 5世紀前半 と 恩われる 。

( 6 ) 染付
器種は碗 と 皿が検 出 さ れた 。 中 国景徳鎮産の も の がほ と ん ど で あ る が、 中 に は 中 国福建省樟州窯産の碁笥

底の小皿(2 1 8 ・ 2 1 9 ・ 220) が含 ま れる 。 いずれ も 1 6世紀代。

( 7 ) 鏑銭

五妹銭 (漢代) 、 開元通宝 (唐代) の ほか北宋銭 と 明銭が検 出 さ れた 。 北宋銭の う ち 『元豊通宝J (折二銭) 、

「元祐通宝J (折二銭) 、 f崇箪通宝J ( 当 十銭) も 検 出 さ れた 。

以上、 中世の遺物 を 概観 し て みた 。 そ の他の遺物 と し て 土錘があ る が、 各遺物の詳細 な記述 は 「 中世遺物

観察表J と し て 以下 に 掲載す る 。

- 52 一



第 2ï;i: 迎精とi岱物

て議冨�，;l，;。

F 
\←」二こここマイJ \ニ旨アゴ2

過
画〉

\�d， 

瞭

~圏ョ;14

\Jグイ7

d 
丈こ主イ \よプ? に |三イ。

第45図 陶磁器 (染付) 実測 図

内JFD

 

O 1 Ocm 



司町需註虫盟国-

第3節 中世の遺構と遺物

第46図 銅銭拓影図

- 54 ー



第2章 遺構 と 造物

第 1 6表 中世遺物観察表 ( 1 ) 
No 地点 種別

47 
S
ND0

区
6 土師質

土器

48 N 区 土
土

師鑓賀

49 N 区 土
土

師審質
5006 

50 N 区 土
土

師器質
5006 

5 1  
S
ND区

06 
土

土
師器箆

52 糊区 土
土

師器賀500 1 

53 N 区 土
土

師器質
5 0 1 0  

54 N 区 土
土

師器貿5006 

55 N区 土
土

師器賀

56 N 区 土銅賞
5006 土審

57 IV 区 宵磁
5006 

58 N 区 宵磁
5006 

59 N 区 宵磁
5006 

60 N 区 宵磁
5006 

6 1  W 区 筒磁

62 
S

ND区
1 0  

宵磁

63 N 区 宵磁
5006 

64 
5

l
0
V 区

05 
宵磁

65 
S

ND区
06 天茶碗

目

66 N 区 天 国
5006 茶碗

67 W 区 石鍋

68 N 区 石鍋
5006 

69 N 区 石鍋
5006 

70 N 区 須恵器
5006 

7 1  
S
ND区

05 瓦土
質器

72 N 区 瓦土
質器5006 

73 N 区 瓦土賀器5005 

74 W区 瓦土貿器5005 

75 明日区 土
土

師器質
500 1 

76 川区 土
土

師器質500 1 

77 川区 土
土

師器賀500 1 

器租
小皿

小皿

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

碗

碗

碗

碗

磁

観

碗

碗

前

椀

鍋

鍋

鍋

杯

火鉢

火鉢

火鉢

火鉢

小皿

小皿

小皿

法血( c m)

底
口径

径
一
一

6.8 
5 . 2  

器高一 1 . 7
口径 8.5
底
器

径
高

一
一

6 . 2  
2 . 2  

底
鑓
口径

径
高

1 2. 7  
-8. 1 
-3.7  

底
口

径
径一

一8
1 3. 1  

.0  
器高- 3 . 7

底
口

径
高
径一

一
一

1 0. 2  
5 . 2  

器 3 . 6
口径 1 2. 1  
底径

高
一
一

6 . 2  
器 3 . 8

底
誌

口

を
径
径

一
一

f
8
1 2

. 0k 2 

底
口

径
径 一 1 1 .8

-6.8 
器高-3.4
口径 1 1 β  
底
器

径
商

一
ー

6.4 
3 .0  

底
口
器

径
径
高一

一
一

1 1 .8 
6 . 6  
2 .6  

底
口

径
径一 1 4. 2

一 不 問
問銭高一不

口径一 1 5.0
底径一不明
器高一不問

底
鶴

口径
径
高

一 1 3 .6
ー不悶

悶一不

底
口径

径
高

一
一
一

不
1 4. 2  

器 不
悶
問

底
器
口

径
径
高一

ー
一

不
6
不

.
明
明
。

底
器
口

径
高
径

一
一

4
不

.
悶
6 

ー不問

底
口

径
径一不悶

一5.6
器高一不明

底
器
口径

径
商

ー
一
ー

不
不
不

明
明
明

底
口
器

径
径
高

一
一
一

不
不
不

問
問
問

口径ー不問
底
器

径
商

一不明
一不問

口径一20.0
底
器

径
高

一
ー

不
不

問
問

底
口径

径
一20.0
一不明

器高一不問

底
口径

径
高

ー
一不

1 8.3  
器 一不

問
問

底
器
口径

径
高

ー 1 2 .4
一不問

問一不
口径一不明
底笛径

高一
一不

不
明
問

口径一不朗
底径

高
一不明岡器 一不

底
器
口径

径
高ー

一
一

不
不
不問

明
問

底
口
器高

径
径

一
一
一

不
不
不

問
問
明

底
口
器

径
径
高

一7.0
-4.6 
-2 . 0  

底
器
口

径
高
径一7.2

-4.4 
-2 . 3  

底
器
口

径
高
径一7.0

-4.4 
- 2 . 2  

胎土 ・ 焼成 ・ 色調
胎焼成土一

倉
良
肉

長石 黒色粒
色翻一 外函橿色
胎焼土

良
内
禽石

面
英 細砂粒

成ー
色鋼一 億色 ・ 外面溌黄信色
胎焼土成

ー
一

倉
良

長石
色闘ー内外面淡祖色
胎焼
色

土成
調

一
ー

良
外
倉長

面灰
石

白色内面淡黄色
胎焼土成

ー
一
一

良
倉
内外

石英 ・ 長石 ・ 細砂粒
色調 面担色
胎焼土 倉石英 ・ 長石

成一良
内色調一 外面赤褐色

胎焼土成
ー
一良

倉
内外

黒
面
色

灰
粒少

白色色飼ー
胎焼
色調

土成
ー
一
ー

良
含
内外

長石
面浅黄櫨色

胎焼土成
ー
一

倉
良

長石
色調ー内外面にぷい質担色
胎焼成土

ー
一曾良

黒色粒少
色調ー内外面にぷい担色
胎焼
色

土成
調

ー密 ・ 灰白色
一
一

良録宵色
胎焼土成

ー
一

密
良

・ 灰白色
色銅ーオ リ ー ブ灰色
胎焼土成

ー
一良

密 ・ 灰白 色
色鋼一銀灰色
胎焼
色

土成一
ー密

良
・ 灰白色

調ーオ リ ー プ灰色
胎焼
色

土成
調

ー
一

密
良
オ

・ 灰白色
ー リ ー プ黄色

胎焼
色

土成
調

ー密 ・ 黄桓色
一
一

良
緑灰色 ・ 灰白色斑目

胎焼土成
ー
一

密
良

・ 灰白色
色調ー緑灰色 ・ 灰白色斑目
胎焼
色

土成
調

ー
一
ー

密
良
灰貧

・ 灰
色

白色

胎焼
色調

土成
ー
一
ー

良
密
黒色

・ 灰白 色

胎焼成土
ー
一

密
良

・ 灰 白 色
色掴ー鳳色
石材ー

外滑
石
面色掴ー 黒縄色 ・ 内面灰色

石
色材間

一
一滑外

石
面黒色 ・ 内面黒褐色

石
色材閤一

ー滑外
石
面鳳色 ・ 内面鳳褐色

胎焼成土
ー
一

倉
良
内

鳳
外

色粒 ・ 細砂粒
色飼一 面灰色
胎焼成土

ー
一曾良

内
石英 ・ 砂粒

色調ー 外面に15\い賞慢色
胎焼土成

ー
一

倉
良

砂粒
色調ー内面浅質事E色 外面償色
胎焼土ー倉

良
内

細砂粒
色

成
調

一
一 外面浅黄檀色

胎焼土成ー
良
禽
内

砂粒
色周一 外面浅黄櫨色
胎焼土成

ー含石英 ・ 長石 ・ 砂粒
色鋼

一
一外

良
商浅賞檀色 ・ 内面檀色

胎焼
色

土成
調

ー
一
ー

良
含
内

石
外

英
商檀

・ 砂
色

粒

胎焼土成
ー含砂粒 ・ 石英

色鋼
一
一

良
内外面檀色

形態の特徴

底
体部

部内
は直

面
線が肥

的
厚
に延

す
び
る.

、 口
器高

縁備
は比部較は尖

的低
る.

い.
体
は

部
丸

はゆるやかに外
が反

円
す
状

る浮a 口総
出

備
る。

部
い. 底部内面 に き

体
丸

部はわ
部
ずかに外反する. 口縁鏑部は

い。 鹿 内面に凹凸 がある.

体
内

部は直観凸
的
、 体

.
部
口縁

外
錦部は尖が生

る. 底郎面に凹 面に段 じ る .

体郡
に上

は外反 し 、 口鶴鍋部は丸い。 わず
か げ底気除.

体
前
力、部

外
ら体

面
は

節
直
に

線的
位
が生

.
に

口縁鏑部は丸い。 底部
下 かけて歪みを持つ。 体

面 段 じる.
体部

切
的
は
り 離

低
直線

い
し

的
部

. 口縁段鏑が部
生

は尖る. 底
商

部
がの 分に じる. 器比駿

体部は直線的に延び、 口縁儲部は尖る.

底
体
が

部筒
比較

は
内

的
直
面観的渦 に

状閤
吉 、 口緯が錨

あ
部
る.

は丸
高
い.

に 巻 の凹凸 器
低い.

体部は
が直比線

臓
的
的

に閲 吉 、 ロ縁
全

錨
体

部は丸い.
器高 低い。 外面 に線付潤.

体部
部

は
で

や
外反

や内j曹気昧に立ち上が り 、 口
縁
状

反する. 口緑樹却は丸 〈 玉縁
を呈す.

体
縁

節
留

は
で

や
反
や内

す
湾
る

気味に立ち上 が り 、 口
外 . 口線錨留は丸い.

体留
纏直線

状
は内

的
湾

延
気疎に立ち上が り 、 口縁部

は に ぴる。 口緯錦部は丸 〈 、
玉 を呈す.
体
口

却
縁錦

はや
部

や内
尖

湾 し 、 口縁部で外反する.
は り 気疎.

底部内面
台備

は肥
部外

厚する. 高台
り

は低 〈 、 肥
図。 高 面に面取 を施す.

高台
蛸
は

節
短

外
〈 底部内面中央は肥厚 し て い

る. 面に面取 り を錨す。

底部 ・
施
高台

す
は肥厚。 高台織部外面に函

取 り を . 

体
総

節
端

は
部

や
は

や肉;電気脈に立ち上 がる. 口
尖る固

日銀近 く で外反する. 口縁錨部は尖る.

体部はゆるやかに閲 〈 。 高台内面はあ
ま り 削 リ 出 さ な い.

体錫部
断

は
面関

縁
は台鋪

宮 、 口縁
あ輔る

部
。 錦

と 錆の闘2
が短い.

形で 。 τに 孔を 穿
つ。 口 鶴は尖 り 気疎.
体部は直錫立

は上
に近底

い
に対

. 錦は断面が広が台
い

形で
録あ錨

る
部
。 し下底 。 口

は平 ら.
体
断

部
面

は
は

や三角や形関
宮 、 鍔高

は矯が小
低

化が進み、
で、 吉 く な る.

ロ縁部は直線的。 口線錨部は尖る。

ロ緯留が外側
ら

に肥厚 し 、 その下に一条
の凸帯を巡 す.

底
り

部
を

及び脚部 ( 1 脚) 賎
脇存。 縞徹

ず
な作

穿している. 脚の両 に 2 孔 つ
つ.

胴凸
部帯、1 胸条

部が巡(
る
1 脚

. )直残線存的
.
に立周

部
ち上

下位が
に
る 。

胸凸
部帯が{巡1 脚る 残聞存き

.
気闘献部

に下立位ち上に が2 条る
の
. 

体部
丸

は直結的
備
に立

部
ち
の

上
ー

が り
付
口縁

組
鏑部

は い. ロ縁 部に煤

体
はが

部
丸
生

はや
.

や
全

内
体
口

湾
的
縁錨

気
に肥疎

部
鳳に
に

のび、 ロ緑樹段郡い . 底
付

部
着

内面に
じる. 輝 . 

体部
.
に

下
段口

位纏
が

で鋪
生

屈郡曲
丸
し、 ゆるや

部
かに肉

隊
湾す

部る は い. 底 き り し
分 じる。
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銭法の特徴
回転ナデ銅盤. 底部は糸切 り 。

回
指
転ナデ銅盤. 底

底
部
節外

は糸
面緑

切仕り .上底
げ

部が外雑面
に 碩痕あ り 0 """ "'..... ... """_ ..... ....... . " '.. '1'11 0

回転ナデ謂盤. 底部は糸切 り 。

回
に

転
掴

ナ
盤鏡

デ飼
あ

盤
り

底部は糸切 り . 体節外面

回転ナデ調艶， 底部は糸切 り . 底部内面
に不堕方向ナデ。

回転ナデ銅盤. 底部は糸切 り . 体部外面
に調盤痕.

回
に闘転盤

ナ
痕
デ鋼

.
盈. 底部は糸切 り . 体部外面

回転ナデ方銅
向

盤 。 底部は糸切 り . 底部内面
に不盤 ナデ.

回転ナデ掴盤. 比較的丁寧。 底認は糸切
り .

回転ナデ銅盤. 底部は糸切 り .

日銀蛸部は紬が薄い.

口縁揃部は軸が剥げて い る .

口総錦部は柚が薄い.

ロ縁部舛面に片切彫 り で誼弁文を施す.

底
に

部
片

舗 に 片切彫 り の一
施
条円線、 底

台
割
備

内
部

面
切彫 り の四花文を す. 高 は

施納。 高台内面は笛胎.
高
に

台
砂

鍋
付

鶴
泊.

・ 内面は蔀分的 に 雷胎。 高台内

施
内面

糊
鏑
に 斑

円状
があ

に紬
付
る.

題
が変

。

高台内面
台
は

錦
窟

部
胎. 底部

色. 高 一郡 ・
高台内面に砂
体部外面に片切彫 り 誼弁文を施す. 簡略
f�. 

県柏. 口線鏑部の糊は発色を変え る .

鳳軸. 体都外面下位以下露胎.

全面研磨.

全面研磨.

全
艶

面
痕

研
.

層. 錫部の下の体部外面に 削 り 嗣

回転ナデ掴盤。

配
ロ縁

す
鋪
.

部
外

と 凸稽の聞に花文のス タ ン プを
面へラ ミ ガキ、 内面ナデ。

底
は郎貼内

付
面固.眠

ナ
底部

デ
外
. 胸不

部
整
内側方ハケ。 凸帯

り け 面 向ナデ.

外商丁
凸

寧帯上
なナデ。 内

ミ
面ナデ. 凸帯貼 り 付

け. 位へラ ガキ。

外帯面貼不
り

盤方向のナデ.
盛

内方面
向

回
ナ

伝ナデ. 凸
付付。 底部不 デ.

固縁砥仕ナ
上

デ
げ

調が絡
盤。

。
底部は糸切 り . 底部外面

回転ナデ調盤。 底部は糸切 り .

回転ナデ周監. 底部は糸切 り .

備考

1 4 C 後
申

半~
1 5 C 薬

1 4 C 後
葉
半~

1 5 C 中

1 4 C 後半~
1 5 C 中葉

1 2 C 中葉
辛

~ 
1 3 C 前



第3節 中世の遺構と遺物

第 1 7表 中 世遺物観察表 (2)
Na 地点 租別 器

祖

78 VIlI区 土
土

師器 質小皿
5001 

79 
S
川
D

区
01 

土
土

師器 貿小皿

80 
S棚D

区
01 

土
土

師器 質小皿

81 明日区 土
土

師器 質小皿

82 VlD区 土
土

師器 質小皿
5001 

83 畑区 土
土

師器 質杯
5001 

84 
S
明
D日

区
01 

土

土
師器 質杯

85 
SMDll

区
01 

土

土
師留質杯

86 畑区 土
土

師器 質杯
5001 

87 
S
明
D
日区
01 

土
土

師鍵賃杯

88 畑区 土

土
師器 質杯

5001 

89 四区 土
土

師器 賀杯
5001 

90 川区 土
土

師密質杯
5001 

91 
5叩o

区
01 

須恵器 堕

92 
S
四
D

区
01 瓦

土
質鑓火鉢

93 畑区
瓦

土
質穆火鉢

94 W区
瓦

土

貿器

豆
5001 

95 明日区
瓦

土
費器

鉢
5001 

96 川区 宵磁 碗

97 四区 筒磁 碗
5001 

98 棚区 留磁 碗
5001 

99 VIlI区 宵磁 皿

100 川区 天茶鶴目 碗
5001 

101 明日区 白磁 碗
5001 

102 畑区 宵磁 碗
5001 

103 
南

土
側塁 土

土
師器 質杯

104 
南

土
側星宵僅 碗

105 
南

土
側星宵磁 碗

106 明l
区 土

土
師器 質小皿

5K09 

107 
S明Kl0

区
9 

土

土
師鑓賀小皿

108 
SMKl0

区
9 

土
土

師盤質杯
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胎織 土
成
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良

内
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外

英
面
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色
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飼
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倉良
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英
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胎
焼

色
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成
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形簡の特徴

体都
歯
内車面

は外
中 反央が

し肥
、鳳回線

.
備器

部
商

は
は

尖
比 般

る.
的

底低

い.

体部は直観 的.口縁錨部は丸 い.

体
底
あ

部
部
る

内ま
外
面

反
が

す
肥

る
厚底

ロ縁
部

鋪
内面

郡は
に

丸
凹

い
凸

.
が

体
節 宮下 容

位
は直に

線
段

的
が

.
生日じ銀

る
騎
.

部は丸 い.
体

体
や
る

留

.
や

は
尖

日銀

内

り
湾
気 錨

気
峰
部

障。
の

底
に

一

の
都

郎

ぴ
内
に

、
面

鱒

日

付
に

銀凹

筒

錨
凸

.

部
があ

は

体却
は外反気 疎.日銀鋪郡は丸 い.

体随
節
留

は
は

肉
丸

渇
い.
気昧

体
節
に立

下位
ち上

やや

が
肥

る.
厚.

口縁

体
樹
底

郵
留
部

は

内
は

内
丸
面

湾
い

は

気

.
碗

昧
体
状

節
に

を

立
外

墨

面

す

ち上

.
に段
がる

が生
.

ロじ緑
る.

体
口凸

却緑
が

鍋
は

あ

や
留
る

や

.
は

外
丸辰い.

しな がら立ち
中

上がり、
底部内面央に凹

体官車却内面
は外

中 反央が
し、

肥 口国縁
.
鏑部は丸 い.底

体
底

鶴
節

は
は

外
肥 反厚

す
.

る

ロ

.
縁

日
部

銀内
鍋
面却に

は煤
丸
付着

い

底
体

壁

部
部

が
内

苅

は外
面

い

反
に
.

す
凹凸

る.
が

口
あ錫揃

全
郡

体

は丸 い.
る. 的に器

体
上
に

古

段
が車は

る
が生

.
ゆる

日じ

や銀

る
錨
.

か
部
に外

は
反
丸 い

し
.
な

体

が

留
ら立

外面
ち

顕
部

郵
は丸

は直録 的に立ち上がる.口縁鍋
い.

口 総 鍋留が外
側

に肥厚 する.

条
口線

の
留
凸帯

は肉
を 巡渇 す

ら
る
す

。
.

ロ内
縁

面
部
に線

下位
付酒

に
一
. 

短 頭の亘で、 口 銭鮪留を 平たく仕上
げる.

体部は外傾する.内面ー留に煤付盟。

体
鶴

留
外面

は直が
線

わ
的

ず

に
か

立
に外
ち上

反す

がる
る

口縁鍋

尖ロ
縁

り
部

気 味
でや

.
や外反する.口組錨部は

体
線

罰
鍋

は
留

内

は
湾
丸 い

し
.
な がら立ち上がる。回

穣口縁を
部
巡は

ら
せ
外反

、
花
す

弁
る.

を 表日銀
す

錦穣
部
花近

皿
く
と

に

な
っ て いる.

体が
部
る.

はゆ高
る

台

や
肉

か
面

に飽
あ
き

ま
な がら立ち上

は り削り出 吉 な
い.

体
商

部

台
端は

内

部
湾
外面

気 隊
は面

、
高

取台
り

は
を

や
施

や
す.

聞く.

高

内台面
錨
中

節
央

外
が

面
肥 厚に

面

.

取りを施 す.
高

台

体
留

部
は尖

は直織 的
2次

に立
焼

ち
成
上富が

あ
り、 日銀鏑

る， り。

底
痕

部
によ

・
高

り
台屈

は
曲

肥

し
周
、

.
蹴

高
濁台に外面

面
取

に
り

削
を施

り

す.

底
を

部
施

は
す

肥
.

恩高
.

台

商
は

台低揃〈 肥

部外厚
面に面取り

する.

体端

筒

部
部
.

は
は

肉
丸淘

い.
気 隊

口 緑
に立

樹
ち

部
上
の一

が

部
り、

に煤口 鶴付

体
部

除

留

。

を丸
はや

〈
や仕

内

上
湾

げ気
る.

味
底
に

君
の
臨ぴ

は上
、 ロげ

縁
底

錨
気

体
部

が

簡

あ
は

は
丸
る

直

.
い
録
.底

的
部
に立

内面
ち上

に渦
がる

瞥
.
獄

の
口 信凹

錨
凸
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按法の特徴

回転ナデ
踊

盤.底卸は糸切り.

回転ナデ銅盤。底郡外面縁
仕

上げが維.

回転ナデ 飼 監.底部は糸切り.

回転ナデ 周監.底留 は糸切り.

回転ナデ 調 整.底部は糸切り.

回
部

転
に

ナへデラ
闘
状

聾工
.
具

底
痕

留
.

は糸切り.
ロ

緑樹

面
回転

に指
ナデ頭聞痕

盤
あ

。
り

底
.

部は糸切り.底郡外

回
面

転
に

ナ
llB
デ

tJ‘
銅

い
盤掴 .

盤
底
痕.

部は糸切り.体
節 外

回
面

転
に

ナ
踊

デ
堕

調

痕.
整.底部は糸切り.

体部外

回転ナデ
整

復
踊

盤.底部は糸切り.体自車外
面に 調 . 

回
面

転
に

ナ
踊

デ
盤

周

底監
。

.底留は糸切り.
体部外

回転ナデ鶴盤.底留は糸切り.

回
面

転
に

ナ
闘
デ

監

調
痕.

整
底
.底

留
郁外面

は糸
に

切
指頭り.

痕体あ
節
り

外

. 

回転ナテ鋼堕.

号館を

部
配

下

す.
に

菱内外
形

面
に配

ナデ
した

調

花

整
文
.

のスタン

凸

外
稽
面

簡にか
ミ

ぶ
ガキ

ら状のスタンプを 配す.
ヘラ 、 内面ナデ.

外面ヘフ ミガキ.内面ナテ盟盤.

全 面ナデ闘盤.

肉庫のある鏑盟
弁を 配す.

体部内面に涜録文を 絡す.

目
、
録

節
そ

外

の

面
下

上
に
位溜弁

に片
文

切
を

彫りで酒文を

配

し 配す.

痕日銀
.

郡
内

内
外

面
面

に
に

三貫条入の
が

沈入線
る.

、 外面に削り

鉄
下

軸冨後

胎

、
.

鳳軸を施 す.体部外面下位以

高

胎

に台
巴

土

鍋
状
付

の泊
部軸

闘
.外

剥
盤痕

面
ぎ

に

底
底
鍵

部
部入

内
内

が入

商
面

る

と
・

高
高

.

台
台

内

肉

面

に

高
薄台〈

内
草

面
花

文
・

鋪を 配
部

留
す

胎� p内
底
外

部
面

内
に

面
貫

中
入
央

が入
に

る.

面
回転

に銅
ナデ

盤
嗣痕。

盤.底部は糸切り.
体部外

紬

高

入
台

る

が
内

剥
.

面

高
げ

台

は
る

一
園
内

底
部

面

施

歯
に車

糊内

砂

面
.

付溜

高
錨

台

.

問網状
郎
に沈

は館
一郎が

高

底

日

台
部

錨
内

留
面

は
中 央軸を

に剥『金ぐ玉
.

高
満台室

内
j

面

の
は
ス

毘
タ

胎
ン

. 

固面

り

騒
縁

.

ナ
仕
テ

上
悶

げ
盤

が
.
雑

底
.

属習産は
E
糸舛

切
面に

り
指
.底頭部

痕
外
あ

固箇伝に
ナ
指
デ頭 翻

鼠あ
盛.

り
底
.

留は糸切り.底留外

回転
に

ナ
調

テ 調 盛.底留は糸切り.体
節 外

面 型自.
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第2 寧 遺構と遺物

第 1 8表 中世遺物観察表 (3)
� 地点 租別 器栂 法盈 ( c m)

1 09 
S
明
K
l
0
区

9 土
土師器質 杯

底
器
口

径
径
高一

一
一

1 2.9 
6.4 
3.2 

1 1 0 明l 区 宵滋 碗
底
器
口

径
商
径

ー
一
一

1 3 . 6  
500 1 不明

不明
1 1 1  VlI区 筒磁 碗

底
器
口径

径
高

一
ー
一

不
不

1 2
明
問

.0 
500 1 

1 1 2 
SMDl区

0 1  
宵磁 碗

底
口
器

径
径
高一

ー一不
不

1 4
問
問

. 2  

1 1 3 
SMD1区0 1  

宵磁 碗
底
器
口

径
高
径

一
一
一不

5
不

.
明

問
6 

1 1 4 VlI区 宵磁 大盤 口径 不
1 3

悶
.0 底

器
径
高

一
ー不明

1 1 5 明l区 土
土
師器貿 小皿

底口径
径一

一4
6.8 

500 1 .9  
器高-2.0

1 1 6 VlII& 土
土師器質 小皿

底
器
口

高
径
径

ー

一
一

7.2  
4 .9  
1 .9 

1 1 7 VlI区 土
土師器質 小皿

底
口

径
径 7.3 

500 1 -5.6 
器高-2.5

1 1 8 VlI区 土師質 小皿
底
器
口径

径
高

一
一
ー

7 . 7  
500 1 土器 5.6  

2.6 
1 1 9 明l区 土

土師母質 小皿
底
器
口径

径
高-

一
一4

2
7.

.

.
9

5 
1 

1 20 VlI区 土
土師器貿 杯

底鑓
口径

高
径一 1 3.3

500 1 -9.0 
-3.6 

1 2 1  VlI区 土師貿 杯
底
器
口

径
商
径

ー
一
一

1 1 .7 
500 1 土鑓 7.4 

3 .3  
1 22 VlI区 土

土師器貿 杯
底
口
器

径
径
商

一
一
ー

1 1 . 7 
8 . 1  
3 . 2  

1 23 明l区 土
土師器質 杯

底
器
口径

径
商

一 1 3 . 5
500 1 -6.8 

-3.5 
1 24 明l 区 土師質 杯 口径一 1 3. 3

500 1 土器 底
器

径
商

一7.4
-3.3 

1 25 VlI区 須恵器 防 り 鋭
底
器
口径

径
高

一24.2
500 1 一不問

一不問
1 26 明l区 須恵鍵 防 り 鉱

底
口径

径
一
一不

24
問
. 8  

500 1 
器高ー不明

1 27 VlI区
土瓦質器

町 り 鈴 口径一不問
底
器

径
高一

一不
不

問
問

1 28 VlI区 須恵器 町 り 鉢 口径一不朗
500 1 底

器
径
商

一 1 2 . 7
一不問

1 29 VlI区
土瓦賃器

火鉢 口径一不問
500 1 底

器
径
高一

一不
不

問
問

1 30 VlI区 瓦土質留 火鉢
底
器
口

径
局

径
ー
一
一

不
不

問
明500 1 

不明
1 3 1  VlI区 瓦土貿器

鍋
底
器
口

径
商
径一

一
不
不

明
問500 1 

ー不問
1 32 明l 区 瓦土貿露 火鋒

底
器
口

径
径
高

一

一
一

不
不
不

問
問
問

500 1 

1 33 北側 土
土師器質 杯

底
器
口

径
高
径一 1 1 .8霊堀 -6.3 

-3.6 
1 34 北側 笥磁 皿

底
器
口

径
高
径一 1 0.8

竪糧 一不問鴎一不
1 35 北側 白櫨 小碗 口径一不問

竪揖 底
醤

径
高

-3.8 
一不問

1 36 北霊掴側 向磁 碗
底口

径
径

一 1 6. 2
一不明

悶器高一不
1 37 北盟側組 宵磁 碗

底
器
口

径
高
径一

一
一

不問
6.0 
不問

1 38 北霊側緬 宵磁 硯
底
器
口径

商
径一

一
不
5.

明
6 

一不問
1 39 北竪側埴 瓦土賀題 火鉢 口径一不問

底
器

径商一
ー

不
不

問
問

胎土 ・ 焼成 ・ 色調
胎焼
色調

土成一
ー良

外
倉長

面
石
閉褐灰色 ・ 内面橿色

胎焼
色

土成
調

ー
一
ー灰

密
良

・ 灰白色
オ リ ーブ色

胎焼
色掴

土成
ー
ー
ー灰

密
良

灰白色

オ リ ーブ色
胎焼土成一良

緑
密

灰
・ 灰白 色

色調一 色
胎焼
色

土成
鋼

ーー
一灰

密
良

・ 灰白色
オ リ ー ブ色

胎焼
色

土成
調

ー
一ー録

密
民

・ 灰白色

灰色
胎焼
色調

土成一
ー

良倉
内

石
外

英
面纏

・ 砂
色

粧

面
胎焼成

糧
土

一
色
ー倉良

・
砂
内

粒

面に
色
ぷ

調
い担

ー外
色

胎焼土成一
ー倉良

内
石
外

英
面

・ 長石
色調ー に15\い担色
胎焼土成

ーー倉良
石英

色飼ー内外面桓色
胎焼土成

ー
一
い

含
良
担

石英 ・ 砂粒

にぷ 色 ・ 色
肉

鶴
函極一外

色
面

胎焼
にぷ

土成一
ー
い

倉良但
石
色

英
・

色
内
・ 砂

周
面

粒

灰
一外褐面

色
胎餓
色

土ー倉良
外

石英 ・ 砂粒
成
調

一
一 面鐙色 ・ 内面灰褐色

胎焼土成
ー
一倉良

内
長石

色鋼一 外面纏色
胎焼
色

土成
調

ー
一
ー

倉良
内

長
外面

石
但色

胎土ー倉良
内

石英 ・ 長石
焼
色

成
調

一
一 外面にぷい担色

胎焼
色

土成
調

ー
一
一

倉良
外

石
面

英 ・ 砂粒

黒色 ・ 内面灰色
胎焼
色調

土成
ー
一倉良

肉
石英 ・ 長石

一 外面灰白色
胎織
色調

土成
ー
一ー良倉

内外
鳳

面

色粒

淡黄

・ 砂

色
組

胎焼土成一
ー倉良

石英 ・ 長石
色飼ー外面寅灰色 ・ 内面灰色
胎焼成土

ー倉良
石英 ・ 砂

色
脚

粒
調
節

ー掲一 内外
面に，5\い担色 ・ 灰色
胎土ー倉良

質石英 ・ 砂粒
焼成一 色 ー外面
にぷい 植色 内面闘悶褐灰色
胎土ー含

良
舛石英 ・ 砂粒

焼
色

成
周

一
一 面灰色 ・ 内面鳳色

胎焼土成
ー
一倉良

貨

石英 ・ 砂粒
色

にぷい 但色 ・ 内面闘悶
一
禍

外
灰

面
色

胎焼土成
ー
一倉良

祖長石
にJ5iい 色 ・ 色

内
調
外

ー
面

外
櫨

面
色

胎土ー密
良

・ 灰白色
焼成ー
色鶴一朗緑灰色
胎焼士成

一
ー

密
良

・ 灰白色
色調ー灰白色

胎焼土成
ー
一密

良
・ 灰白色

色調ーオ リ ー ブ灰色
胎焼
色

土成
調

ー
一密

良
録

・ 灰白色
一 宵色

胎焼土成
ー
一密

良
・ 灰白色

色鶴一悶緑灰色
胎焼土成

ー
一禽

良細砂粒
色
・ 石

飼
英ー外

い
・ 長

面
赤

石
に
銅

ぷ
い主皇賞笹色 ・ 内面にぷ 色

形態の特徴
体
は

部丸は直線的に外
内

傾
外

する.
煤付口縁

酒
鍋留い. 口縁部 面に . 

体
口

部
録鑓は

や却や
は

内
尖

湾
る

気
.

昧に立ち上がる.

体部はやや肉i電気隙に立ち上がる.

体
ロ縁

協
錦
はや

部
や
は

肉丸湾気隙に立ち上が り 、
い.

高台
を施は細す長

.
い. 高

内
台
面

鏑
中央

部外
が

面
肥厚に面取

り 高台 . 

底部 ・ 高台は肥厚. 高台錦部は丸い。

体
錨

部

留
簡

は
は

外丸反
い

気
.
ぴ

底
昧

口
部
に
縁

立
部
内面

ち上
に凹

がる
凸

.が口あ線る.
体 内面及 に燥付題.
体丸
を

節
持い.

は
つ

直
体
.

録郡
的
か

に
ら延口

び
縁部

る.
に

日
か

銀け
錨
て 歪

部み陪

体
尖
上

部は直綿的にのびる. 口あ緯
る

錨
.

自
少
置は

る
げ

。
底

底
.

留
日銀内面

留
に
に煉凹凸付組が.

々

体却留
は丸は直観的 に立ち上が

底
る。

部ロ縁鋪踏
い
に

。
段

底が部
生

は肥間. 切 り
し節分 じる.
体
尖

部
る

は
.

内湾気昧にのび、 口縁鍋却は

体
後
外

部
外
面

反
下
に

位やや内湾気疎にのぴ、
体
その

部するが.
生

口縁儲部は丸い園
段 じる.

銀
体
分

部
錨
に

部
段
は外

はが
反
尖
生

しなが ら立ち上がる.
部
日

リじ
気
る.味体

. 底
内

部
面

切
に煤

り 離付酒し. 
体
凸
し節

部
が

分は
あ

直線的が生
に延じ

び
る
げ

.
底

る
底

底郵部
内

切
面

り 離に段 に 凹
る. やや上

体君事は
.
内

底
湾郡

気疎
内

にの
中央

び、 口縁部で外
反する 面 は窪む.

体部は直錦的に延びる. 日銀錨協は丸い.

口ま み縁鍋
出郁す

は平た く 仕
の

上
一部

げ、が外
見側ら

につ
a す り 目 れた.

位ロ緑
の

備
す

部
り

を
目

平が入たるく
仕
.

上げる. 7 本単

単ロ
縁
位錦の

部
す

を
り

内
目 側が入に

丸
る.く

と じる. 1 0本

平底。 7本単位の太いす り 目 が入品.

ー
の
ロ縁

条
固

部
の
に帽

が
凸

角
需
子

状
状をの

を
巡

為

装
ら

す
す
飾を施

ロ
口

縁
縁
す.

卸
部

の
と

下
凸帯に

体部緒
配

.
子
す

複状
.

数の
麓飾

凸舗や侮
を巡

花
らす. 凸静岡

プに の 文のス タ ン
を

関口縁
節把

部
手
は

付近から
気口線疎

留
.

の
把破手片で、

やや
穴

内湾 . は貼付
で、 二つの を穿つ.
脚部. 内外面に 2 次餓成痕あ り .

体
図

部
はや

は
や
直線

尖
的に立ち上がる. 口縁縮
り 気隊.

目
らせ

録音、事花
で外

弁
反
を

する 口録音置は綾を巡
表す穣花皿 と な って い

る.
底
下

古
位
車は肥陣

幽
. 高台鍋鶴は尖る. 体節で屈 する.

体
口

節縁
は
錨

や
部

や
は内丸海い

気
。 隊に立ち上がる.

底部 ・ 高台は肥厚。 高台鏑留は丸い.

底
外

部
面

は肥厚. 高台は短い. 高台鎚筒
に面取 り .

目録
位

錨
に

郡
二条

は平 らで、 外側に肥厚する.
下 の凸帯を巡 らす.

- 57 ー

扱法の特徴
回転ナデ銅盤. 底濁は糸切 り 。

体が部入外
る

面
.

に鏑細建井文. 内外面に貫入

内口
縁
外面

節外
に

面貫入に形が酸入化
る.

した線刻の誼11'.

体施部
す

外
.

面上位に雷文. そ の下 に誼弁を

高台
く 草

内面
花文

・ 鎚部無軸 底
外

鶴内面中央
が入に郊 を配す. -内 面に貫入

る.
高台

を筏内面
す.

は
高
円状

台
に紬

に
が剥

賃
げ、 重ね翻み

痕 内 面 入が入る.

回転ナデ調盤. 底部は糸切 り .

目指ナ強デ鏡
嗣盤. 底部は糸切 り . 体節外

面に調 . 

面
回転

縁
ナ
仕

デ
上

銅
げ

盤が。
雑底

.
留は糸切 り . 底部外

回転ナデ銅盤. 底部は糸切 り .

回転ナデ調
債

盤。 底部は糸切 り . 体節外
面に銅盤

回
仕
に鰍

転
上

ナ
焼
げ

デ

物
が調

維
付

盤;" �体
底
部

部
外面

は糸
に

切
調盤

り .領底
.

部
内

の
面

題.
回転ナデ網整. 底部は糸切 り .

面
回転

に銅
ナデ

盤踊底.
監.

底
底
部

部
外面

は糸
に

切
指頭

り
痕
. 体あ都

り
外
. 

回転ナデ掴盤. 底部は糸切 り . 体節外
面に銅盤痕.

回転ナデ困惑. 底部は糸切 り . 体部外
面に銅盤痕.

ナデ闘盤.

ナデ調れ盤
る

. 体部外面にハケ 目 が僅かに
見 ら . 

体
向

罰
の

外ハ面回
自

転ナデ調整。 内面に不盤方
ケ 銅盤.

体
ナ

留
デ

外
.

面不強方向ナデ。 底部外面回転

外面はへラ ミ ガキ、 内面はケズ リ 後ナ
デ.

外面はへフ ミ ガキ、 内面はケズ リ 後、
ナデ.

全面ケ ズ リ 後、 ナデ.

全面ナデ調盤.

回転ナデ調堕. 底郡は糸切 り . 体部外
面に僅かに闘盤痕.

弁口
縁
を

部持内
つ.

面に片
外

切
面

彫
に買

り で簡が入略化 した花
内 入 る.

わずかに肉面に貫入が入る . 高台内面
に砂付箇.

外面に組維な片切 彫 り 撞弁文.

体
高台

部外
内

面に
砂
肉恩付のある鏑廼弁文を施す.

面に 題.

高台
付文

錦.
酒

部
外
.

面
は柚に

を 剥 がぐ入. 底部
.

内高面
台鏑

中首央都に
花
砂 . 貫入 る に

内外
段

面
に

ナデ翻
文

盤。 上段に
プ

廼
を

華
配

花
す

状文、
下 梅花 のス タ ン . 

備考

1 3 C 中
初

頃~
1 4 C 頭

1 5 C 後
中葉

半~
1 6 C 

1 4 C 後申諜
半~

1 5 C 

1 4 C 後申学
葉

~ 
1 5 C 



第3節 中世の遺構と遺物

第 1 9表 中世遺物観察表 (4)
h 地点 種別 器稲 法図 ( c m)

1 40 北望側組 瓦土質器
火鉢

底
器
口径

径
高

一
一
ー

不
不
不

明
問
明

1 4 1  明 区 白磁 碗 口径一不問
底
器

径
高

一5.9
一不問

1 42 
5
明
0

区
0 1  

白磁 皿 口径一 1 3. 0
底径一8.2
器高-3.8

1 43 W 区 白磁 腕 口径一不明
底径一5.6
器高一不問

1 44 W 区 白磁 碗 口径一不明
S00 1 底径一6.4

器商ー不問
1 45 VI 区 宵磁 硯 口径一 1 1 .8

S00 1 底径一不明
器高一不問

1 46 VI 区 宵磁 碗 口径一 1 1 .8
S00 1 底径一不問

器高一不明
1 47 W 区 宵磁 硯 口径一 1 3. 6

S001  底径一不問
器高一不問

1 48 
S
WD区

0 1  
宵磁 雷炉 口径一不問

底径一5.8
器高一不問

1 49 W 区 宵櫨 碗 口径一 1 2. 4
S00 1 底

器
径
高

一5.0
-6.0 

1 50 W 区 青磁 大盤
底
器
口径

径
高

-23.2 
S00 1 -8.6 

-5.0 
1 5 1  VI 区 宵磁 大盤 口径一29.0

S00 1 底径一不問朗
器高一不

1 52 Vl I& 宵磁 大館
底
口
器

径
径
高

一
一
ー4

3
2

3
2
.。

.

.
4 
8 S00 1 

1 53 VI 区 土
土師器質 小皿 口径一6.6

S001  底径一4.8
器高-2.3

1 54 W 区 土
土師器貿 小皿 口径一6.7

S00 1 底
器

径
高

一5. 1
-2. 1 

1 55 W 区 土
土師器質 小皿 口径一7. 1

S00 1 底径一5.3
器高一 1 .9

1 56 W 区 土
土師器質 小皿 口径一7.3

S00 1 底径一5.6
器高一 1 .9

1 57 明 区 土
土師器質 小皿 口径

径
一6.7

S001  底 -4.9
器高-2 . 1

1 56 W 区 土
土師器質

小皿 口径一7.2
S001  底

器
径
高

一4.9
-2.3 

1 59 
S
WD区

0 1  土
土師器質 小皿

底口
器

径
径
高

一7. 1
-5.2 
-2.2  

1 60 W 区 土
土師器賃

小皿 口径一7.5
S00 1 底

器
径
高

一5.0
-2.3 

1 6 1  明 区 土
土師器質 小皿

底口径
径一7.6

S001  -5.0 
器高-2 . 1

1 62 川 区 土
土師器質 小皿

底
口径

径
一7.5

S00 1 -4.8 
器高一 1 . 8

1 63 W 区 土
土師器質 小皿 口径一6.8

S001  底径
高

一5.4
器 -2 . 2

1 64 W 区 土
土師器賀

小皿 口径一7.4
S00 1 底

器
径
高

一4.5
-2.3 

1 65 VI 区 土
土師器

賀 小皿
底口

径
径

一7 目 5
S00 1 -4 .2  

器高-2.4
1 66 VI 区 土師賀 小皿

底
器
口径

径
高

一
一
一

7.4 
S00 1 土器 4.3 

2 .3 
1 67 明 区 土

土師器質 小皿
底口
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第 2 章 遺 憾 と 辿物

第20表 中世遺物観察表 (5)
� 地点 種別 器種 法血 ( c m ) 胎土 ・ 焼成 田 色調 形態の特徴 技法の特徴 備考

1 7 1 川 区 土師質 杯 口径 1 1 .9 胎土 禽石英 砂粒 体部は直線的L立ち上がる。 口縁端部 回転ナデ調整。 底部の仕上げが丁寧。 体SD0 1 土器 底径一6.6 焼成 良 は丸い。 部外面に調整痕。器高- 3 . 2 色調ー内外商にぷい賃値色
1 72 VI 区 土

土
師器質 杯 口径 1 1 . 3 胎土 倉石英 ・ 長石 体部は直線的に立ち上がる。 口縁鵠部 回転ナデ調整。 底部は糸切 り 。 体部外面SD0 1 底径一7.3 焼成一良 色調ー外面にぷ は丸い。 に調整痕。器高-3.7 い赤褐色 ・ 内面にぷい借色

1 73 川 区 土師質 杯 口径 1 2 .8 胎土ー禽長石 体部は直線的 L立ち上がる。 口縁備部 回転ナデ調整が
雑
。 底部は糸切 り 。 底部外方面SD0 1 土器 底径 8.5  焼成一良 は尖り 気昧。 底部は歪みを持つ。 縁の仕上げ 。 底部内面中央、 不堕器高 3.8 色調ー内外面灰黄色 向ナデ。

1 74 川 区 土師賀 杯 口径 1 2 .0  胎土 盆石英 ・ 長石 体部は直線的L立ち上がる。 口縁錦部 回転ナデ調竪。 底部は糸切 り 。 体部外面SD0 1 土器 底径一7.5 焼成一良 は丸い。 に調態痕。器高-3.3 色調ー内外面浅黄摺色
1 75 VI 区 土師質 杯 口径 1 1 . 6 胎焼土 禽砂粒 体部は外反気昧1:立ち上がる。 口線

が
錨 回転ナデ調整。 底部は糸切 り 。SD0 1 土器 底径一5.2 成一良 部は障 く 丸い。 底部は肥陣。 器高 低器高-4. 1 色調ー内外面侵色

1 76 川 区 須恵器 付り割 口径一不明 胎土ー含
良

石英 ・ 長 石 ・ 砂粒 口密部を内側 L つ ま み上 げる。 内面に ナデ調盤。 体部外面に指押 さ え痕。SX02 底径一不明 焼成ー ナデ8本単位のす り 自 が入る。 幅3.5田器高ー不明 色調ー内外面灰白色 の注口 がある。
1 77 W 区 土製品 錘 全長一4.0 胎土 含畏石 ・ 黒色粒 遺物中央軍大径部から両舗に向かい極 ナデ調整。 片端か ら 穿孔。SD0 1 最大径一 1 . 6 焼成一良 備 に 細 く しぼむ。 盟国は8.49，

孔径一0.3 色調ー暗銅色
1 78 VI 区 土製品 錘 全長-4.0 胎焼土ー禽黒色粒 ・ 砂粒 遺物中央愚大径部から両舗に向かいや ナデ調盤。 片端か ら 穿孔。SD0 1 愚大径一 1 . 1 成一良 や し ぼむ。 童図は5.59・

孔径一0.3 色調ー陪褐色
1 79 W 区 土製品 鍾 全長-4.6 胎土一吉原色粒 目 砂粒 遺物中央最大径部から両備に向かいや ナデ調整。 片儲か ら 穿孔。SD0 1 量大径一 1 .0 焼成一良 や し ぼむ。 細長い。 童図は6.79。

孔径一0.3 色調ー褐色(一部煤付窟)
1 80 W 区 土製品 錘 全長一5.8 胎土ー含長石 ・ 黒色粒 通物中央鼠大径部から南端L向かL 、や ナデ調整。 片婦か ら 穿孔。車大径一 1 .8 焼成一良 や し ぼむ。 霊Eは 1 6.49。

孔径一0.45 色調一明褐色 ( 部赤掲色)
1 日 1 VI 区 土製品 鍾 全長一6.6 胎土ー禽黒色粒 ・ 砂粒 i且物中央愚大径部力、 ら両錦に向かいや ナデ調整。 片儲か ら穿孔。SD0 1 愚大径 2 . 1 焼成 良 や し ぼむ。 大型である。 盟国は25.59，

孔径一0.6 色調一間伺色
1 82 XI 区 土師質 杯 口径一 1 0 .5 胎土ー含石 英 ・ 長石 体部は直線的 に立ち 上がる。 口縁端部 回転ナデ調整。 底部は糸切 り 。 底部外商土器 底径一6.8 焼成一良 は丸い。 縁は仕上げが雑。 体部外面に調盤痕 が僅器高-3.4 色調ー内外面にぷい植色 か に 見 ら れる。
1 83 XI 区 青磁 碗 口径一 1 4.8 胎土ー密 灰 白 色 体部は内湾 しな が ら立ち上がる。 底部 底部内面中央は円状 に 露胎。 高台内面 も 1 4C後半~底径一5.4 焼成一良 は肥厚。 高台鋪部外面に面取 り を施す。 露胎。 外面に片切彫 り 廼弁文を う す く 彫 1 5C中葉器高一7.4 色調ー灰オ リ ー プ色 る。 内外面に貫入 が入るロ
1 84 珂l 区 土師質 杯 口径一 1 1 .8 胎土ー怠石英 ・ 長石 体部はやや内湾気隙1:立ち上が り 、 口 回転ナデ調整。 底部は糸切 り 。 体部外面

土器 底径一6.0 焼成一良 縁部で外反する。 口縁錦部は丸い。 底 に調整痕。器高- 3 . 7 色調ー内外面健色 部内面は碗状を呈す。
1 85 V 区 土師質 小皿 口径一6.4 胎土ー含石英 体部は直線的L立ち上がる。 底部内面 回転ナデ調

が
整。 底部は糸切 り 。 底部外菌

土器 底径一4.8 焼成一良 中央は肥厚。 縁仕上 げ 雑。器高ー 1 .6 色調ー内外面橿色
1 86 V 区 土師質 小皿 口径一7.6 胎土ー禽石英 ・ 黒色粒 ・ 砂粒 体部は外反する。 口縁備部は尖る。 回転ナデ調整。 底部は糸切 り 。

土器 底径一5.0 焼成一良
器高-2.2 色調ー内外面栂色

1 87 V 区 土師質 杯 口径一 1 3 .6 胎土ー含石英 ・ 黒色粒 ・ 砂粒 体部は外反する。 口縁端部は丸い。 底 回転ナテ調整。 底部は糸切 り ロ 体部外面
土器 底径一7.4 焼成一良 部内面に凹凸 がある。 に細かい調整痕。 底部外面に指頭痕 あ リ 。器高-3.6 色調ー内外面栂色

1 88 V 区 土師質 杯 口径一 1 2 .8 胎土ー禽石 英 国 黒色粒 体部は直線的 L延び、 口縁備部は丸い。 回転ナテ調整。 底部は糸切 り 。 体部外面
土器 底径一7.0 焼成一良 器壁 が薄い。 体部外面に細かい段が生 に細かい調整痕。器商-3.6 色調ー内外面 にぷL 、黄信色 じる。

1 89 V 区 白磁 小皿 口径一 1 0 .0 胎土ー密 灰 白 色 体部は 聞 き 、 口縁部でわずかに内湾す 体部下位及び底部は露胎。 1 5Cj'jij半
底径一2.6 焼成一良 る。 口縁端部は丸い。 切 り 高台である。器商-2.0 色調ー灰白色

1 90 V 区 宵磁 碗 口径一 1 5.8 胎土ー密 灰白色 体部はやや内湾気昧に立ち上力、る。 口 外面に片切彫 り の細蓮弁文。 内外面ド毘 1 4C後半~
底径一不明 焼成一良 縁腕部は丸い。 入が入る。 1 5C中葉器高一不明 色調ー録商色

1 9 1  V 区 土製品 鍾 全長-4.0 胎土ー盆長石 ・ 黒色粒 過物中央愚大径部か ら両儲に向かいや ナデ調整。 片端か ら穿孔。
愚大径 1 . 2 焼成一良 や し ぼむ。 重国は4 日目。
孔径一0.4 色調一間褐色

1 92 V 区 土製品 鍾 全長-4.5 胎土ー盆長石 黒色粒 遺物中央選大径部か ら両端L向かいや ナテ調堕。 片儲か ら穿孔力、。 粗い調盤痕
愚大径一 1 .6 焼成一民 や し ぼむ。 重国は9.39， が残る。
孔径一0.3 色調一期褐色

1 93 V 区 土製品 錘 全長一5.4 胎土ー含黒色粒 ， 砂粒 遺物中央選大径部から両端に向かいや ナデ調整。 片儲か ら 穿孔。
最大径一 1 .3 焼成一良 や し ぼむ。 重血は8.49，
孔径一0.45 色調ー暗褐色

1 94 V 区 土製品 錘 全長一5.3 胎土ー盆砂粒 温物申央愚大径部から両舗に向かい細 ナデ調整。 片儲か ら 穿孔。
霞大径一 1 . 5 焼成一良 く し ぼむ。 重田は 1 1 .09。
孔径一0 .35 色調ー陪茶褐色

1 95 V 区 土製品 錘 全長一5.6 胎土ー盆黒色粒 砂粒 遺物中央愚大径部か ら両鍋L向かL 、や ナデ銅盤。 片儲から 穿孔。
愚大径一 1 . 5 焼成 良 や し ぼむ。 重血は 1 0 .59。
孔径一0.4 色調ー暗褐色

1 96 V 区 土製品 鍾 全長一5.0 胎土ー含黒色粒 迎物中央愚大径部か ら両錦L向かい細 ナデ調盤。 片儲か ら 穿孔。
露大径一2. 1 焼成一良 く し ぼむ。 太い。 墨田は 1 6.09，
孔径一0 .5 色調ー閉褐色 {一部黒褐色)

1 97 V 区 土製品 鍾 全長一5.2 胎土ー盆長石 ・ 黒色粒 ー 砂粒 迎物中央軍大径部か ら両揃L向かい細 ナテ調整。 片儲か ら 穿孔。
愚大径一2 . 2 焼成一良 く し ぼむ。 太い。 虚血は 1 7 .69，
孔径一0 .5 色調ー閉褐色 (一部煤付厨)

1 98 V 区 土製晶 鍾 全長-4.0 胎土一吉黒色粒 砂粒 迎物申央盟大径部か ら両端L向かい細 ナテ銅盤。 片端から穿孔。
患大径一2.3 焼成一良 く し ぼむ。 太い。 盛田は 1 6. 5g，
孔径一0.75 色調一朗褐色

1 99 V 区 土製品 鍾 全長-4.2 胎土ー含黒色粒 遺物中央屋大径部から両鍋L向かい細 ナテ調盤。 片蝋か ら 穿fL。
患大径一 2.0 焼成一良 く し ぼむ。 太い。 盟国は 1 4.3g，
孔径一0.55 色調一明掲色(一部煤付題)

200 V 区 土製品 鍾 全長-4.8 胎土ー含長石 黒色粒 遺物中央忌大径部から両端L向かい細 ナデ調盤。 片揃か ら穿孔。
鼠大径一2.2 焼成一良 く し ぼむ。 太い。 歪みがある。 重血は
孔径一0.6 色調ー悶褐色 (一部嫁付溜) 1 9 .7g。

20 1 以 区 瓦質 防り劃 口径一24.0 胎土ー含長石 砂粒 7 本単位のす リ 目 が入る。 口縁錦部は ナテ調竪。
土器 底径一不明 焼成一良 平ら。器高ー不問 色調ー内外面掲灰色

臼υE1u

 



第3節 中世の遺構と遺物

第 2 1 表 中世遺物観察表 (6)
No 地点 種別 器種 法血( c m)

202 以 区 瓦土賀極 火鉢 口径一不悶
底
器

径
高

一
一

不
不

明
明

203 以 区 瓦箆 すり鉢 口径一34.0
土鶴 底

器
径
高

ー
一

不
不

明
明

204 以 区 須恵鶴 すり鉢 口径一不問
底
器

径
商

一
ー

1 2.8 
不問

205 以 区 須恵器 すり鉢 口
底
器

径
径
商

一
一
ー

不
不
1 3

悶

問
3 

206 政 区 須恵鑓 すり鉢 口径一不問
底
器高

径一
一

不
不

明
問

207 以 区 宵磁 碗
底
口

径
径

一
一不

4.
問
6 

器高一不明
208 阪 区 天寮碗

目 椀
底
口

径
径一

一
不
不

問
明

器商ー不問
209 

3 1
X号区菖 宵磁 碗

底口
器

径
径
高

一不問
-5.4 
一不問

胎土 ・ 焼成 ・ 色調

胎土ー倉石英 ・ 鳳色粒 ・ 砂粒
鱗
色

成
調

一
ー

良
内外面に15\い質績色

胎土ー含長石 ・砂粒
焼
に

成
，5\

一
い

良
賃値色 ・ 内

色
面

飼閉ー
質外褐面

色
胎焼土成

ー禽石英 ・ 長石 ・ 砂粒
色筒

一
ー

良
内外面灰色

胎土ー倉良
内

石
外

英
面

・ 長石 ・ 砂粒
焼成一
色飼ー 灰色
胎土ー倉畏石
焼
色

成
調

一
一

良
外面浅貸色 ・ 内面灰賞色

胎焼土成
ー
一密

良
・ 灰白色

色調ー灰オ リ ーブ色
胎焼土成

ー
一

密
良

・ 灰白色
色闘ー オ リ ー ブ灰色
胎焼
色

成
悶
土ー

一良倉
砂粒 ・ 灰白色

ー鳳色

形態の特徴
日銀蔀が外側に肥厚 し、 その下にー条
の凸帯を巡 らす.

5本単位のす り 自 が入る. 口緑樹留は
平らで、 外側につま み出す.

底部は平底o 5 本単位のす り 目 が入る.

底部は平底0 1 2本単位のす り 自 が入
る.

底郵は平底0 5本単位のす り 目 が入る.

底都 ・ 高
随

台
す

は肥厚. 高台鍋部外面に面
取 り を す.

休る
部
. 高

は
台
ゆる

内
や
面

かに閲ま き ながら立ち上が
はあ り 削 り 出 古 ない.

体
は

留
垂

は
直

内
に

湾 し ながら立
台

ち
鍋

上
節外

が
面
る.

に荷台
のびる. 高 面取

り .

- 60 ー

按法の特徴 備考

目肉
録
外混面ナと

凸
デ稽調

の
監

間.
に梅花文のス タ ンプを配す.

ナデ銅盤。

ナデ調整.

ナデ踊盤. 体濁内面ハケ. 体部外面縦方向ハケ.

ナデ調盛.

高台内面は円状に紬を剥 ぐ. 見込み部中央に
f 日 高J 0 高台外面にへラ刻 目文 を巡 らす. 高台

内面に砂付着.
錨輸は二回. 鉄軸の後、 黒触をかける. 体協外面
下位以下冨胎.

外面にラマ式連弁文、 内面に草花文を配す. 高台
内は窟胎. 高台内面に砂付着.



第2章 遺構と造物

第22表 中 国 産染付一覧表
Na 地点 調別 器祖 法毘 ( c m )

2 1 0  IV区 染付 小皿 口径一 1 3.0
底径一不明
器高ー不明

2 1 1 N 区 染 付 小皿 口径一不問
底径一6.5
器高ー不明

2 1 2  N 区 染付 碗 口径一不明
底径一5.2
器高ー不問

2 1 3  表採 染付 碗 口径一不明
底径一5. 1
器高一不明

2 1 4  V 区 染付 小皿 口径一不明
底径一2 . 5
器高一不悶

2 1 5  W 区 染付 小皿 口径一不問
底径一5.0
鑓高一不悶

2 1 6  N 区 染付 小皿 口径一不問
5006 底径-6.5

器高一不明
2 1 7  W 区 染付 小皿 口径一不問

5006 底径一4.9
器高一不問

2 1 8  VlI区 染付 小皿 口径一 1 0.8
底径一4.4
器高-2.5

2 1 9  W 区 染付 小皿 口径一不問
底径一4.0
醤高一不明

220 W区 染付 小皿 口径一 1 3 .0
底径一6目。
器高-2.8

胎土 ・ 焼成 ・ 色調
胎土ー密 ・ 灰白色
焼成一良
色調一間録灰色 {呉須ー藍色}
胎土ー密 灰白色
焼成一良
色踊ー悶銀灰色 {呉須ー藍色)
胎土ー密 ・ 灰白色
焼成一良
色調ー灰白 色 {呉須ー紺色)
胎土ー密 ・ 灰白 色
焼成一良
色飼ー灰白色 {呉須ー繍色)
胎土ー密 ・ 灰 白 色
焼成一良
色鶴一灰白色 {呉須ー溜藍色)
胎土ー密 ・ 朗 オ リ ー ブ色
焼成一良 色飼ー
周縁灰色 (呉須一回灰色)
胎土ー密 ・ 灰 白 色
焼成一良
色調ー灰白色 {呉須一週藍色)
胎土ー密 ・ 灰 白 色
焼成ー良
色調ー灰白色 {呉須ー藍色}
胎土ー密 ・ 浅質色
焼成ー良 色間一
オ リ ー プ賃色 {呉須ー紺色)
胎土ー密 ・ 浅黄色
焼成一良
色調ー灰白 色 (呉須ー紺色)
胎土ー密 ・ 灰 白 色
焼成一良
色飼ー浅黄色 {呉須ー紺色)

形態の特徴
体部はゆるやかに内

備
湾
部

し 、 口縁却は鋭
く 外反する. 口線 は丸い.

体都はゆるやかに内湾 し 閲 宮 、
隊
口縁

に の
部

で外反する. 高合はやや内湾気
ぴ、 高台鏑節は平 らで、 砂が付題。
体部はゆるやかに 内湾 し聞 く . 鰻頭心
の底部を持つ. 高台

蛸
は

節
短

外
〈

面
、 や

面や取
内湾

気疎にのびる. 高台 り .
体部はゆるやかに内湾 し 開 く . 錨頭心
の底部を持つ. 高台は短 く 、 やや内湾
気疎にのびる. 高台錦部外箇面取 り .
高台はやや内渇 し て 郊 く のびる. 底部
は苅〈 平たい.

体郡は肉湾気疎に立ち上がる. 高台は
やや岡 宮 、 内面中央はやや恩みを楢す.
高台鋪部は尖 り 、 外面は面取 り .
体問は開 く . 高台は直立 し、 高台錦部
は短 〈 尖る。

体部は聞 く 。 底部は唇笥底. 底簡は湾
い.

体部はゆるやかに聞 く . 口縁鏑部は丸
い. 底郡は語笥底.

体部は閲 < . 底甑唇笥底. 底部中央は
やや国い。

体節はゆるやかに内淘 しつつ口縁節に
至る。 口縁鍋部は丸い. 底部は審笥底.

銀法の特徴
全面施

留
紬
外

. 外面に は呉須絵 {唐草か)
縁
を連

部続内 させ、
口縁 薗に二条の染付線を描 く . 口 面にこ
条の染付線、 体邸内面に侮文を描 く .
全面飽軸.

部
高
下位

台錦
に二

部
条
は糊

、 高
を

台
剥 ぐ. 外面に は呉

付
須絵

緯
を錨 宮 、 体 外

中
面

唐
に 一

草
条
文

の
を 錨

染 を
摘 く . 底部内面に=条の円の に く .
高台鍋部密胎. 体部下

国電
位に一条、 高台外

央
面 に『二

富貴
条

佳
の

染付線. 底部内面に 文. 高台内申 に
器J を配す.
高台鍋鶴掴胎. 体部下位に一条、 高台

央
外
部

面にこ条の
染付録。 底郡内面に 聞竜文. 高台申 に f寿j 字
方、
全面飽軸。 底部内面に草花文を描 く . 高台外面に複
合鋸歯文を描 く .

高台鏑却は紬を 剥 ぐ.
台
郡

外
外
内

面
面
側

に唐草状文
付
を連線続. 底させ部

、
内体部下位に二条、 高 に二条の染

面に草紙文。 高台舗 に 砂付題.
高台備

肉
部外面は紬を剥

付
が巡線

ぐ.
の
っ

体
て
申

節
に
い

草
外
る

面花
.

文
に草

を 描
花文 を 描

高台
宮 、

底部 面に はこ条換 宮 、
外面に二条の染付線
底部錨部は露胎. 体罰下位に一節柚 溜 り と 砂

縁
付
部

酒.
体部外面に文僚 と 下位に二条の染付録、花文

口 内面
に一条、 体部内面に二条の染付録 と 草 . 
体部紬を掛け流 し . 体節下位忍び底部内

染付
外

縁
面は露

体部
胎.

体留外面に草文 と その上下に各 々 一条
内面にー条の染付線. 内外面に貫入.
全面施軸. 体部柚を繕け流 し . 体部外面

付録
に草文と

草
下

位に一条染付録、 底部内面に 一条の染 と 簿 〈
文を描 く . 内外面に貫入が入 る .
底割外面は露胎. 体

底
部
部

上
内

位
面

に 一
呉

条
須

染
絵

付
を

線
繍

、
く

体部内面
に=条の染付線 と に . 

備考

震1 6徳c前鎮半

震徳鎮
1 6c前半

最徳鎮
1 6c後半

鼠1 6徳c後鎮半

録徳釦
1 6cl'<: 

福建省
海1 6州c代罵

鼠1 6徳c代鎮

震1 6徳c観1'<: 

福
海1 6

建州cl'
省罵t 

福
21
阜
6
建州c代

省蕪

福建省
海1 6州c粛1'<: 

第23表 銅銭一覧表
Na 地点 稲別 盟大径 ( c m ) 孔径 ( c m ) 厚吉 ( c m ) 盟国 ( 9 ) 備 考

2 2 1  別 区500 1 舗銭 2 . 6  1 . 1  1 . 1  2 . 5  『五鉢J . 初鋳造年は8C 1 1 8年 (漢) である. 図面包臓 な し .
2 2 2  VlI区 銅銭 2.4 0 . 7  1 .2 1 . 2 『岡元過買J . 初舗道年は62 1 年 (1l!I) である. 底面記蛾な し.
223 W 区 銅銭 2 . 3  0 . 7  1 . 1  磁領 『閲元通貨J . 初鋳造年は6 2 1 年 {底} である. 裏面記蛾な し.
224 N 区5006 銅銭 2 . 3  0 . 7  1 .0 1 .9 『太平通貨J . 初錫造年は976年 (宋) である. liI薗記蹴な し.
225 W 区 銅銭 2.4 0 . 7  1 .0 2 .6  I禅符通費J . 初鋳造年 は 1 009年 (宋) である. 底面包臓な し.
226 V 区 Pit29 銅銭 2.4 0 . 7  1 .0 2 . 7  『祥符通費J . 初錆造年は 1 009年 (宋) である。 底面毘臓な し.
227 V 区Pit 1 4 銅銭 2 . 5  0 . 7  1 . 2 2 .7  I天福通費J . 初鋳造年は 1 0 1 7年 (宋) で あ る . 裏面包鵬な し，
228 明 区500 1 飼銭 2 . 5  0 . 8  0 . 9  磁損 f天霊元買J . 初錆造年 は 1 023年 (宋} である. 図面記鵬 な し .
229 V 区 銅銭 2 . 4  0 .7  0 .9 2.4 『天翌元賀J . 初鋳造年は 1 023年 (宋) である. 裏面毘砲な し .
230 V 区 銅銭 2.5  0 .8  1 . 2 破損 r�量祐z賀J . 初鋳造年は 1 034年 (宋) である. 図面記施な し .
2 3 1  V 区 銅 銭 2 . 5  0 . 7  1 .0 2 .7  I調理寧過買J . 初鋳造年は 1 068年 {宋) である. 裏面記鵬な し。
232 N区5006 銅銭 2.8 0 .8 1 .5 4.3 f元豊通貨J (折二銭) . 初鋳造年は 1 078年 {宋) である。 底面記髄な し.
233 Vli区500 1 銅銭 2.4 0 . 7  1 .0 2 . 2  f元祐週盟J . 初鋳造年 は 1 086年 {宋) で あ る . 民薗包聴 な し .
234 N 区5006 飼銭 2 . 7  0 . 7  1 .3 5 .6 rñ:格通費J (折二銭) . 初毎造年 は 1 086年 {宋) である. 裏面記飽 な し .
235 V 区Pit33 銅銭 2 . 3  0.8 1 . 2 磁損 「紹型z買J . 初鋳造年 は 1 094年 (宋) で あ る . 底面ua鵬 な し .
236 V 区 銅銭 2.4 0 .7  1 .2 2 .4 I紹聾z質J . 初鋳造年は 1 094年 (宋} である. 裏面記協な し。
237 N区 銅銭 3 . 4  1 .0 1 .4 磁損 I崇寧通貨J (当十銭) . 初鋳造年は 1 1 03年 (宋) である. 裏面記飽な し.
238 X 区 銅銭 2 . 3  0 . 7  1 .0 1 .8 f洪武通貨J . 初鋳造年は 1 368隼 {朗) で あ る . 浪商記鵬な し .
239 明 区SX03 銅銭 2 . 5  0 . 6  1 .5 2 . 7  ril<楽通費J . 鋳造年代は 1 408年 {悶) である. 裏面記磁な し.
240 国l区 銅銭 2.6  0 .8  1 . 2 3 .5  解続不能. r文久永貿j か. liI面記鵬な し .
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ti'i4節 近|止の遺構と 泣物

第 4節 近世の遺構と遺物

1 遺構
丘陵西側高台か ら の 急 斜 面 を 西側 に 下 り た 平坦部 ( X 区) に お い て 近 世墓 群 が検 出 さ れた 。 正陵主1MI上 の

西 端 に 位置 し て い る 。 北側 は シ ラ ス の崩 落 に よ り 絶壁 を 為 し 、 そ の下 を 町道 (1日 県道) が東西 に 延び る 。 西

側 も ま た 尾根づた い に 急 傾斜 を 為 し 、 東側 は V 区か ら の急傾斜で絶壁 を 為す。 調 査 区 は 西側が比較的下が る

も の の ほ ぼ平坦面 を 形成 し て い た が、 調査区西南隅 に l 段 低 い 区 画 が あ っ た 。

調査前 は雑木が生い茂 り 、 東側か ら の シ ラ ス の崩 落 土 に よ り ほ と ん ど の墓 は埋没 し て お り 、 4 号、 6 号、

7 号の 墓石 の みが一部突 き 出 た よ う な 状 況で あ っ た 。 調査は そ れ ら 雑 木 を 伐採 除 去 し 、 表 土及 び シ ラ ス の 崩

落 土 を 掘 削 す る こ と か ら 始 ま り 、 遺 構 の 検 出 を 行 っ た 。 検 出 さ れた 墓 績 は計 2 4 基で あ る 。 墓 績 は そ の密集

度か ら 北東側 に 1 3 基、 南 西側 に 1 1 基 と 2 分割で き 、 調査区西南隅 の段下が り 部 に 3 基の 墓 糠 (2 9 号、

3 0 号、 3 1 号) が所在 し た 。 墓 臓 の 平 面形状は 円 形 を 呈 し 、 そ の ほ と ん ど が 断面逆台形の平底で あ っ た 。

ま た 、 墓標 の 撹乱が著 し く 、 墓標 の 残存状況は比較的惑 い。 そ の う ち 墓標 の 残存状況が比較 的良 い の は 3 、

4 、 6 、 2 1 、 2 2 号墓 の 5 基 で 、 こ れ ら に は 紀年銘 の あ る 墓石 が伴 う 。 そ の 他、 墓標で あ る 囲 石 が見 ら れ

る 墓織 は 1 0 基、 残 り の 墓域 に 関 し て は 、 墓 棋 は す で に 消 失 し て い た 。

以 下 に 、 こ れ ら の検 出 さ れた 墓 に つ い て 詳述す る 。
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第2章 遺構と造物

( 1 )  1 号墓 (第 4 8 図上)

南西側の墓群の西側 に 位置す る 。 墓標の平面形状 は比較的不明瞭で長軸 1 23 .0cm、 短軸 1 1 2 .0cmの方形 区画

に 円礁が寄せ集め た よ う な状況で置かれて いた。 そ の 中 に は 石 臼 の破片 も 混 じ る 。 墓標の主軸 (A-A ' ) は

N - 7T - Wで あ る 。

墓績の形状 は径 1 33 .0cm、 深 1 23 . 0cmの 断面逆台形の平底で、 底径 は 73.0cmを 測 る 。 埋土 は2 .0�5 .0cm大

の 円礁が上層 に 混 じ る 暗黄褐色土で あ っ た 。 木棺痕跡 は認め ら れな か っ た が、 鉄釘 l 本 が墓横 内 か ら 検 出 さ

れた 。

遺物 は 底付近か ら 土師質土器 (24 1 ) 、 白 磁小杯 (242) 、 陶器碗 (243) 、 「寛永通宝J 1 点が検 出 さ れた 。

ま た、 人骨 は 頭蓋骨、 歯、 四肢骨等残存状況 は比較的良い状況で検 出 さ れた 。

( 2 )  3 号墓 (第 4 8 図下) (第 5 0 園左)

北東側 の墓群の北端 に 位置す る 。 墓標 は比較的良好な状況で残存 し て お り 、 平面形状 は長軸93 . 0cm、 短軸

82 .0cmの方形区画 を 円磯 8 個 で 囲 み、 さ ら に そ の 内 側 に 円礁で小 区画 を 設 け、 中央 に 墓 石 を 立て る 。 た だ し 、

検 出 時 に は 墓 石 は仰 向 け に 倒れて い た 。 墓標の主軸 (A-A' ) は N - 63 0 - Wで あ る 。 墓石 は 全長7 1 . 8cm、 最

大幅 1 3 .0cm、 厚 さ 2 .4cm と 細身で、 「貞亨元年 ( 1 684) 十二月 十七 日 J の 年号 と 「月 清禅定尼J の 戒名 が刻

ま れて お り 、 石材 に 安 山 岩 を使用 し て い た 。

墓墳の形状 は 径 1 47 .0cm、 深 1 05 .0cmの 断面逆台形の平底で、 底径 は 1 23 . 0cm を 測 る 。 埋土 は 大 き く 分 け て

2 層 に 分層 で き る 。 上層 は黄褐色 シ ラ ス土で2 . 0 � 5 . 0cm大 の 円 礁 を上部 に 含む。 下層 は 暗褐色の 少 し し ま り

の あ る 土で あ っ た 。 木棺痕跡 は 確認で き な か っ た 。

遺物 は上層 か ら 土師質土器 (244) が検 出 さ れた。 人骨 は検 出 さ れな か っ た 。

( 3 )  4 号墓 (第 4 9 図上) (第 5 0 園右)

北東側 の墓群の 中 央 に 位置す る 。 墓標 は非常 に良好な状況で残存 し て い た 。 墓標の平面形状 は東西 1 24 . 0

cm、 南北93.0cmの 楕 円 形 区 画 を 円磯 8 個で 囲 み、 そ の 内 側 に 小石 を 充填 し 、 そ の 中央 に 凝灰岩製の菱形の台

座 を 配置す る 。 そ の 台 座 の 前 に は32 .0cm大の 円 磯が置かれて い た が、 献花台 と 思われる 。 墓標の主軸 (A

A' ) は N - 700 - wで あ る 。 墓石は全長88. 0cm、 最大幅28 . 0cm、 厚 さ 6 . 5cm と 比較 的大 き く 、 f貞亨三丙寅

年 ( 1 6 8 6 ) 十二月 二十二 日 J の年号 と 「峯 山 妙雪信女J の戒名 が刻 ま れて い た 。 戒名 の上部 に 日 輪、 下

部 に 蓮弁 を 配す。

墓墳の形状 は径 1 40 . 0cm、 深 1 68 . 0叩の 断面逆台形 を呈 し、 底径 は89 . 0cmを 測 る 。 埋土は大別 し て 2 層 に

分層 で き る 。 上層 は黄褐色 の シ ラ ス土で、 下層 は暗褐色土で西側 に側壁 ( シ ラ ス) の崩落土が含 ま れる 。 木

棺痕跡 は確認で き な か っ た。

遺物 は底近 く か ら 土師質土器 (245) と 残念 な が ら 廃土 中 で あ っ た た め 出 土地点は確認で き な か っ た が、 埋

土 中 か ら 景徳鎮産の 染付小杯 (246) が検 出 さ れた 。 人骨 は残 り が悪 く 、 頭蓋骨の 1 部の み の検 出 で あ っ た 。

( 4 )  5 号墓 {第 4 9 図下)

南西側の墓群 の 中 央 に 位置す る 。 墓標 はかな り 撹乱 を 受 け て お り 、 区画 に 使用 し た と 思われる 円 礁が散在

し た状況で あ っ た。 台座 に 使用 し た と 思われる 方形 に整形 さ れた凝灰岩 (東西46 .0 c m 、 南北32 .0 c m ) が

破損 し た状況で残 さ れて い た 。 墓標 の主軸 は不明で あ る 。

墓績の形状 は径 1 29 . 0cm、 深88.0cmの 断面逆台形 を呈 し、 底径 は9 1 . 0cmを 測 る 。 埋土 は 2 層 に 分 層 で き 、

上層 の黄褐色土 と 下層 の 暗褐色土 に 分かれる 。 上層 に は 14 .0cm大の 同 様 と 小石が混 じ る 。 木棺痕跡 は 見 当 た

ら な か っ た 。 ま た 、 底近 く か ら も 小石が検 出 さ れた が上か ら の落 ち 込みで あ ろ う 。

遺物は底近 く か ら 土師質土器 (247 ・ 248 ・ 249 ・ 250) 、 白 磁小杯 l 点 (25 1 ) が底近 く か ら 検 出 さ れた 。

ま た 人骨 は 、 頭蓋骨、 四 肢骨等比較的良好な状態で検 出 さ れた 。
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第4節 近世の遺構と遺物

3号墓石

W勿�� 0 

第50図 3、 4号墓石実測 図

( 5 )  6 号、 7 号、 8 号墓 (第 5 1 園) (第 5 2 園) (第 5 3 園)

4号菖石

50cm 

南西側の 墓群の北西端近 く に位置す る 。 墓標の残存状況 は非常 に 良好で、 6 号、 7 号 は 立 っ た ま ま の状況

で検 出 さ れ、 8 号 は う つ伏せ に倒れた状況で検 出 さ れた。 平面形状 は長軸3 1 5 . 0仰、 短軸 1 26 . 0叩 と 東西 に 長

い大区画 ( 円 礁 を 使用) を 設 け 、 そ の う ち に 土砂の浮 き 沈みで原位置か ら 少 し動 いて い る と 思われる が、 3

基がほ ぼ並列 し て 設置 さ れて い た 。 墓標の主軸 (C - C ' ) は N - 580 - Wで あ る 。

6 号墓石は全長72 . 0叩、 最大幅32 . 0畑、 厚 き 4 . 0叩で、 正面が内側 に 湾 曲 し た長方形 を 呈 し 、 厚味があ る 。

「万治三庚子 白 ( 1 6 6 0 ) 十月 十二 日 小雲宗春禅定門 明暦二丙 申 白 ( 1 6 5 6 ) 十二月 八 日 花覚妙椿

禅定尼 次松O右衛 門祖父母」 と 2 氏の戒名 が並列 し て 刻 ま れて い た 。 石材 は 安 山 岩 を 使用 し て い る 。 台座

は安山岩系の石材 を 使用 し た 7 8 . 0 叩 x 3 8 . 0 叩 x 2 4 . 0叩大の直方体の台座で、 撃痕跡 も 比較的 し っ か り 残 っ

て い た 。 差込部分 に は小石 を 充填 し て い た 。 7 号墓石は、 全長76 . 5叩、 最大幅35 . 0叩、 厚 さ 4 . 0叩 と 尖 り 気

味の頂部 を 持つ肩平の板状の石材 を 使用 し た形状で、 f笑未十二月 三 日 玉宙明唆禅定尼 次松氏女婦J と

刻む。 年号部位は も と も と 無 い も の と 思われる 。 石材は安 山岩を使用 し て い る 。 台座は擬灰岩製の25.0叩 ×

33.0叩 x 1 9 . 0叩の 直方体で差込部分は 断面逆三角形で そ の底部 に 穴が聞 き 、 小石 を 充填 し て い た 。 撃痕跡 は

風化の た め不 明 瞭で あ っ た 。 8 号墓石 は、 全長80 . 5叩、 最大幅 1 6 . 0畑、 厚 さ 6 . 5叩 と 、 細長 く 平坦 な 形状で、

頂部付近が剥離 し て 年号部位が一部欠落 し て い た 。 r次松侍助尉 O岩知雪禅定門 00八壬 申 白 十一月 十

三 日 」 と 浅 く 刻 む 。 石材 は 安 山 岩 を 使用 し て い る 。 台座は26 . 0叩 x 37 . 0佃 x 2 1 . 0叩の直方体 を 為す。 こ れ

も 凝灰岩製で風化 し て お り 、 撃痕跡が不明瞭で あ っ た 。

墓績は 3 基の墓標が確認 さ れて い る に も かかわ ら ず、 1 基のみの検出 と な っ た 。 便宜上、 6 号墓墳 と す る 。

墓墳の形状 は 径 1 2 6 . 0佃、 深 1 05 . 0佃の 断面逆台形 を 呈 し 、 底径 は93 . 0咽を 測 る 。 理土 は 3 層 に分層で き 、

上層 は 赤褐色土 中 に 2 . 0 � 5 . 0明大の 円礁を含む。 そ の下層 に黄褐色の シ ラ ス土が入 札 最下層 に 若干 し ま り

の あ る 暗褐色土 に な る 。 木棺痕跡 は 見 当 た ら な か っ た 。

遺物 は 暗褐色土中 に 、 土師質土器 (252) 、 青銅製の キ セ ル (図版29 . 3) が 1 点検 出 さ れた 。 人骨 も 比較

的良好な状況で残 っ て お り 、 頭蓋骨、 歯、 四肢骨等が検 出 さ れた 。
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( 6 )  1 1 号台 座 (第 5 4 図左)

南西側墓群の段落 ち 部 分 に 位置す る 。 本来の場所か ら は大 き く 動 き 破砕 し た 状況で検 出 さ れた 。 段落 ち 部

で検 出 さ れた 墓墳の いずれか に 伴 う も の と 思われる 。

台座の形状 は 破砕 し て い る た め不 明 で あ る が、 厚 さ は 14 . 0cmを 測 る 。 径4. 0cm、 深3 目 Ocmの 花受が一つ穿た

れて い た 。 石材 は 凝灰岩で あ る 。

( 7 )  1 6 号台 座 (第 5 4 図右)

南西側墓群の段落 ち 部 に 位置す る 。 1 1 号台座 と 同 様 に 、 段落 ち部で検 出 さ れた 墓墳 の いずれか に 伴 う も

の と 思われる 。

2 個体 に 分断 さ れて い た が、 縦5 1 . 0cm、 横5 1 . 0cm、 高 さ 1 2 . 0cm程の大 き さ を 有 し 、 径4 . 0cmの 花受 を 差込

部前方 に 2 つ穿つ も の と 思われる 。 石材は凝灰岩で あ る 。

( 8 )  1 3 号墓 (第 5 5 図上)

南西側の墓群の 東側 に 位置す る 。 墓標 は樹根に よ り 南東方 向 に 押 さ れて い る も の の 比較的良好な 状況で残

っ て い た 。 平面形状 は、 円 礁 を 四 周 に 配置 し 、 小石を 中 に 充填す る 。 残存部 は 長軸63. 0cm、 短軸84. 0cm を 測

る 。 区 画 に 使用 さ れた 礁の 中 に は砂岩質の石が 1 石だ け 加 わ る 。 墓標の主軸 (A-A ' ) は N - 68 0 - wで あ

る 。 ま た 、 墓標の脇 に 、 台座 と 思われる 凝灰岩片が確認 さ れた 。

墓墳の形状 は径 1 1 1 . 0cm、 深87 . 0cmの 円 筒形 を 呈す。 他の墓壊 に 比べ、 垂 直 に 掘 り 込む。 埋土は黄褐色シ

ラ ス土の一括埋土 で あ っ た 。

遺物は底か ら 20 . 0cm上 に青銅製のつ ま み付 き 蓋 ( 図版29 . 2 ) の み検 出 さ れた 。

( 9 )  1 7 号墓 (第 5 5 図下)

- 69 



第4節 近世の遺構と造物

G.N G .N  
∞ | ∞ | 

主話番診s f
� 

A OD A f s 
∞ | 

」
∞ | A L= 1 37 . 700m ∞ | 

c"l 

A' j l 
A L= 1 37 .800m 

A

' 国

W �IW 1 1 号台座 段万 � 1 6号台座

O 1 m  

第54図 1 1 、 1 6号台座実測図

南西側墓群の北西端 に位置す る 。 墓標の形状 は 円礁 を配 し た 大 区 画 の 中 に 東西72.0叩、 南北7 1 .0叩の方形

を 意識 し た小 区画があ り 、 そ の 中 を4 .0- 1 1 . 0αn大の 円礁で充填 し て い た 。 大区画 は東側の 1 部 し か残 っ て

い な か っ た 。 墓標の主軸 (任意) は N - 65・ - wであ る 。

墓墳の形状 は 径 1 30 .0畑、 深 1 03 . 0叩の 断面逆台形 を呈 し、 底径 は 75 . 0cmを 測 る 。 北西側 は 2 段 に 掘 り 込

ま れて い る 。 埋土 は上層 に は 1 3 . 0叩大 の 円礁を含む赤褐色土が被 さ っ た形で、 径8 1 . 0畑、 深70 . 0叩の 円 筒

形 に 入 り 込んだ暗褐色土が 中 央 に 位置 し 、 そ の周 り を 灰 白 色 の シ ラ ス 土が覆 っ て い る 。 鉄釘 1 2 点が検 出 さ

れ、 さ ら に 青銅製の留 め具が木片 に 打 ち 込 ま れた状況で検 出 さ れた 。

遺物 は 、 底近 く よ り 土師質土器 (253) が 1 点検 出 さ れた 。 人骨 は、 頭蓋骨、 四肢骨の 1 部が検 出 さ れた 。

( 1 0) 1 9 号墓 (第 5 6 図上)

南西側の墓群の う ち 東端 に あ り 、 他の墓か ら 少 し離れた 箇所に位置す る 。 墓療の配石 は散在 し、 充填 さ れ

た小石のみ 1 部残存 し て い た 。 周 辺 に 散在 し た 円礁は大 き く 最大で62 .0叩大の も のか ら 小 さ く て も 20 .0叩大

の大 き さ で あ っ た 。 台座 と 思 われ る 凝灰岩製の加工石 も 散在 し て い た 。 墓標の主軸 は不明。

墓墳の形状 は径234 .0叩、 深 1 67 . 0叩の 断面逆台形 を呈 し、 底径 1 90 . 0叩 と 墓域中最大の規模で あ る 。 埋土

は 木棺痕跡 は認め ら れな い も の の径89 .0畑、 深99.0叩の 円 筒形状 に 暗褐色土の堆積が見 ら れる 。 円 筒形土層

の両脇 は軽石が多 く 混 じ る 黄褐 色 シ ラ ス土で あ っ た。 そ の下部 に は側壁の崩落土 と 思わ れる 灰 白 色の シ ラ ス

土が堆積 し て い た 。 そ の上部 を 黄褐色の シ ラ ス土が覆 う 。 そ の上部 に は多数の小石が混 じ る 。 鉄釘 4 点が検

出 さ れた 。

遺物 は土師質土器 (254 ・ 25 5 ・ 2 56 ・ 257 ・ 2 58 ・ 259 ・ 260 ・ 26 1 ) 、 陶器碗 (262) 、 万子 (柄の部分が青銅

製) (図版29. 1 ) が底近 く か ら 検 出 さ れた 。 遺物の検 出 量 も 他の墓糠 に 比べ、 最 も 多 い 。 人骨の残存状況 は あ

ま り 良 く な く 、 頭蓋骨、 四 肢骨の一部が検 出 さ れた。

( 1 1 )  2 6 号墓 (第 5 6 岡下)

北東側の墓群 の 中 央 に 位置す る 。 墓標はすで に 消 失 し て い た 。 ま た 、 調査の段階で上部南半分 を消失。

墓墳の形状 は径 1 1 9 . 0叩、 深 1 38 . 0cmの 断面逆台形 を呈 し、 底は少 し丸底気味で、 底径 は6 1 .0叩を 測 る 。

埋土 は上部57 .0叩程が暗褐色土で、 下端 に 灰 白 色 シ ラ ス土がプロ ッ ク 状 に 入 る 。 そ の下 に 径80.0叩の 円 筒形

状 に 暗褐色土の堆積がみ ら れ、 そ の脇 は黄褐色 シ ラ ス土が覆 い、 そ の下端 に 灰 白 色 シ ラ ス土が入 る 。 埋土 中

か ら 鉄釘 6 本が検 出 さ れた 。

遺物 は 、 底近 く か ら 土師質土器 (272) のみで あ っ た 。 人骨の残存状況は悪 く 頭査骨、 四 肢骨等が少 々 検

出 さ れた。
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2 1 号墓

( 1 2 )  2 1 号墓 (第 5 7 図) (第 5 9 図上段左)

南西側 の墓群の最西端 に 位 置す る 。 墓 棋 の i惨状 は 2 9 . 0 � 3 6 . 0cm大 の 円 際 1 0 佃 を 使 用 し た 長llqll 1 38 . 0cm、

短llilll 1 80. 0cm強 の 精 円 形 の 大 区 画 を 設 け 、 そ の 内 側 に 東西73. 0cm、 南 北9 1 . 0cmの 方 形 を 意識 し た 小 区 画 を 設

け る 。 そ の 内 側 に は 小石 を 充填 し て い た 。 墓標の主制I (A - A ' ) は N - 630 - wで あ る 。 墓 石 は 大 区 画 の 南

に う つ伏せの状況で検 出 さ れた 。 墓 石 は 全長 I 04 . 0cm、 最大11席22 . 0cm、 j写 さ 1 6 . 0cm と 制長 く 厚 み の あ る 形状

で あ る 。 r天利| 凹 甲 子 ( 1 6 8 4 ) 正月 桃室常紅禅定門 延宝元辛酋 ( 1 6 7 3 ) 三月 十六 日 春 日 紹紅

禅定尼 軍位j を 刻 み 、 そ の上 部 に 党字、 下部 に 蓮 華 を 配す。 左 側 面下位 ( ス ク リ ー ン ト ー ン部分) に も 彫

字が見 ら れる が不 明 |僚 で は っ き り し な い。 石 材 は 安 山 岩 を 使用 し て い る 。

墓J演 の 形状 は 径 1 43 . 0cm、 深 1 3 5 . 0cmの 断面逆台 形 を 呈 し 、 底径 1 1 7 .0cm を 測 る 。 tm土 は l惰褐色土で あ る 。

造物 は 大 区 画 に 土 師 小 皿 の 破片が散在 し て い た 他、 墓破内 か ら 土削i質土器 ( 2 6 3 ・ 2 64 ・ 26 5 . 2 6 6 ) 、 染付

小杯 (268 ・ 269 ・ 270) 、 陶器 [香炉J (267) が検出 さ れた 。 人骨の残存状 況 は 良好 で 、 頭荒骨、 歯、 四肢骨

等 が検 出 さ れた 。



第4節 近世の遺構と遺物

( 1 3) 2 0 号墓 (第 5 8 図上)

北東側の墓群の東側 に位置す る 。 墓標の形状 は長軸5 1 . 0cm、 短軸43 . 0cmの方形区画で 1 9 .0�29 .0cm大の

円 磯 4 個 を 四 周 に配置す る 。 墓石 は消失 し た か、 あ る い は元々 無か っ た も の と 思われる 。 墓標の主軸 (A-A' )

は N - 53 0 - wで あ る 。

墓墳の形状 は 径88. 0cm、 深 さ 1 03 . 0cmの 断面逆台形 を 呈 し 、 底径は65.0cmを 測 る 。 埋土は 2 層 に 分層 で き 、

上層 は2 . 0�5 .0cm大の 円礁が混 じ る 黄褐色 シ ラ ス土が レ ンズ状 に 入 り 、 下層 は若干 し ま り の あ る 暗褐色土で

あ っ た 。

遺物 は墓標配石 の 内 側 に 土師質土器 (294) のみの 出土で あ っ た 。 埋土 中 か ら の遺物の検 出 は見 ら れず、

ま た 人骨 も 検 出 さ れな か っ た 。

( 1 4) 2 2 号墓 (第 5 8 図下) (第 5 9 図上段右)

北東側の墓群の南東側 に位置す る 。 墓標の残存状況 は良 く 、 平面形状 は長軸99 .0cm、 短軸89 .0cmの楕円形

区画 に 27 . 0�33 . 0cm大の 円磯 9 個 を配 し、 そ の 内側 に 3 . 0�8 . 0cm大 の 円磁 を 充填す る 。 墓標正面 Iこ 45 . 0 X

2 1 . 0cm大の平石 を 置 く が、 献花台 と 思 われる 。 墓標の主軸 (A-A' ) は N - 6 1 0 - wで あ る 。 墓石 は西側 に

う つ伏せ に 倒れて お り 、 上か ら 20 . 0cm程折れて 検 出 さ れた 。 尖 っ た頂部 を 持つ長 さ 90 . 5cmの細長い形状であ

る 。 r宝永三戊O年 ( 1 7 0 6 ) 十二月 十八 日 函谷妙淵信女 芙J と 刻 む。 彫字 内 に 朱が塗 ら れて い た 。

石材 は 安 山 岩 を 使用 し て い る 。

墓績の形状 は径 1 47 . 0cm、 深 1 54 . 0cmの 断面逆台形 を 呈 し、 底径 は88 . 5cmを 測 る 。 埋土は上層 が黄褐色シ

ラ ス土で、 そ の下 に 径98.0cmの 円 筒形状 に 暗褐色土が入 り 、 脇 に若干 し ま り の あ る 暗褐色土 を 充填 し た状況

で あ っ た 。 ま た、 鉄釘 3 本が検 出 さ れた 。

遺物 は底近 く か ら 土師質土器 (27 1 ) 、 「寛永通宝J 3 点が検 出 さ れた 。 人骨の残存状況 は あ ま り 良 く な

く 、 頭蓋骨、 四肢骨の一部等が検 出 さ れた 。

( 1 5) 2 3 号墓石 (第 5 9 図下段左)

北東側墓群 の東側 に位置す る 。 墓標の配石 と し て 使用 さ れた と 思われる 円 磯 に 混 じ っ て 仰 向 け で 検 出 さ れ

た 。

墓石は、 全長49 . 5cm、 最大幅 1 6 . 0cm、 厚 さ 4 .0�7 . 5cmを 測 る 。 比較的小 さ な 墓石で 「水泡童子次松氏J

と 浅 く 刻む。 石材 は 安 山 岩 を 使用 し て い る 。

墓石直下で墓墳の検 出 を 行 っ た が、 検 出 で き な か っ た 。

( 1 6) 2 4 号墓石 (第 5 9 囲下段中)

北東側墓群の東側 に位置す る 。 こ れ も 2 3 号墓石があ っ た集石の南脇で 検 出 さ れ、 南西方向 に う つ伏せ に

倒れた状態で検 出 さ れた 。

墓石は、 全長86 . 0cm、 最大幅2 7 .0cm、 厚 さ 1 O . O �  1 5 . 0cm と 肥厚 し て お り 、 尖 り 気味の頂部 を持つ比較的

大 き な形状で あ る 。 r享保二丁酉年 ( 1 7 1 7 ) 五月 二十七 日 法雲浄空信女J と 刻み、 戒名 の上部 に 日

輪、 下部 に 蓮弁 を 配す。 石材 は 安 山 岩 を 使用 し て い る 。

墓石直下で墓墳の検 出 を 行 っ た が、 検 出 で き な か っ た 。 墓石基部が 3 7 号墓の ほ う に 向 く ので、 3 7 号墓

の墓石の可能性が考 え ら れる 。

( 1 7) 2 5 号墓石 (第 5 9 囲下段右)

北東側墓群 に位置す る 。 1 9 号墓南脇 に う つ伏せの状況で検 出 さ れた 。 上半分 は 消 失 し て い た 。

墓石は最大幅 1 2 . 0cm、 厚 さ 3 . 0cm と 比較的薄 い作 り で、 「正月 甘六 日 000繍童女J と シ ャ ー プに 刻 み、

そ の 中 に 朱塗 り が施 さ れて あ っ た 。 石材 は砂岩質 の石材を使用 し て い る 。

墓石直下で墓墳の検 出 を 行 っ た が、 検 出 で き なかっ た 。

- 74 一



?-;1 2 1;1: 立構 と j立物

G . N  

\ / ζ一 \\\ 
6 

，♂=芝、

A
' 

E 
g � 

�I ，n11TITlll l ll ∞ 
A

' A L= 1 38 . 600m 

\ ∞ | 
『\---� 

。\l\ I \ A
' 

G 「\((f が'A 

。
E 
CO αココ
αびちコ

A ' 江3

。亀戸浄
巨 1m 

O 
』

1

 

nH

 

i

 

l

 20号墓

22号墓

第58図 20、 2 2号墓実測 図

- 75 一



ャザJ号 事
巳 -話Lる
品付与
え瑚 2
叫言 ア

す

第 4節 近世の溜構と遺物

22号墓石セグ

� 
25号墓石

2 1 号墓石

23号墓石々.
50cm 

ト』
nu

 

24号墓石

2 1 、 22 、 23、 24、 25号墓石実測図

- 76 ー

第59図



第 2 )'ま 遺構 と 遺物

( 8) 2 7 号墓 (第 6 0 図上)

北東側の墓群 の 中 央 に 位置す る 。 墓標はすで に 消失 して い た 。 ま た 、 土層確認 ト レ ンチ に よ り 上部西側半

分が消 失 し て し ま っ た 。

墓績 の形状 は 径 1 26 . 0cm、 深70 . 0cmの断面逆台形を 呈 し 、 底径 は67 . 0cmを 測 る 。 埋土 は 2 層 に 分層 で き 、

上層 は黄褐色 シ ラ ス土、 下端 に 灰 白 色 シ ラ ス士がブロ ッ ク 状 に 入 る o 下層 は 若干 し ま り の あ る 暗褐色土 で あ

っ た 。

遺物は検 出 さ れな か っ た 。 骨 も 大腿骨 と 思われる 骨片 l 点 (獣骨) の み の検 出 で あ っ た 。

( 9) 2 8 号墓 (第 6 0 囲下)

南西側の墓群 の段下が り 部 に 位置す る 。 墓標の配石 に使用 し た と 思われる 円 礁が散在 し て お り 、 台 座 に 使

用 さ れた と 思われる 風化 し た 凝灰岩の残欠が墓糠上 に 散 っ て い た 。 墓標の主軸 は 不 明 で あ る 。

墓墳の形状 は 径 1 1 4 . 0cm、 深95 . 0cmの 断面逆台形 を 呈 し、 底径 は57 . 0cmを 測 る 。 埋土 は 黄褐色 シ ラ ス土の

一括埋土で あ っ た 。

遺物 は検 出 さ れず、 人骨は頭蓋骨、 四肢骨等が検 出 さ れた 。 比較的小振 り で あ っ た 。

(20) 2 9 号墓 (第 6 1 図上)

南西側の墓群の段下が り 部 に 位置す る 。 墓標の配石 に使用 し た と 思われる 円礁が散在 し て い た 。 墓標の主

軸 は 不 明 で あ る 。

墓墳の形状 は、 径 1 24 . 0cm、 深 1 48 . 0cmの 断面逆台形 を 呈 し、 底径98 . 0cmを 測 る 。 土層確認 ト レ ン チ の た

め墓城北西側 は 消 失 し て し ま っ た 。 埋土 は 暗褐色土で'2 . 0�5 .0醐ほ ど の カ ー ボ ンが少 々 含 ま れる 。 段落 ち の

た め水の抜 け道 と な っ て お り 湿 り 気味の土であ っ た。

遺物 は染付碗 (273) 、 染付紅皿 (2 74) 、 「寛永通宝J 3 枚、 キ セ ル l 点 を 底近 く で検 出 す る 。 人骨は残

存状況は非常 に 良 く ほ ぼ完全 に 残 り 、 頭蓋骨 は南東 に 向 き 、 脚部が北西方向 を 向 く 。 膝頭は南東側 に 向 い て

い た 。

(2 1 )  3 1 号墓 (第 6 1 図下)

南西側墓群の段下が り 部最南端 に位置す る 。 墓標はすで に 消 失 し て い た 。

墓績の形状 は 径 1 2 9 . 0cm、 深 1 49 . 0cmの 断面逆台形 を 呈 し、 底径は 1 04 . 0cm を 測 る 。 埋土 は 2 . 0 � 5 .  ODlßl程

度の軽石を 含む暗褐色砂質土で あ っ た 。 2 9 号墓 と 同様、 湿 り 気があ っ た 。

遺物は土師質土器 (277) 、 磁器碗 l 点が底近 く か ら 検 出 さ れた 。 青磁片が 2 点埋土 中 か ら 検 出 さ れた が、

上部か ら の 落 ち 込 み と 思われる 。 人骨の残存状況 も 非常 に 良 く 、 ほ ぽ完全な状況で検 出 さ れた 。

(22)  3 0 号墓 (第 6 2 図上)

南西側墓群の段下が り 部 に 位 置す る 。 墓標はすで に消失 し て い た 。 ま た 、 土層確認 ト レ ン チ の た め墓綾上

部の北東側が消失 し て し ま っ た。

墓墳の形状 は径 1 35 . 0cm、 深 1 44. 0cmの 断面逆台形 を 呈 し、 底径 1 09 . 0cmを 測 る 。 底部北側が少 々 上が り 気

味で あ っ た 。 埋土は湿 り 気 を 帯びた 暗褐色土で あ っ た 。 ま た 、 埋土 中 か ら 鉄釘 l 本が検 出 さ れた 。

遺物 は底近 く か ら 土師質土器 (275) 、 染付小杯 (276) 、 「寛永通宝J 1 0枚、 キ セ ル 1 点が検 出 さ れた 。

人骨 は残存状況 は比較的良好で、 頭蓋骨、 歯、 四肢骨等が検 出 さ れた 。

(23)  3 4 号裳 (第 6 2 図下)

北東側墓群 の 中 央 に 位置す る 。 墓標 はすで に 消 失 し て い た 。

墓績の形状 は、 径 1 1 8 . 0cm、 深95. 0cmの 断面逆台形 を 呈 し、 底径79. 0cmを 測 る 。 た だ し、 西側 に 向 か つ て

少 々 傾斜 し て い る 。 理土は 2 層 に 分層 で き る 。 上層 は黄褐色 シ ラ ス土で、 下層 は 少 々 し ま り の あ る 暗褐色土

で あ っ た 。

遺物の検 出 は な く 、 人骨 も 残 り は悪 く 、 頭蓋骨、 四肢骨の l 部等が検 出 さ れた 。
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第2 :1壁 遺構と遺物

(24) 3 2 号墓 (第 6 3 図上)

北東側墓群の西側 に 位置す る 。 墓標の平面形状 は長軸 1 05. 0cm、 短軸76. 0cmの 楕 円 形 の 区 画 に 、 東側の 円

礁が 1 個 内 側 に 入 り 込 んで い た が、 25 . 0�4 1 . 0cm大の河原石 7 個 を 配す。 そ の 内 側 に 5 . 0 � 9 . 0cm大 の 円 擦

が散在 し て い た 。 墓標の主軸 (a- a ' ) は N -400 -wで あ る 。

墓績の形状 は径 1 35 . 0cm、 深 1 43 .0cmの 断面逆台形を呈 し、 底径73 . 0cmを 測 る 。 上端か ら 90 .0cm ま で は 傾

斜が緩やかで そ れか ら 垂直 に 落 ち る 2 段の掘 り 込みが僅かに認め ら れる 。 埋土 は 2 層 に 分 け ら れる 。 上層 は

黄褐色 シ ラ ス土で 中 央付近 は 赤みがあ り 、 中央部 に は配石に使用 し た と 思われる 円磯が 1 点混入 し て い た 。

下層 は少々 し ま り の あ る 暗褐色土 を 呈す る 。

遺物 は混入遺物 と し て 埋土上層 に 磁器 [香炉] (280) が検 出 さ れ、 底近 く か ら 土師質土器 (278 ・ 2 79) が検

出 さ れた 。 人骨の残存状況は 極 め て 悪 く 、 頭蓋骨、 四肢骨の一部が、 少 々 検 出 さ れた 。

(25) 3 5 号墓 (第 6 3 囲下)

北東側墓群 の北端 に 位置す る 。 墓標の残存状況 は悪 く 、 配石に使用 さ れた と 思われる 円 礁 が寄 り 集 ま っ た

状況で あ っ た 。 6 個 の 円 礁 は 2 1 . 0�30 . 0cm大であ る 。 墓標の主軸 は 不 明 で あ る 。

墓績の形状 は 径 1 42 . 0畑、 深 1 43 .0cmの 断面逆台形 を 呈 し、 底径93 . 0cm を 測 る 。 底部 中央が若干 く ぼんで

い る 。 埋土 は最上層 に 黄褐色 シ ラ ス土、 次 に 2 . 0�5. 0cm大の シ ラ ス ブロ ッ ク を 少量含む暗褐色土が入 り 、 底

か ら 60 . 0cm程が若干 し ま り の あ る 灰 白 色土で あ っ た 。

遺物は土師質土器 (28 1 ・ 282) 、 白 磁小杯 (284) 、 陶器碗 (283) 、 「寛永通宝J 1 枚が底近 く か ら 検

出 さ れた 。 人骨の残存状況 は 良 く な く 、 頭蓋骨、 四肢骨等の一部が検 出 さ れた 。

(26) 3 3 号墓 (第 6 4 図上)

北東側墓群の 最西端 に位置す る 。 墓標はすで に消失 し て い た 。

墓墳の形状 は 径 1 2 9 . 0cm、 深 1 1 2 . 0cmの 断面逆台形 を 呈 し、 底径73 . 0cmを 測 る 。 2 段の掘 り 込み を 有 し て

お り 、 底か ら 52 . 0cm上付近か ら 垂直 に 落 ち る 。 埋土は大 き く 2 層 に 分かれる 。 上層 は黄褐色 シ ラ ス 土で小粒

の 円礁 を 多 く 含む。 下層 は 中央部 に 暗褐色土が径54.0cmの 円 筒形状 に 入 り 、 そ の脇 に 灰 白 色 シ ラ ス土 を 充填

し て い た 。

遺物 の検 出 は無 く 、 人骨の残存状況 は比較的良 く 、 頭蓋骨、 四肢骨等が検 出 さ れた 。

(27) 3 6 号墓 (第 6 5 図上)

北東側墓群の西端 に位置す る 。 墓標 は比較的良好な状況で残存 し て い た 。 形状 は 東西53. 0cm、 南北75 . 0cm

の方形区画 に20 . 0�34. 0cm大 の 円磯 8 個 を 配す。 ま た 、 西側 に 2 つ の 石 を 重ね、 献花台 と し て 利 用 し た と 思

われる 石が置カ通れて い た 。 石 の大 き さ は20 . 0cm大で あ る 。 墓標の主軸 (A-A' ) は N - 6T - wで あ る 。

墓績の形状 は 径 1 38 .0cm、 深 1 33 . 0cmの 断面逆台形 を 呈 し、 底径80 . 0cmを 測 る 。 埋土 は 2 層 に分層で き る 。

上層 は 暗褐色土で、 下層 は黄褐色 シ ラ ス土で下端近 く が し ま っ て い た 。 ま た、 埋土 中 か ら 鉄釘が l 本検 出 さ

れた 。

遺物は底近 く か ら 土師質土器 (285) 、 白 磁小杯 (286) が検 出 さ れた 。 人骨の残存状況 は非常 に 良 く 、 頭

蓋骨、 歯、 四肢骨等が検 出 さ れた。

(28) 3 7 号墓 (第 6 4 囲下)

北東側墓群の東端近 く に位置す る 。 墓標の残存状況は比較的良 く 、 形状 は長軸96 . 0cm、 短軸84 .0cmの隅丸

方形の 区 画 に 、 3 1 . 0�36.0cm大 の 円 礁 を 配す。 台座 と 思われる 凝灰岩 2 個が 囲 石 の 中 央部 に 所在 し た 。 墓石

はすで に 消 失 し て い た 。 墓標の主軸 (A-A' ) は N - 690 -wであ っ た 。

墓墳の形状 は 2 段の掘 り 込み を 有 し 、 さ ら に 中央部 に く ぼみが見 ら れる と い っ た 特異 な 形状で、 径 1 80 . 0

cm、 深204 . 0cmで、 底径 1 03 . 0cmを 測 る 。 比較的深 い墓嫌で あ る 。 埋土は 大 き く 2 層 に 分かれる 。 上層 は黄
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第 2章 遺檎と造物

褐色土で し ま り が強 く 、 下層 は 暗褐色土で し ま り があ る 。 そ の 中間層 に灰 白 色 シ ラ ス ブロ ッ ク を 含む暗褐色

土層が入 る 。 ま た、 鉄釘 1 4 本が検 出 さ れた 。

遺物は底近 く か ら 土師質土器 (287 ・ 288 ・ 289 ・ 290) 、 白 磁小杯 (292) 、 染付小杯 (29 1 ) 、 「寛永通

宝J 6 枚が検 出 さ れた。 人骨の残 り は悪 く 、 頭査骨、 四肢骨等の一部が検 出 さ れた 。

(29) 3 9 号墓 (第 6 5 図下)

北東側墓群 の 東端 に 位置す る 。 墓標の残存状況 は比較的良好で あ っ た。 形状 は 径86 . 0cmの ほ ぼ 円 形 を 呈す

る 区画 に 、 1 4 . 0 � 25 . 0cm大 の 円 礁 を 配す。 墓標の主軸 (A-A' ) は N 一 7 1 0 - wで あ っ た 。

墓壌の形状 は土層 確認 ト レ ンチ の た め南西側 を 削 っ て し ま っ た が、 方形 を 呈す る も の と 思わ れ、 残存軸 1 4

9. 0cm、 深5 1 . 0cmで、 底幅 1 1 2 . 0cmを 測 る 。 比較的浅 く 、 レ ンズ状 に窪んた‘底 を 持つ特異な形状 を 示す。 埋土

は 暗褐色土で あ っ た 。

遺物、 人骨の検出 は無か っ た。

2 遺物
表土 あ る い は墓墳 中 か ら 墓地 に 伴 う 遺物が多数検 出 さ れた が、 後世の撹乱 を あ ま り 受 け て い な か っ た た め

遺物 の残存状況 は比較的良好で あ っ た。 墓壌 に お け る 副葬品 の構成 に つ い て は 、 全 く 無 い も のか ら 「寛永通

宝J を 含 め た 多数の副葬品 を 納 め た墓績 も あ り 、 一概 に は言 え な い状況で あ る 。 こ こ で は 、 表採資料 も 含め

出 土遺物の概観 を述べる こ と に す る 。

( 1 ) 土師質土器
法量的 に 杯 と 小皿 の 2 種 に 分類で き る 。 さ ら に形態的及び技法的な特徴か ら 杯 を 2 種 に 、 小皿 を 3 種 に 分

類を 行 っ た 。 た だ し、 特殊な形態の も の は こ こ で は 削除 し た 。

(杯a 類) 体部が直線的 あ る い は外反 し な が ら 立 ち 上が る 。 口 縁端部 は尖 り 気味 あ る い は丸 く 仕上 げ る 。 底

部が肥厚す る 。 底部切 り 離 し は 糸切 り で あ る 。 (245 ・ 252 ・ 27 1 . 275 ・ 287 ・ 288 ・ 2 96)

(杯 b 類) 体部が直線的 あ る い は外反 し な が ら 立ち上がる 。 口 縁端部 は尖 り 気味 あ る い は丸 く 仕上 げ る 。 杯

a 類 に 比べ底部が薄 L 、 。 底部切 り 離 し は 糸切 り で あ る 。 (248 ・ 249 ・ 2 50 ・ 253 ・ 266 ・ 272 )

(小皿a 類) 体部が直線的 に 立 ち 上が り 、 口 縁端部でやや外反す る 。 端部 は 尖 り 気味 あ る い は丸 く 仕上げる 。

底部切 り 離 し は糸切 り で あ る 。 (254 ・ 255 ・ 256 . 257 . 258 . 2 59 ・ 260 ・ 264 ・ 285)

(/J\llJl b 類) 体部が直線 的 に 立 ち 上が り 、 口 縁端部 を尖 り 気味 に仕上 げ る 。 体部断面が三角 形 を 呈す る 。 底

部切 り 離 し は 回転へ ら 切 り 。 (244 ・ 277 ・ 28 1 ・ 282 ・ 290 ・ 295)

(小皿 C 類) 底部か ら 体部 ま で碗状 に 立 ち 上がる 。 器高 は低い。 底部切 り 離 し は 回転へ ら 切 り 。

(278 ・ 293 ・ 294)

( 2  ) 白 磁

小杯があ る 。 そ の う ち 形態的及び技法的特徴か ら 2 種に 分類で き る 。

(小杯a 類) 体部 は膨 ら み を も ち な が ら 内 湾 し 、 口 縁端部で外反す る 。 器高 が低い。 高 台 は肥厚 し 、 底部外

面中央が肥厚す る 。 体部外面下位及び高台が露胎。 (297 ・ 298)

(小杯 b 類) 体部 は 直線的 に 立 ち 上が り 、 口 縁端部で外反す る 。 平底。 全面施紬。 (242 ・ 2 5 1 . 284 ・ 292 )

(3  ) 染付
碗、 小杯、 紅皿が検 出 さ れた 。 碗の高台内 に組雑化 し た 「大明年製」 の文字が入 る 。 ほ と ん ど が肥前産で

あ る が、 景徳鎮産の小杯 (246) が l 点 だ け 含 ま れる 。

( 4 ) そ の他

肥前産の 陶器碗 (262 ・ 283 ・ 304) 、 磁器 と 思われる 香炉 (280) や 「寛永通費」 があ る 。

以上。 各遺物の詳細 な 記述 は r x 区 出 土遺物 (近世) 観察表J と し て 以下 に 掲載 し た 。
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第4節 近1止の遺構 と 遺物

第 24表 X 区 出 土遺物観察表 ( 1 )
法図 ( c m ) 胎土 ・ 焼成 ・ 色調 形態の特徴 技法の特徴 備考

No. 地点 種別 器稲
24 1 

1
X
号

区墓 土師貿 杯 口径一 1 0.8 胎土 含長石 体部は外反気昧に立ち上がる。 ロ縁掲 回転ナデ閤堕. 底部は糸切 り 。 底部外
土器 底径一6.4 焼成一良 部は厚 く 、 丸い。 底部内面が円状 に浮 面 に指頭痕あ り 。

器高 3.4 色調 内外商櫨色 き 出る。 かな り 歪みを持つ。

白磁 小杯 口径一7 . 2 胎土 密 灰白色 体部は直線的にのび、 口縁部で外反す 全面施柏。 外面は輸が薄い。 高台肉に 肥刷
242 X 区 1 7C後半

1 号墓 底径一3 . 2 焼成一良 る。 口縁儲郡は尖る。 高台は細 く 、 端 砂付話。
器高 4.5 色調 灰白色 部は尖る。

243 X 区 陶器 碗 口径 8.8 胎土 密 褐灰色 体部下位は屈 曲 しつつ立ち上が り 、 口 全面施紬。 外が国
入

と 内商 部糊切れ。 内 肥
1 8

前
C

か
前

。
半

1 号墓 底
器

径
高

一不
不

明
明

焼
色

成一良 縁部は直線的にのびる。 口縁騎部は尖 外面に毘入 る 。
調 オ リ プ灰色 る。

244 X 区 土師質 小皿 口径一7.4 胎土 含長石 ・ 砂粒 体部は外反す
底

る。
内

体部内面はゆるやか 回転ナデ調整。 底部は回転へフ切 り 後、
3 号墓 土器 底径

高
一6.0 焼成一良 に傾斜 し 、 部 面積が狭 い。 ナテ調盤。

器 1 .7 色調 にぷい黄檀色
245 X 区 土師質 小皿 口

底
器

径
径
商

一
一
ー

1 0. 2  胎土 含長石 砂粒 体部は外反 し な が ら立ち上がる。 口縁 回転ナデ調整。 底部は糸切 り 。
4号墓 土器 6.4 焼成 良 錨部は尖 リ 気昧。 底部内面が肥厚。

2.4 色調 内外面樺色
246 X 区 染付 小杯 口径一7.4 胎焼

土 密 ・ 灰白色 体部下位で 閲 き 気疎に立ち上 が り 、 口 高台鍋部は露胎。 体部
底
化

外
部
年

面
内
製

L草
に花山

文水。
文

最徳鎮
口 内面に栂文。 面 山 。 1 6C後半4号E 底径一2 . 8 成一良 縁部は外反する。 口縁端部は尖るロ 高
高

縁
台

部
内 面 に f大岡成化 J • 器高 3.9 色調 問緑灰色 (呉須ー藍色) 台はやや内傾 し 、 錦部は尖る。

247 X 区 土師質 杯 口径一 1 0 . 2 胎土ー含長石 砂粒 体部は直線的に延びる。 ロ録錦部は丸 回転ナデ調整。 底部は糸切 り 後、 丁寧
5 号翠 土器 底径一5.3 焼成一良 い。

付
底部内面に 凹 凸がある。 口縁部に なナデ悶整。

器高 3 . 1  色調ー外面にぷい権色 内面祖色 j\\ 題.
248 X 区 土師質 小皿 口径一 1 0.8 胎焼

土ー含長石 田 砂粒 体部は外反気
内

昧。 口縁錨
が

部
あ

は 丸 く 仕上 回転ナデ調盤。 底部は糸切 り 。
5 号墓 土器 底径一7.6 成 良 げる。 底部 面 に 凹 凸 る。

器高 2.3 色調ー内外面にぷい橿色
249 X 区 土師質 杯 口径一 1 0.6 胎

鱗
土 含長石 ・ 砂粒 体部は外皮 し 、 口総端部は尖る。 体部 回転ナデ悶盤。 底部は糸切 り 。

5 号翠 土器 底径一7.6 成 良 外直に段が生 じる。
器高-2.6 色調ー内外面にぷい檀色

250 X 区 土師質 杯 口径一 1 0.6 胎焼
土 含長石 砂粒 体部は直線的L外傾する。 体4、《部念<

内面下 回転ナデ調盤。 底部は糸切 り 後、 不整
5号亙 土器 底径一6.0 成一良 位が肥厚。 底部内面に 凹 凸 力 ある。 方向ナデ。 底部外面縁の仕上げが粗雄。

器高-2.9 色調ー内外面慢色
2 5 1  X 区 白磁 小杯 口径一7.0 胎土ー密 ・ 灰黄色 体部は下位で ゆるやかに屈 曲 し 、 口縁 全面施納。 高台端部は柚が薄い。 外面 肥前

5 号 蕗 底径一3. 2 焼成一良 部は外反する。 歪みを持つ。 底部内面 の紬は苅い。 1 7C後半~
器高-4.8 色調ー灰 白 色 は平 ら。 高台は短 く 、 垂直にのびる。 1 8C前半

252 X 区 土師質 杯 口径一 1 0.6 胎土 含長石 ・ 砂粒 体部は直線的に立ち上 がる。 体部外面 回転ナデ調盤。 底部は糸切 り 。 体部外
6号蕗 土器 底径一6.6 焼成一良 に段が生 じ る 。 底部内面は肥厚。 面下位に調盤痕。

器高- 2 . 7 色銅ーにぷい橿色
253 X 区 土師質 杯 口径一 1 0.8 胎土ー含長石 ・ 砂粒 体部下位で大 吉 く 外反するロ 口縁端部 回転ナデ調盤。 底部は糸切 り 。

1 7号翠 土器 底径一7.0 焼成一良 は尖る。 わずかに上げ底気昧。
器高- 2 . 5 色調一内外面にぷい檀色

254 X 区 土師質 小皿 口径一7.6 胎土 含長石 ・ 砂粒 体部は直線的に立ち上 がるロ 口縁端部 回転ナデ調盤。 底部は糸切 り 。
1 9号廷 土器 底径一4.8 焼成一良 は丸い。 底部内面に凹凸がある。 わず

器高-2.0 色調ー外面にぷい檀色 ・ 内面権色 かに上げ底気昧。
255 X 区 土師質 小皿 口径

径
一7.6 胎士一含長石 ・ 砂粒 体部は直線的に立ち上 がる。 口縁錦部 回転ナデ閑盤。 底部は糸切 リ 。

1 9号堕 土器 底 -5.0 焼成一良 は丸い。 底部内面 に 凹 凸がある。
器高-2.0 色調 内外面にぷい桓色

256 X 区 土師質 小皿 口径一 1 0 . 2 胎土ー含長石 ・ 砂粒 体部は直線的L立ち上 がる。 口線端部 回転ナデ調盤。 底部は糸切 り 。
1 9号墓 土器 底径一6.4 焼成一良 は丸い。 底部内面が円状 に浮き 出 る。

器高-2.4 色調ー内外面にぷい檀色
257 X 区 土師貿 小皿 口径一7.4 飴土 含長石 ・ 砂粒 体部は直線的に立ち上 がる。 ロ縁備部 回転ナデ間盤。 底部は糸切 り 。

1 9号亙 土器 底径一5.0 焼成一良 は丸い。 底部内面に凹凸 があるロ
器高-2. 1 色調ーにぷい樫色

258 X 区 土師質 小皿 口径一7.2 胎土ー含長石 ・ 砂粒 体部は直線的L延びる。 口縁錨部は丸 回転ナテ調整。 底部は糸切 り 。
1 9号翠 土器 底径一4.6 焼成 良 い。 底部内面が円状に 浮 き 出 る。 口線

器高一2.0 色餌ー内外面檀色 部内面に煉付着。
259 X 区 土師賀 小皿 口径

径
一8.0 胎土ー含長石 砂粒 体部は直線的Lのびる。 口縁術部は丸 回転ナデ調盤 。 底部は糸切 リ 。

1 9号墓 土器 底 -4.8 焼成一良 い。 底部内薗が円状に 浮 き 出 る。
器高-2.0 色閤ー内外面にぶい栂色

260 X 区 土師質 小血 口径一6 . 2 胎土ー含長石 ， 砂粒 体部はほぼ垂直 口線端部は丸い。 底 回転ナデ謂盤。 底部は糸切 り 。
1 9号墓 土器 底径一5. 2 焼成一良 部

部
内面に

付
凹凸がある。 器高が低い。 口

器商ー 1 .6 色舗ー内外面橿色 縁 に煤 泊。
2 6 1  X 区 土師質 小皿 口径一7.4 胎土ー含長石 ・ 砂粒 体部は直

部
積

線
内
が

面
的

狭

にのびるロ 口緑鋪部は丸 回転ナデ調型。 底部は糸切 り 。
1 9号墓 土器 底径一4.8 焼成 良 い。

内
体 はゆるやかに傾斜 し 、 底器商-2.0 色調ー内外面にぷい橿色 部 面 い。

262 X 区 陶器 碗 口径一 1 1 .4 胎土ー密 赤褐色 体部下位はゆるやかに内湾 し な がら立 鉄粕。 体部下位及び高台無制。 糊鍋け 偲刷
1 9号堕 底径一4.5 焼成一良 ち上が り 、 口縁部で外反する。 口縁錨 流 し 。 内面一部露胎。 外薗軸溜 り 形成。 1 7 C 前半

器高-6. 1 色調ー黒褐色 都は丸い。 高台は肥厚。 縮部は平 ら。 外面に償位の周監痕。
263 X 区 土師質 杯 口径一 1 2. 2 胎焼

土
成 含長石 ・ 砂粒 体部

尖
は直線的に立ち上がる。 口縁端部 回転ナデ間盤。 底部は糸切 り 。

2 1 号翠 土器 底径一 7 . 2 続 一良 は り 気隊。 底部か ら体部にかけて肥器高-3.5 色調ー内外面檀色 厚。
264 X 区 土師質 小皿 口径一7.8 胎土ー含長石 体

丸
部は外反気味にのびる。 口縁端部は 回転ナデ掴盤。 底部は糸切 り 。

2 1 号墓 土器 底径一5.2 焼成一良 い。 底部は肥厚。 口縁部内面に燦付
器高一 1 .6 色間一内外面にぷし 、植色 泊。

265 X 区 土師質 碗 口径一 1 0.6 胎土ー含長石 田 砂粒 体
外

部下位がふ く らみ、 その後わ
端
ずかに 回転ナテ闘盤。 底部は糸切 り 。

2 1 号毘 土器 底径 7 . 6  焼成一良 反 し な がら立ち上がる。 口縁 部は器高一5.4 色悶ー内外面橿色 丸い。 全体的に肥問。
266 

2 1
X

号
区堕 土

土
師器質 杯 口径一 1 2 . 2 胎士一含長石 田 砂粒 体部は外反気

昧
昧に立ち上がる 。 口縁鏑 回転ナデ調整。 底部はへフ 切 り 離 し後、

底径一7 . 1 焼成一良 部は尖 リ 気
内

。 体部はかな り 歪みを持 不整方向のナデ翻整。 体部外商に悶盤
器高-2.5 色調ー内外面浅黄恒色 つ。 底部 面に凹凸 がある。 痕。

267 X 区 陶器 香炉 口径一8.8 胎
焼

土
成ー密 . 1:ぷい赤褐色 体部下位

カ
《で屈 曲 し 、 一度窪んで垂直 に 下紬は体部下位 ま で軸掛け し 、 軸 を か 肥前

2 1 号g 底径一不問 一民 立ち上 る。 玉縁状口縁を持つ。 吉 剥いで文僚を施す。 上馳は口縁部内 1 7C後半~器高ー不問 色悶ー浅黄色 ・ 灰白色 外面か ら体部ま で糊!IIけ流 し. 1 8C前半
268 X 区 操付 小杯 口径一6.9 胎

焼
土ー密 ・ 灰白色 体部下位で ゆるやかに内湾 し 、 口縁部 高台 部及び高台錦部は

台
露胎。 体部外 肥前

2 1 号恩 底径一2 . 7 成一良 で外反する。 高台は内湾気疎にのびる。 箇には竹笹文を描 〈 。 高 鍋部に砂付 1 7 C 後半
器高-4. 1 色調ー悶緑灰色 (呉須ー灰紺色) 高台錨部はやや丸みを帝ぴる。 泊。

269 X 区 染付 小4干 口径一6.9 胎土ー密 ・ 灰白 色 体部はゆるやかに内
尖
湾 し 、 口縁

台
部で外 高台織部柚はげ。 外面 に は昆虫 と 草文 肥前

2 1 号冨 底径一2 . 7 焼成一良 反する. 口縁端部は る。 高
鮪

はやや を描 く 。 高台錦部に砂付泊。 1 7 C 後半~器高-4. 1 色飼一朗緑灰色 (呉須ー陪灰紺色) 内湾 し て 短 く のびる。 高台 節は平 ら 1 8 C 前半
270 X 区 染付 小杯 口径一6.6 胎焼

土ー密 ・ 灰白 色 体部下位でゆるやかに肉湾 し 、 口縁部 高台縞部は無紬。 外面 に は草家文をー 肥前
2 1 号恩 底径一3 . 1 成一良 で

び
外れ反

は浅
。 口

く
縁
、 蝋高台

部は
は

尖
内傾

る。
し

高
て

台
のび

と の
る 。

く 力所に配す。 高台 内 に 巴状を呈す。 高 1 7 C 後半~器高-4.2 色間一明線灰色 (呉須ー青色、 黒色) 台儲部に多血の砂付題。 1 8 C 前半
2 7 1  X 区 土

土
師器質 小皿 口径一9. 2 胎焼

土
成ー

一良
含長石 砂 粒 体部は直線的

内
L外傾する。 口縁備部は 回転ナデ調整。 底部は糸切 り 。

22号堕 底径 6.4 丸い。 底部 面申央は肥摩。器高 2 . 3  色調ー外面にぷい檀色 ・ 内面栂色

nu

 

QU

 



第 2 Jiî 遺構 と 造物

第24表 X 区 出土遺物観察表 (2)
No. 地点 極別 器稲 法!i'l( c m )

272 X 区 土師質 杯 口径 1 0. 8
26号恩 土器 底径一7.0

器高一2.6
273 X 区 染付 碗 口径 1 0. 6  

29号冨 底復ー4.5
器高ー5 目4

274 X 区 染付 紅皿 口径 6.6 
29号塁 底径一3目。器高-2.8

275 X 区 土師質 小皿 口径 8.8 
30号菖 土器 底径一5.6

器高-2.4
276 X 区 染付 小杯 口径 6.6 

30号菖 底
器

径
高

一3.0
-2.8 

277 X 区 土師賀 小皿 口径 6.8 
3 1 号菖 土器 底

器商
径一5.4

ー 1 . 5
278 X 区 土師貿 小皿

底
口

径
径 7.4 

32号菖 土器 -5.6 
器高 ー 1 .6

279 X 区 土師質 磁 口径 9 . 6  
32号菖 土器 底径一 7 . 2

器高一5.0
280 X 区 値器 香炉 口径 5.8 

32号亙 底径
高

-4.8 
器 -5.6

2 8 1  X 区 土師質 皿 口径一8.8
35号葛 土器 底径-6. 8

器高 一 1 .6
282 X 区 土師質 小皿 口径一6.2

35号菖 土器 底径一4.8
器高一 1 . 5

283 X 区 間器 碗 口径一9.8
35号g 底径一5.4

器高一7.4
284 X 区 白磁 小杯 口径一6.8

35号翠 底径一2.6
器商ー2 . 6

285 X 区 土師質 小皿 口径一6.6
36号恩 土器 底径一4.8

器高-2.2
286 X 区 白磁 小杯 口径一7.0

36号塁 底径一3 . 2
器商ー4目 8

287 X 区 土師賀 皿 口径一 1 0. 2
37号墓 土器 底径一5.8

器高-2.4
288 X 区 土師質 皿 口径一 1 0.6

37号菖 土器 底径一6.0
銭高-2.7

289 X 区 土師賀 小皿 口径 1 1 β 
37号甚 土器 底径一9. 2

器商-3.2
290 X 区 土師質 小皿 口径一6.8

37号墓 土器 底径一5. 2
器高 一 1 .6

29 1 X 区 染付 小杯 口径 6.6 
37毎菖 底径一3 . 1

器商-4.4
292 X 区 自磁 小杯 口径一7 .0

37号菖 底径一3.2
器高-4.8

293 X 区 土師質 小皿 口径 6.6 
表採 土器 底径一4.6

器高一不明
294 X 区 土師質 小皿 口径 7 . 2  

表探 土器 底径一4.8
器高一 1 . 7

295 X 区 土師質 小血 口径 6.4 
表探 土器 底径一4.4

器高一 1 . 7
296 X 区 土師質 皿 口径 9 . 0  

表探 土器 底径一6.6
器高一2 . 3

297 X 区 白磁 小杯 口径 6.6 
表探 底径一2 . 2

器高-3.6
298 X 区 自 磁 小 杯 口径一7.0

表採 底径一2 . 8
器商-3. 1

299 X 区 染付 小杯 口径 7.0 
表探 底径一3 . 3

器高-4.5
300 X 区 染付 小杯 口径 6 . 7  

表採 底径一3.0
器商 ー4 . 7

30 1 X 区 染付 碗 口径 一 1 0.9
表探 底径一不明

器高一不明
302 X 区 染付 碗 口径 1 1 . 1  

表採 底径一4.4
器高-6.4

胎土 ・ 焼成 ・ 色調
胎土 倉長石 ・ 砂粒
焼成一良
色調ー内外面にぷい檀色
胎土 密 灰白色
焼成一良
色調ー灰白色 (呉須ー紺色)
胎土 密 ・ 灰白色
焼成一良
色調ー灰白色 {呉須ー紺色)
胎土 禽長石 ・ 砂粧
焼成一良

内 外色鋼一 面にぷい信色
胎土 密 ' 1こ ぶ い質纏色
焼
色調

成一良
一灰白色 (呉須ー灰宵色)

胎土 倉砂粒
焼成一良

内色調ー 外面浅黄橿色
胎
焼土成 倉長石 ・ 砂粒

一良
質鑑

色調
賞
一

樋
外画に ぷ い 色 内 面浅 色

胎土 含長石 ・ 砂粒
焼
色

成
調

一良
一内外面浅貧極色

胎土ー密 ・ 灰 白色
焼成一良
色鋼ー灰白色

焼
胎

成土
ー含砂粒
一良

色調ー内外面浅黄担色
胎土ー倉長石 ・ 砂粒
焼成一良

内外色飼一 面黒褐色
胎土ー密 ・ 浅黄櫨色
焼成一良
色調ー褐色
胎士一密 ・ 灰黄色
焼成一良
色調ー灰白色

焼
胎

成土
ー禽長石 ・ 砂粒
一良

色調ー内外面笹色
胎土ー密 閉緑灰色
焼成一良
色鋼一灰白色
胎
焼土成

ー
一

含
良

長石 砂粒
色調ー内外面にぷい恒色
胎土ー禽

良
長石 ・ 砂粒

焼成一
色調ー内外面纏色
胎土 倉長石 ・ 砂粒
焼成一良
色掴ー内外面極色
胎土ー禽長石 ・ 砂粒
焼成一良
色調ー内外面にぷい櫨色
胎土 密 ・ 灰白 色
焼成一良
色調ー灰白色 {呉須ー紺色)
胎土 密 ・ 灰 白色
焼成一良
色調ー灰白色
胎土 含長石 ・ 砂粒
焼成一良
色調ー内外面にぷい纏色
胎土 含長石 ・ 砂粒
焼成一良
色調ー内外面にぷい値色
胎土 倉長石 ・ 砂粒
焼成一良
色調ー内外面指色
胎土 倉長石 ・ 砂粒
焼成一良
色調ー内外面にぷい担色
胎土 密 ・ 灰オ リ ブ色
焼成一良
色掴ー灰白色
胎土 密 ・ 浅黄色
焼成一良
色調ー灰白色
胎土 密 ・ 灰白色
焼成一良
色調ー灰白色 (呉須ー箇灰紹色)
胎土 密 ・ 灰白色
焼成一良
色調ー灰白色 (呉須ー紺色}
胎土 密 ・ 灰白色
焼成一良
色調ー灰白色 (呉須一群爾色)
胎土 密 ・ 灰白色
焼成一良
色調ー灰白色 {呉須ー宵色 ・ 黒色)

形館の特徴
体部は直線E に外傾する. 口線錨部は尖る。 やや げ底.

体部は内湾 しながら立ち上がる. 口縁
器部は尖る。 高台はほぼ垂直 にのびる・

台備部はやや丸みを 帯びる.
体部下位で聞 き 、 内j電気隙に 立 ち 上 が
る白 口

気
縁
昧

錦部は丸みを帯びる。 高台は
内湾 昧にのぴ、 短い.
体部は外反気glこ立ち上がる。 口縁鋪
部は丸い. 底 は肥厚。

体部は内j電気昧に立ち上が り 、 口縁部
は外反する。 口縁備部は丸い。 高台は
やや内;胃 し ‘ 高台錨部で綱 く な るa
体部は直線的に立ち上がる

儲
� 体

は
部
尖

断
る

面
形は三角形を為す。 口縁 部 る。
底部内面中央はやや肥厚。
体部は直線的にのびる. 口縁備部は尖
る。 底部はゆるやかな碗状を星す。 口
縁部に煤付泊。
体部は肉湾気昧に立ち上がる。 口

平
縁

底
鋪

。部は丸い。 全体的に肥館。 底部は

体部は凹凸を繰 り 返 しつつ立ち上 が り 、
口縁部で外反する園 口縁鑓部は尖る。
高台は短 く 、 やや開 く 。
体部は直線的にのびる。 口線錨部は丸
い. 底部は苅い。

体部は直線的. 体部断面形はニ角形。
底部中央はやや肥厚. 体部外面に段を
有する。 内外面全域に煤付題。
体部はゆるやかに 内 湾 し な が ら 立 ち 上
がる. 口縁備部は尖 り 気昧。 高台は内
傾する. 端部は平 ら。
体部は直線的に立ち上がり 、 口縁部で
外反する。 口縁錨部は尖 る. 高台は内
傾する。 錦部は平 ら.
体部は直線的に立ち上がり 、 口縁

内
端
面

部
で外反。 口線鏑部は丸い。 底部 面は
碗状を呈す。
体部は直線的に立ち上が り 、 口縁部で
外反する。 高台は短 く ‘ やや内i電気隊
にのびる. 備部は尖る。
休部は外反気疎 Lのびる. ロ縁錦部は
丸い. 底部から体部下位に かけて肥厚.
上げ底。
体部は外反気昧にのびる. 口縁錨部は
丸い。 底部は肥厚. やや上げ底。

体部は直線的にのぴ、 口縁部で外反す
る. 体部下位、 底部中央は肥厚.

体部は直線的にのびる. 口縁織部は丸
い. 体部外面に段を待つ. 底部中央は
やや肥館。
体部は下位で ゆるやかに屈曲 し 、 口縁
部は外反する. 高台はやや外反 しての
ぴる。 荷台備部は平 ら。
体部はやや内;電 し 、 口縁部は外反する。
口鰻錦部は丸い. 底部申央はやや厚い。
高台は厚 〈 、 鏑部は丸い。
体部は直線的に外傾する。 口縁鍋部は
尖る.

体部は直線的に外傾する。 ロ縁鏑部は
尖る。 底部内面に凹 凸がある. 口縁部
に煤付組。
体部は直線的に外傾する。 口縁備部は
尖 り 気疎。 体部下位が肥回。 体節外箇
下位に 段が生 じる。
体部は直線的にのびる. 口緑揃部は丸
い。 底部は肥厚。 歪みがある。

体部下位で ゆるやかに内湾 し 、 口総部
は外反する。 口縁端部は丸い. 高台は
小さ く 、 やや内湾する. 錨部は平 ら.
体部はやや内湾 し 、 ロ縁部は外反する.
回線織部は丸い。 高台は庫 〈 、 やや内
渇する. 鋪部は平 ら。
体部はゆるやかに内海 し 、 口縁部は外
反する. 高台はやや内;曹

錨
気疎
部

にのび、
短 〈 、 歪んでいる. 高台 部は平ら.
体部はゆるやかに内湾 し 、 口縁部は外
反する. 口緑錨部は尖る。 高台は直立
し 、 織部は平 ら。
体部はゆるや力、L 内湾する。 口縁鏑部
は尖る.

体部は内海 しなが ら立ち上がる. 口組
備部は尖る。 高台は直立 してのぴ、 端
部を尖る.

- 9 1  

按法の特徴
回転ナデ調盤. 底部は糸切 り . 底部外
面に指頭痕あ り .

高台錦部は柚を か き 取 る . 体部外面
年

に
梅文 と 備 を 描 く . 高台

付酒
内 に 「大問 製j

。 高台内 に少図の砂 . 
高台端部は軸を 剥 ぐ.

酒
外

。
面に は笹文を

指 〈 。 高台錨留に砂付

回転ナデ調監. 底部は糸切 り 。

高台備部外面一節鋸胎
体
少B

部
。

の
体
内

部
面
砂付

外
に

泊
面も に

点菌蒲 文 と 反対に一点、 ー
を配す. 高台端部に 。
回転ナデ
部

網
外

盤。 底
央

部
は

は回転へ ら 切 り 敵
し 。 底部 面 申 は未調盤.

底回転ナデ銅盤。 底部
調 盤

は回転へラ切 り 。
部外面申央は未調

全面多方向のナデ調盤。 底部は糸切 り
灘 し後 、 不整方向のナデ舗襲。

体部内面部分的に露胎. 高台内面 ま で
飽制。 高台備部籾痕。

回転ナデ
部外

銅盤. 底部は回伝へラ切 り 離
し 。 底 面中央未銅盤。

回転ナデ網整. 底部は回転へ7 切 り .

全面胞軸。 内外面に寅入が入る。

高台錦部は窟胎。 外面の軸は鶏
砂

〈 、 IIY
リ 痕 が浮 き 出 る . 高台錦部に 付泊。

回転ナデ調霊。 底部は糸切 り .

体部下位から商台に かけて 一部露胎。
高台錦部内面に砂付題。

回転ナデ調整。 底部は糸切 り 。 底部外
面に指頭痕 あ り 。

回転ナデ調整。 底部は糸切 り 。

団結ナテ調整. 底部は糸切 り 。 底部外
面に指頭痕あ り 。

回転ナデ調整。 底部は回転へフ切 り .

晶台備部は軸か き 取 り 。 外面 に コ ンーヤ ク 印判で紅葉を重ねる。 高台備部外
面に面取 り を施す。
高台外面 部軸切れ. 高台備部露

出
胎.

外面の織は薄 く 、 調盤痕が浮き る.
高台錦部に砂付題。
回転ナデ調盤。 底部は目指へ7切 り 。

回転ナデ調盤。 底部は回転へフ切 り 離
し。 底部外面中央未調整。

回転ナデ調整。 底部は回転ヘ フ切 り 離
し. 底部外面中央未調盤。

団施ナデ調整。 底部砿糸切 り 。

体部下位及び高台は露胎. 高台は削 り
出 し である。

体部下位及び高台は無職. 高
が

台
入

は 削 り
出 し である. 内外面に貫入 る。

全面施紬. 外 面 に は一方に松葉文を配
す。

高台錦部は露胎。
笹

体
を

部
手

外面に松を コ ン
ニ ャ ク印判で、 由 き でEす。 高
台部は軸を垂れ流す.
全面施職。 外面L は草花文を 描 く .

高台術部 は露
台

胎
肉

。
に

体
『
部
大

外
明

面
年

に飽の
と 梅文樹字を配す. 高 製J

を妃す園

備考

肥剛
1 8 C 申薬

肥剛
1 8 C 前半

肥前
1 7 C 末
- 1 8 C 前半

肥前か.
1 7C第 1 四
半期

肥
1 前7C末
- 1 8C前半
肥剛
1 7C中葉

肥剛
1 7C後半

肥前
1 7 C 末
- 1 8 C 前半
陸自1)
1 7C後半
- 1 8C初

肥剛
1 7C 
第 2 四半期
肥前
1 7C 
第 2 四半期
肥
1 7前C後半
- 1 8 C 前半
肥
1 7

前
C 末

- 1 8 C 前半
肥
1 7

前
C後半

- 1 8 C 前半
肥前
1 8 C 前半
~ 中 葉



第 4節 近世の遺構と 遺物

第26表 X 区出土遺物観察表 (3)

胎土・ 焼成 ・ 色踊

胎土ー密
焼成一 良

色調 ーにぷい質槌 色

農産主 灰白 色

色調 ー灰オリーブ 色

形態の特徴 技法の特徴

体部に沈線
が横位に三本

入
る。 器壁 | ナ デ 調 盤。

は厚 い。

体部はゆるや かに内湾する。 回線儲 | 全面施紬。 高台備部は柚が薄 い。
部は平ら。

高
台錨留は平ら. 器壁は

簿 い。
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第 3章 総 括

蔵城遺跡 は シ ラ ス丘陵 と い う 地盤の性質上、 遺跡の立地 と し て は極めて 悪 い状況 に あ る と 言 え る 。 ま た 、

急傾斜 の独立正陵で も あ り 、 人が生活 を営むの に必要な平坦地が非常 に少な い土地で も あ る 。 し か し 、 発掘

調査の結果、 古 く は縄文時代か ら 新 し く は現代 ま で (調査前、 民家があ っ た こ と に よ る 。 ) の 時間輸の各所

に人が生活 を 営んだ痕跡があ る こ と が判 明 し た 。 こ の要 因 と し て 、 球磨川 の北岸際 と い う 正陵の立地が大 き

く 影響 し て い た も の と 考 え ら れる 。 以下 に 、 蔵城遺跡 に お け る 各時代の様相 を 、 正 陵の土地利用 の 変遷 と い

っ た観点か ら 述べて い き た い と 思 う 。

[縄文時代]
縄文時代の様相 は、 表採 あ る い は後世の遺構の埋士か ら と い っ た遺物の検 出 状況 か ら 不透明 な部分が多 い 。

し か し、 遺物の 中 に は早期か ら 後晩期 に か け て の土器片が少量で は あ る が検 出 さ れ、 ま た 、 今 回 資料紹介で

き な か っ た が、 磨製石斧、 打製石斧等の伐採具、 石鍬等の狩猟具お よ び石匙の未製品等が丘陵上か ら 採集 さ

れた こ と か ら 、 生活の痕跡 は 窺 え る 。 ま た、 集石遺構 (VII 区 8 X 1 0 ) も そ れを 裏 付 け る 証拠 と 言 え る 。 こ

れ ら の状況か ら 縄文時代 を 通 じ て 何時期かは小規模な集落が営 ま れて い た 可能性が考 え ら れる 。

[古塙時代]
古墳時代の様相 は 、 部分的 に 残存 し て いた遺物包含層 に お い て 比較的 ま と ま っ て 遺物が検 出 さ れた た め、

あ る 程度推測 は可能で あ る 。

こ れ ら の遺物 は谷部の堆積土か ら の検 出 で あ っ た た め遺構 は確認 さ れな か っ た が、 遺物の 出 土量及び費、

壷、 高杯等の器種構成か ら 小規模 な集落が営 ま れて い た と 恩われる 。

集落が営 ま れた 時期 は 、 検 出 さ れた土器がそ の形態的特徴か ら 4 世紀末か ら 5 世紀前半の 時期 に 相 当 す る

も のが大半 と 思われる こ と か ら 、 当該時期 と し た い 。 更な る 細分が可能 と 思われる が、 谷部の堆積で層位 的

に 検 出 で き な か っ た た め時 間軸 の 中 で の 明確な 断定はで き な い。

ま た、 南九州特有 の成川 式土器の系譜 を も っ粗雑な作 り の在地色の5郎 、土器 に 混 じ っ て 熊本県 中央部か ら

の搬入品 と 思 われる 薄手の精撤な作 り を し た 土器が検 出 さ れて お り 、 蔵城E陵 に 住んで い た 古墳時代人の広

範な活動が窺 え る 。

[中世]
中 世 に お け る 蔵城遺跡で は急傾斜 と い う 自 然地形 を う ま く 利用 し て 中世の 山城の造営が行われた。 そ の際、

防衛上堅固 な も の に す る た め蔵城丘陵の大規模な造成が行われて い る 。 各遺構 あ る い は表土か ら 検 出 さ れた

遺物か ら 、 中 世 に お け る 蔵城E陵の景観的変遷 を述べる こ と に す る 。

中 国陶磁器の年代及び遺構か ら の遺物 の 出 土状況か ら 見て 、 大別 し て 3 時期 に 区分で き る 。 第 1 期 は 1 4

世紀後半か ら 1 5 世紀前半で、 蔵城丘陵を 「城J と し て機能 さ せ る た め大規模 な 造成が行 わ れた 時期で あ る 。

埋土 中 に 1 4 世紀後半か ら 1 5 世紀前半の遺物 を 含んだ N 区 8 0 0 6 、 VI 区 8 0 0 1 、 VII 区 8 0 0 1 、 四 区

8 0 0 1 な ど 谷地形 を 利用 し た 竪堀、 堀切な ど の 防衛施設が正陵東側高台、 西側高台 を 囲 む よ う な 形で造成

さ れる 。 ま た 、 大規模 な造成 と L ザ 観点か ら 、 「北側竪堀J 、 「南側土塁J あ る い は正陵西側高台斜面部や

X 区平坦面等 も 同 じ 時期 に 造成 さ れた も の と 考 え ら れる 。 第 2 期 は 1 5 世紀中葉か ら 後半で、 遺構 と し て は

丘陵西側高台 に掘立柱建物跡 2 基 ( V 区 8 8 0 1 、 0 2 ) 、 そ れに伴 う 柵跡 ( V 区 8 X 0 3 、 0 4 ) が確認

さ れて い る 。 第 2 期 の段階で は ま だ第 l 期 の各遺構 は残存 し て い た も の と 考 え ら れる 。 第 3 期 は 1 6 世紀代

で あ る 。 遺構 は確認 さ れな か っ た が、 W 区 と V 区で 1 6 世紀代 に比定で き る 中 国産陶磁器が確認 さ れて い る

が、 N 区の場合、 四区平坦面造成の際生 じ た廃土か ら 検 出 さ れた も ので、 VIII 区平坦面 に 何 ら かの施設があ っ
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た も の と 考 え ら れる 。 こ の 時期 に 竪堀 ・ 堀切 と い っ た大規模な遺構の大部分 は埋め戻 し な ど に よ り 姿 を 消 し

た も の と 思われる 。

以上、 蔵城正陵 に お け る 中世の景観 を 3 期 に 分類 し 、 そ の変遷を 述べて みたが、 そ の う ち 第 1 期、 つ ま り

蔵城正陵が 「 山 城J と し て 機能 し は じ め る 開始期 に お け る 遺跡の性格及びそ の歴史的背景 につ い て 考 え て み

た い と 思 う 。

蔵城遺跡 に 関連す る 中世の遺跡 と し て 南東 に 5 0 0 m程離れた と こ ろ に 岩城跡があ る 。 こ の岩城跡 も 球磨

川 北岸の独立正陵上 に位置 し た 中 世城跡で、 「相良家文書j に み る 「木枝城j の比定地で あ る 。 r木枝城」

は永吉庄地頭平河氏の本拠地で あ っ た城で、 文献資料 に は南北朝の動乱期 に 「木枝城j の攻防戦が行われて

い た と の記載 も 見 ら れる こ と か ら 戦略上重要な拠点で あ っ た こ と が窺われる 。 ま た 、 近隣の字名 に は I覚井J

や 「馬場J な ど 中世的景観 を 色濃 く 残す字名 が見 ら れる 。 こ の他、 蔵城遺跡の北際 を 東西 に 旧道が走 っ て い

る が、 そ の道際 に 天文 3 年 ( 1 5 3 4 ) 銘の庚申 培が建て ら れて い る こ と か ら 、 古 く か ら の街道 と 思われる 。

こ れ ら 周辺地域 を 含め蔵城遺跡 を 概観 し た 場合、 「木枝城J と の 関連が重要で あ る 。 蔵城遺跡が 「覚井J

集 落 を 挟み込む よ う な 形で岩城跡 と 相対 し て 立地 し て い る こ と や蔵城遺跡北際 を 街道が通 り 、 そ の街道が

「覚井」 を 抜 け 岩城跡の 北側 を 通 っ て い る こ と か ら 、 蔵城遺跡 を 独立 し た 城跡 と 見 る ので は な く 、 周 辺地域

を 含 め 「木枝城」 を 中 心 と し た 有機的結合体の一部 と 見 る のが妥 当 で あ ろ う 。 こ の観点か ら 、 「木枝城J を

主城 と すれば、 中 世 に お け る 蔵城正陵 は 「木枝城J の 出 城 (西方瞥護) と し て 機能 し て い た も の と 思われる 。

第 l 期 は ち ょ う ど 南北朝 の動乱期 と 期 を 同 じ く し て お り 、 「木枝城」 周 辺 に お いて 何 ら かの緊張状態が生 じ

た 際 に 、 城下 を 含 め た 「木枝城J 警護の た め堅 固 な 防衛施設が蔵城丘陵 に 建て ら れた も の と 思われる 。

[近世]
近世の初頭か ら 中期 に か け て の時期、 蔵城正陵は居住域 と さ れて い な か っ た よ う で あ る 。 こ の 時期の遺構

と し て は、 丘陵西側高台西斜面 に 位置す る 平坦部 に所在す る 墓所があ る 。 時期 は残存す る 墓石の紀年銘で 明

暦 2 ( 1 6 5 6 ) 年か ら 享保 2 ( 1 7 1  7 ) 年 ま でが見 ら れる こ と か ら 1 7 世紀 中 頃か ら 1 8 世紀前半 に か

け て の も の と 思われる 。 副葬品 の肥前陶磁器の年代 も おお よ そ 当 該時期 に 当 て は ま る よ う で あ る 。 ま た、 副

葬 品 に景徳鎮産染付小杯や肥前陶磁器 を 多用 し 、 寛永通宝 を 入れた 墓 も 見 ら れる こ と か ら 当 時の富裕農民 あ

る い は武士 と い っ た 特定階級の墓所で あ っ た こ と が窺 え る 。

今 回 資 料 を 紹介で き な か っ た が、 時代は下 っ て 、 江戸後期の肥前陶磁器 も 揖乱土 中 で は あ る が数多 く 確認

さ れて い る 。 何 ら かの施設 あ る い は住居跡があ っ た と 考 え て 良 い 出土量であ っ た 。 こ の 頃、 調査時の地形が

ほ ぼ確立 し た も の と 思 われる 。

以上、 各時代の様相 を 見て き た が、 昭和 3 0年頃蔵城丘陵東側が大幅 に 削平 を 受 け た こ と や調査時 に お い

て も 民家が所在 し た こ と に つ け て も 、 後の時代 に な ればな る ほ ど地形の改変が進んで い っ た こ と がわ か る 。

そ の た め、 時代が古 く な ればな る ほ ど判明 し に く い部分が多 く な る のが実情で あ る 。 こ れ ら 各時代の様相 は

蔵城遺跡周辺の遺跡が解明 さ れる こ と に よ っ て 、 よ り 一層 の理解が深 ま る も の と 思われる 。 中 世 に お け る 蔵

城遺跡の位置付 け も 「岩城跡J の様相が解明 さ れな い 限 り 推測の域を 出 な い。 周 辺地域 を 含め た 今後の調査

に期待 し た い。 ま た 、 紙面 と 時間 の都合上今回割愛 し た近世墓群の詳細 な 考察 に つ い て は別の機会 に 行 う こ

と に し た い 。
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(付論)
熊本県球磨郡錦町蔵城遺跡 出 土 の 近世人骨

松下孝幸*

[キー ワ ー ド 熊本県、 近世人骨、 長頭型、 歯槽性突顎、 低顔、 低身長

はじ め に

熊本県球磨郡錦町大字木上 ( き の え) 字蔵城( く ら ん じ よ う ) に所在す る 蔵城遺跡の発掘調査カq 998年 に お こ

な わ れ、 20基の墓坑が検 出 さ れ、 1 9体の人骨が出土 し た 。

九州 で の 近世人骨の発掘調査例 は あ ま り 多 い も ので な く 、 出 土例数が多 い も の は北九州市 ぐ ら いで、 上清

水 (松下 ・ 他、 1 992) 、 宗玄寺 (松下、 1 995) 、 普済院跡 (松下、 1 996) 、 京町 (未報告) か ら 貴重 な 資料が

え ら れて お り 、 福岡市の天福寺 ( 中 橋、 1 987) な ど と と も に九州 の近世人骨の貴重 な例 と し て 活用 さ れて い

る 。 福岡県の例 と し て は こ の他 に 北九州市の下到津 (松下、 1 998) 、 犀川 町 の古川平原 (松下、 1 997) な

ど の例があ る が、 いずれ も 少数例で あ る 。

熊本県で は牛深市 の 桑 島 (立志、 1 970 ・ 脇、 1 970) 、 八代市の川 田 京坪遺跡 (松下 ・ 他、 1 980) 、 興善寺

町 の 四郎丸遺跡 (松下 ・ 他、 1 980) 、 頭地松本B遺跡 (松下、 1 999) があ る ぐ ら いで、 資料はかな り 少な L 、 。

本例の な か に は ほ ぼ完全な も の も あ り 、 熊本県南部で の近世人の特徴の一端 を知 る こ と が可能で あ っ た 。 ま

た興味あ る 所見 も 得 ら れた の で、 性別、 年齢お よ び人骨の形質的特徴な ど を 報告 し て お き た い 。

資 料
本遺跡か ら 今 回 出 土 し た 人骨は合計 1 9 体で、 表 1 に示す と お り 、 そ の う ち 成人骨が 1 8 体、 小児骨が 1

体で あ る 。 成人骨 は男性骨が 1 0 体、 女性骨が 6 体で、 残 り の2体は保存状態が悪 く 性判別がで き な か っ た 。

各人骨の性別 ・ 年令は表 2 の と お り で あ る

表 1 資 料 数 ( T a b l e l . N u mb e r  0 1  m a t e r i a l s ) 

成 人 小 児 合 計
男 性 女 性 不 明
1 0 6 2 1 1 9 

主 な 出 土人骨の残存状態 は省略 し た が、 な か に は保存状態が良好 な も の が存在す る 。

人骨は考古学的所見か ら 、 すべて 1 7世紀後半か ら 1 8世紀の近世 に 属す る 人骨 と 推定 さ れて い る 。

計測方法 は 、 Martin - Saller ( 1 957) に よ っ た が、 腔骨の横径 は オ リ ピエの方法で計測 し 、 鼻根部 に つ い

て は鈴木 ( 963) と 松下 ら ( 983) の方法で計測 し た 。

な お、 性判別 に つ い て は所見の項で そ れぞれの個体 ご と に そ の推定根拠 を 挙 げた 。 年齢区分 に 関 し て は表

3 の と お り で あ る 。

表 2 出 土 人 骨 一 覧 ( T a b l e 2 . L i s t  0 1  s k e l e t o n s ) 

人 骨 番 号 性 別 年 齢 頭 型 ( 頭 蓋 長 幅 示 数 ) 備 考
1 号 墓 人 骨 女 性 壮 年 長 頭 型

4 号 墓 人 骨 不 明 老 年 保 存 不 良
5 号 墓 人 骨 男 性 熟 年 長 頭 型

キTakayuki MATSUSHITA 
The Doigahama Site Anthropological Museum [土井 ヶ 浜遺跡 ・ 人類学 ミ ュ ー ジアム]

日UQU

 



ノーJ、 、，、
/ 

J 
t 
eイ』
-， J \  r ーへ、 、ー、)九 \ J \u - \  J 

\ 
t ーへ\ J \ .� 

ノ \ ..."，.- . _. ...
f f 

j 内、
f 

\ 
可
、
J J 

\ ρ )  、 � .r- \ I -
'-y- � ノ ー、

ち /

 

/

「

\
f

tl ‘

 

J

 

fII
r- -
fs，

 

t
/

 

LV

 

/

 

}

 

Jrl、
f

 

J

 

，、
，ノ‘、
l、

呈4"附付

ô 

9 7  



熊本県球磨郡錦町蔵城遺跡出 土の近世人骨

6 号 基 人 骨 男 性 老 年 長 頭 型

1 7 号 基 人 骨 男 性 壮 年 保 存 不 良
1 9 号 墓 人 骨 男 性 熟 年
2 1 号 墓 人 骨 女 性 壮 年 過 長 頭 型 ( 6 8 . 7 2 )

2 2 号 墓 人 骨 女 性 壮 年 保 存 不 良
2 6 号 基 人 骨 男 性 熟 年
2 7 号 基 人 骨 獣 骨

2 8 号 基 人 骨 小 児 ( 6 歳 )

2 9 号 義 人 骨 女 性 老 年 長 頭 型 ( 7 3 . 6 3 ) 1 4 1 . 7 0 c m ( 大 腿 骨 か ら )

3 0 .J号 基 人 骨 男 性 壮 年
3 1 号 基 人 骨 女 性 熟 年 中 頭 型 ( 7 8 . 4 9 ) 1 4 1 . 3 4 c m ( 腔 骨 か ら )

3 2 号 墓 人 骨 不 明 不 明 保 存 不 良
3 3 号 墓 人 骨 男 性 熟 年 保 存 不 良
3 4 号 基 人 骨 男 性 壮 年 保 存 不 良
3 5 号 墓 人 骨 女 性 壮 年 保 存 不 良
3 6 号 基 人 骨 男 性 壮 年 長 頭 型 ( 7 4 . 5 9 )

3 7 号 墓 人 骨 男 性 熟 年 保 存 不 良

表 3 年 齢 区 分 ( T a b l e  3 . D i v i s i o n  o f  a g e ) 

年 齢 区 分 年 齢
未 成 人 乳 児 1 歳 未 満

幼 児 l 歳 - 5 歳 (ii-相官噴出直前まで )

小 児 6 歳 - 1 5 歳 (M- 相官噴出�l �ii二大自由歯担完臨ま で )

成 年 1 6 歳 - 2 0 歳 (糧費頭肺結合富合ま で )

成 人 壮 年 2 1 歳 - 3 9 歳 ( 4 0 8締)

熟 年 4 0 歳 - 5 9 歳 ( 6 0 8ま菌}

老率 6 0 歳 以 上

注) 成年 と い う 用語 に つ い て は 、 土井 ヶ 浜遺跡第 1 4次発掘報告書 (松下、 1 996) を 参照 さ れた い。

1 号菖人骨 (女性、 壮年)

1 . 頭蓋

( 1  ) 脳頭蓋

所 見

右側 1 / 3 を 欠損 し て い る 。 外後頭隆起はやや発達 して い る 程度で、 乳様突起 は 中 程度。 縫合 は、 三主縫

合 の う ち 冠状縫合 と 矢状縫合の前部 の 内板は癒合 し て い る が、 ラ ム ダ縫合 と 矢状縫合の後部 の 内 板 と 三主縫

合 の 外板 は ま だ開離 し て い る 。

脳頭蓋の計測値 は 、 頭査最大長が 1 84mmで あ る 。 頭蓋最大幅 と パ ジオ ン ・ プ レグマ高 は 計測で き な いが、

幅径 は 狭 く 、 頭型は長頭型で あ る 。

(2) 顔面頭蓋

眉 上 弓 はやや隆起 し て い る が、 前頭結節の発達が良好で、 前頭部は丸い。 鼻根部 は狭 く 、 鼻骨は鼻骨間縫
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付 論

合へ向 け て 隆起 し て お り 、 鼻が高 い。 ま た 、 頬骨は外側へ張 り 出 し て は い な い。
顔面頭蓋の計測値 は 、 頬骨 弓 幅が [65mm X 2 = 1 30mm) 、 中顔幅は [48 X 2 = 96mm) で あ る が、 顔面の

高径 は計測で き な い。 顔面は狭か っ た よ う で あ る 。

限簡幅は42mm (左) 、 眼寓高は35mm (左) で、 限嵩示数 は83 . 3 3 (左) と な り 、 左側 はmesokonch (中 限寓) に
属 し て い る 。

鼻根部 の計測値 は 、 前眼寓間 幅が 1 5mm、 鼻根横弧長 は20mm、 鼻根轡 曲 示教 は 75 . 00 と な り 、 鼻根部 は

扇平で は な い。

2 . 歯

上下両顎 に は歯が釘植 し て い た 。 残存歯 と 歯槽の状態 を 歯式で示す と 、 次 の と お り で あ る 。

/ /  M 1 P 2 P l / 1 2 / 1 / 0 C P 1 P 2 M 1 /  / 

M a M 2 M 1 0  P 1 C  0 / 1 0 / / / P 2 M 1 e  e 

[/ : 不明 (破損) 0 : 歯槽開存 ・ : 歯槽閉鎖〕 以下同 じ

岐耗度 はBrocaの l 度で あ る 。

3 . 四股骨

( 1 ) 上肢骨

肩 甲 骨、 鎖骨、 上腕骨、 機骨、 尺骨が残存 し て い た 。

①上腕骨

骨体 は 細 い が、 肩平で、 三角 筋粗面の発達 は良好で あ る 。

計測値 は 、 中央最大径が2 1 mm (左) 、 中央最小径は 1 4mm (左) で、 骨体断面示数 は66 . 67 (左) と な り 、 骨体

はかな り 繭平で あ る 。 骨体最小周 は 5 1 mm (左) 、 中央周 は59mm (左) で、 骨体 は 細 い 。

②榛骨

左側骨体が残存 し て い た 。 骨体 は 細 い が、 骨間緑の発達は良好で あ る 。

③尺骨

尺骨 も 左側が残存 し て い た 。 骨体 は 細 い 。

(2) 下肢骨

寛骨、 大腿骨、 腔骨お よ び排骨が残存 し て い た 。

①寛骨

左側の腸骨が残 っ て い た が、 大坐骨切痕や恥骨下角 は観察で き な い 。

②大臨骨

左右の骨体が残存 し て い た 。 骨体 は 細 い が、 粗線の発達 は悪 く な い よ う で、 骨体上部 も 扇平で あ る 。

計測値 は 、 骨体 中央矢状径は計測で き な い が、 横径は22mm(右) 、 23mm (左) で あ る 。 骨体 中央周 は 72mm

(左) で、 骨体 は 細 い 。 ま た 、 上骨体断面示数 は66 .67 (左) と な り 、 骨体上部 は 著 し く 扇平で あ る 。

③腔骨

骨体 は細 く 、 丸 い 。 前線は鈍縁で、 ヒ ラ メ 筋線の発達 は良好で あ る 。 骨体の 断面形 は 左側 はへ リ チ カ の V

型 を 呈 し て い る 。

計測値 は、 中央最大径が23mm (左) 、 中央横径 は 1 8mm (左) で、 中央断面示 数 は 7 8 . 2 6 (左) と な り 、 骨体に

は扇平性 は認め ら れな い。 骨体周 は 66mm(左) 、 最小周 は6 1 mm (左) で、 骨体 は 細 い 。

4 . 性別 ・ 年齢

性別 は、 前頭結節の 発達が良好で、 前頭部 は丸 く 、 四肢骨が細 い こ と か ら 、 女性 と 推定 し た 。 年齢 は 、 ラ

ムダ縫合 と 矢状縫合の後部 の 内 板が開離 し て い る こ と か ら 、 壮年 と 考 え ら れる 。

- 99 ー



熊本県球磨郡錦町蔵城遺跡 出 土の近世人骨

4 号墓人骨 (性別不問、 老年)

ブ レ グマ を 中 心 と す る 前頭骨 と 頭頂骨が残存 し て い た 。 骨壁は堅牢で あ る 。 冠状縫合 と 矢状縫合 は 内 外両

板 と も 閉鎖 し て い る よ う で あ る 。 年齢 は こ の こ と か ら 老年 と 推定 さ れる が、 性別 は 不 明で あ る 。

5 号墓人骨 (男性、 熟年)

残存 し て い た の は頭蓋、 上腕骨、 大腿骨、 腔骨お よ び緋骨で あ る 。

1 . 頭蓋

頭蓋冠が残存 し て い た 。 外後頭隆起の発達は良好で あ る 。 縫合 は、 三主縫合 と も 内板 は 閉鎖 し て お り 、 外

板 は ま だ開離 し て い る 。 眉 上 弓 の 隆起は強い。 鼻骨 も 鼻骨間縫合へ向 け て 隆起 し て お り 、 鼻が高 く 、 鼻根部

の様態 は 1 号墓人骨 (女性) に 酷似 し て い る 。

脳頭蓋の計測値 は、 頭蓋最大長が2 0 0 mmで長 L 、 。 頭蓋最大幅 と パジオ ン ・ ブ レグマ高 は計測で き な いが、

観察 し た と こ ろ で は、 頭型 は 長頭型で あ る 。

2 . 四股骨

上腕骨、 腔骨、 勝骨 は計測で き な い が、 そ の径 は大 き L 、 。

大腿骨体 は男性 と し て は細 い が、 矢状径 は大 き く 、 柱状形成がみ ら れる 。

3 . 性別 ・ 年齢

性別 は 、 眉 上 弓 の 隆起が強 く 、 上腕骨や勝骨な ど の径が大 き い こ と か ら 、 男性 と し た 。 年齢 は三主縫合 の

内 板が閉鎖 し 、 外板が開離 し て い る こ と か ら 、 熟年 と 推定 し た 。

6 号重人骨 (男性、 老年)

1 . 頭蓋

( 1 ) 脳頭蓋

左側の一部 を 欠損 し て い る 。 外後頭隆起 はやや隆起 し て い る 。 三主縫合 の 内 板 は 癒合 し て お り 、 外板 に も

か な り 癒合が認め ら れる 。

脳頭蓋の計測値 は 、 頭蓋最大長 が 1 84mmで あ る 。 頭蓋最大幅 と パ ジオ ン ・ ブ レグマ高 は計測で き な い が、

観察 し た と こ ろ 、 頭型は長頭型で あ る 。 ま た 、 頭蓋水平周 は 5 1 4mm、 横弧長 は 302mmで あ る 。

(2) 顔面頭蓋

眉 上 弓 はやや隆起 し て お り 、 前頭結節の 発達 は 弱 い 。 鼻根部 は狭 く 、 扇平で あ る 。

顔面頭蓋 の計測値 は 、 中顔幅が (5 1 mm X 2 = l 02mm) 、 上顔高 は (57mm) で あ る が、 頬骨弓 幅、 顔高

は計測で き な い 。 観察 し た と こ ろ 、 顔の高径 はかな り 低 い。 上顔示数 は (55 . 88) ( V ) と な り 、 顔面 に は

著 し い低 ・ 広顔傾 向 が認 め ら れる 。

眼簡は低限寓 に 、 鼻部 は低鼻 に 属 し て お り 、 鼻根部 は扇平で あ る 。

2 . 歯

上下両顎 に は歯が釘植 し て い た 。 残存歯 と 歯槽の状態 を 歯式で示す と 、 次 の と お り で あ る 。

• •  • • • C • 1 1 

・ ・ ・ ・ P 1 C 0 0 

吸耗度 はBrocaの3度で あ る 。

3 . 四股骨

I 1 1 2 C ・ ・ ・ ・ ・
O ・ C P 1 • • • • 

上腕骨の一部、 寛骨、 大腿骨、 腔骨お よ び勝骨が残存 し て い た 。

①寛骨
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付 論

左側の寛骨臼部分が残 っ て い た が、 大坐骨切痕の角度、 恥骨下角 な ど は観察で き な い。
②大腿骨

長 さ は長 く な い よ う で あ る が、 骨体 は太い。

計測値 は 、 骨体 中央矢状径が2 7mm (左) 、 横径 は30mm (左) で、 骨体 中 央 断面示教 は 9 0 . 00 (左) と

な り 、 組線や骨体両側面の後方への発達 は 悪 い。 骨体 中央周 は9 1 mm (左) で、 骨体 は 太 い 。 ま た 、 上骨体

断面示数 は 8 1 . 25 (左) と な り 、 骨体上部の扇平性は弱 い 。

③腔骨

計測 は あ ま り で き な い が、 骨体 はやや太 く 、 ヒ ラ メ 筋線の発達 は い い方で あ る 。

④脚骨

径 は 大 き く 、 稜の発達 は 良好で、 溝 も 深 い。

4 . 性別 ・ 年齢

性別 は 、 外後頭隆起 と 眉上 弓 がやや隆起 し て お り 、 四肢骨の径が大 き い こ と か ら 、 男 性 と 推定 し た 。 年齢

は、 三主縫合の外板 に も 癒合 が進行 し て い る こ と か ら 、 老年 と 考 え ら れる 。

1 7号墓人骨 (男性、 壮年)

残存量 は 少 な く 、 頭蓋、 上腕骨お よ び大腿骨の そ れぞれ一部のみで あ る 。

下顎骨 は オ ト ガイ が高 く 、 径 は 大 き い。

計測がで き た の は左側上腕骨のみで、 そ の計測値は、 中央最大径が2 1 mm (左) 、 中 央最小径 は 1 7mm ( 

左) で、 骨体断面示数 は 80 . 95 (左) と な り 、 骨体は扇平で は な い が、 三角筋粗面の発達 は 懇 く な い 。 中 央

周 は65mm (左) で あ る 。

性別 は 、 下顎骨 と 上腕骨の径が大 き い こ と か ら 、 男性 と し た 。 年齢 は 観察で き た ラ ム ダ縫合が内 外両板 と

も ま だ開離 し て い る こ と か ら 、 壮年 と 思われる 。

1 9号墓人骨 (男性、 熟年)

残存量 は 少 な い 。 頭蓋、 大腿骨、 腔骨のみで あ る 。

1 . 頭蓋

外後頭隆起の 観察 は で き な い。 眉 上 弓 の 隆起 は 弱 い 。 鼻根部 は 狭 く 、 鼻骨 は 鼻骨間縫合へ向 け て 隆起 し て

お り 、 鼻が高 く 、 鼻根部 は 、 l 号墓人骨(女性) と 5号墓人骨 (男性) に 酷似 し て い る 。

三主縫合の う ち 、 冠状縫合 と 矢状縫合の観察がで き た が、 内板は両者 と も 癒合 し て お り 、 外板 は ま だ開 離

し て い る 。

2 . 四股骨

左側腔骨が計測で き た 。 計測値 は 、 中央最大径カ�2 7mm (左) 、 中央横径 は 1 8mm (左) で、 中 央 断面示

数は66 .67 (左) と な り 、 骨体 はやや扇平で あ る 。 骨体周 は 73mm (左) で あ る 。

3 . 性別 ・ 年齢

性別 は 、 腔骨体の径が大 き い こ と か ら 、 男性 と し た 。 年齢 は、 冠状縫合 と 矢状縫合 の 内 板 が両者 と も 癒合

し て お り 、 外板は ま だ 開離 し て い る こ と か ら 、 熱年 と 思 われる 。

2 1 号墓人骨 (女性、 壮年)

1 . 頭蓋

( 1 ) 脳頭蓋
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熊本県球磨郡錦町蔵城遺跡 出土の近世人骨

外後頭隆起の発達は悪 く 、 乳様突起 も 小 さ い。 三主縫合の内板は、 矢状縫合 だ け が癒合 し て お り 、 外板は

三主縫合すべて が開離 し て い る 。

脳頭査の計測値は、 頭蓋最大長が 1 79mm、 頭蓋最大幅 は 1 23mm、 パ ジオ ン ・ ブ レ グマ高 は 1 29mmで、 あ

る 。 頭蓋長幅示数 は68 . 72、 頭蓋長高示数 は72 .07、 頭蓋幅高示数 は 1 04 . 88 と な り 、 頭型 はhyperdolicho- ， 

ortho- ， akrokran (過長頭型、 中 頭型、 尖頭型) に属 して い る 。 ま た、 頭蓋水平周 は495mmで あ る 。

(2) 顔面頭蓋

眉 上 弓 の隆起は認め ら れな い。 前頭部 は豊かに膨隆 し て い る 。 鼻根部 は狭 く 、 鼻骨 は鼻骨間縫合へ向 けて

隆起 し て お り 、 鼻が高 く 、 鼻根部 は 、 1 号墓人骨 (女性) 、 5 号墓人骨 (男性) お よ び 1 9号墓人骨 (男性

) に よ く 似て い る 。

顔面頭蓋の計測 は ほ と ん ど で き な いが、 観察 し た と こ ろ ‘ 顔の幅は狭 く 、 高径 も かな り 低い。 ま た、 強 い

歯槽性突顎が観察 さ れる 。

2 . 歯

上下両顎 に は歯が釘植 し て い た 。 残存歯 と 歯槽の状態 を歯式で示す と 、 次の と お り で あ る 。

/ M 2 M 1 P 2 / C 1 2 / 1 / / C P 1 P 2 M 1 M 2 M s  

M s M 2 M 1 P 2 P 1 0 1 2 1 1 1 1 1 1 2 C P 1 P 2 0  M 2 M s  

唆耗度 はBrocaの 1 �2度で あ る 。

3 . 四肢骨

肩 甲 骨、 鎖骨、 上腕骨、 横骨、 尺骨、 寛骨お よ び大腿骨が残存 し て い た 。

上腕骨、 機骨、 尺骨の径は 小 さ く 、 骨体 は細いが、 三角 筋組面や骨間縁の発達 は き わめて 良好で、 上腕骨

体 は属平で あ る 。

両側の 寛骨が残 っ て お り 、 大坐骨切痕の角度は大 き い。

大腿骨 は ほ と ん ど 計測で き な い が、 径 は小 さ い。

4 . 性別 ・ 年齢

性別 は、 外後頭隆起 と 眉 上 弓 の発達が悪 く 、 乳様突起 も 小 さ く 、 前頭部が膨隆 し て い る こ と か ら 、 女性 と

推定 し た 。 年齢 は 、 冠状縫合 と ラ ム ダ縫合の内板 と 三主縫合の外板が開離 し て い る こ と か ら 、 壮年 と 思われ

る 。

22号墓人骨 (女性、 壮年)

残存量 は き わめて少な く 、 前頭鱗片 と 左側大腿骨のみであ る 。 冠状縫合 は完全 に 開離 し て い た よ う で あ る 。

左側大腿骨 は か な り 小 さ く 細 い 。

性別 は、 大腿骨の径がかな り 小 さ い こ と か ら 、 女性 と し た。 年齢 は、 冠状縫合が完全 に 開離 し て い た よ う

な ので、 壮年 と 推定 し た 。

26号墓人骨 (男性、 熟年)

残存量 は少な く 、 残 っ て い た の は頭蓋冠、 大腿骨お よ び腔骨 の そ れぞれ一部の みで あ る 。 頭蓋の径はかな

り 大 き い。 縫合 は三主縫合 と も 内板は癒合 し て お り 、 外板 は開離 し て い る 。

大腿骨 も 腔骨 も 計測で き な いが、 径は大 き く 、 大腿骨 は組線 も 幅広 く 柱状性 も み ら れる 。

性別 は 、 頭蓋や 四肢骨の径が大 き い こ と か ら 、 男性 と し た 。 年齢は、 三主縫合の 内板が癒合 し 、 外板が開

離 し て い る こ と か ら 、 熟年 と 思われる 。
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28号墓人骨 (小児)

頭蓋 と 四肢骨 と が残 っ て い た 。 小児骨の割に は保存状態 は よ い。 年齢は、 上下両顎の第一大臼歯が、 萌 出
を 完了 は し て い な いが、 すでに歯槽を破 り 、 萌 出 を始めて い る こ と か ら 6歳 ( :t 1 歳) と 推定 し た (表3参照) 。

29号車人骨 (女性、 老年)

1 . 頭蓋

( 1 ) 脳頭蓋

保存状態 は 良好で あ る 。 外後頭隆起の発達は悪 く 、 乳様突起 も 小 さ い。 三主縫合 は 内 外両板 と も 癒合閉鎖

し て い る 。

脳頭蓋の計測値 は 、 頭蓋最大長 が 1 82mm、 頭蓋最大幅は 1 34mmで、 頭蓋長幅示数 は 73 .63 と な り 、 頭型

はdolichokran (長頭型) に 属 し て い る 。 ま た 、 頭蓋水平周 は 5 1 1 mm、 横弧長 は295mmで あ る 。

(2) 顔面頭蓋

顔面頭葦 は完全で あ る 。 眉 上 弓 の 隆起 は き わめて弱 く 、 鼻根部 は扇平で あ る 。

顔面頭蓋の計測値 は 、 頬骨弓 幅が 1 32mm、 中顔幅は94mm、 顔高 は 1 09mm、 上顔高 は64mmで、 顔示数

は82 . 58 (K) 、 1 1 5 . 96 (V ) 、 上顔示数 は48.48 (K) 、 68 .09 (V) と な り 、 顔面は低 ・ 広顔で あ る 。

眼簡幅 は43mm(右) 、 42mm (左) 、 限寓高 は34mm(右) 、 34mm (左) で、 眼筒示数 は 79 .07 (右) 、 80 . 92 (左)

と な り 、 両側 と も mesokonch ( 中 限筒) に属 し て い る 。

鼻幅は2 7mm、 鼻 高 は 48mmで、 鼻示数 は 56 . 2 5 と な り 、 chamaerrhin (低鼻) に 属 し て い る 。

鼻根部 の計測値 は、 前眼寓間幅が 1 7mm、 鼻根横弧長は 1 9mm、 鼻根轡 曲示数は89 .47 と な り 、 鼻根部は

扇平で あ る 。

側面角 は、 全側面角 カ�82度、 歯槽側面角 は (68度) で、 歯槽性突顎の傾向が認め ら れる 。

2 . 歯

上下両顎 に は歯が釘植 し て い た 。 残存歯 と 歯槽の状態 を歯式で示す と 、 次の と お り で あ る 。

/ M 2 M 1 P 2 P 1 C  1 2 1 1 1 1 1 1  2 C P 1 P 2 M 1 M 2 /  

/ M 2 M 1 P 2 P 1 C  1 d 1 1 1 t l 2 C P 1 P 2 M 1 e e 

岐耗度 はBrocaの l 度で あ る 。 ま た 、 歯の吸合形式 は鉄状岐合で あ る 。

3 . 四肢骨

( 1 ) 上服骨

上腕骨、 榛骨お よ び尺骨の径 は 小 さ いが、 三角 筋粗面や骨間縁の発達 は良好で、 と く に 榛骨の骨間縁は著

し く 発達 し て い る 。

(2) 下服骨

①寛骨

大坐骨切痕の角度 と 恥骨下角 は大 き い。 ま た 、 耳状面前溝が認め ら れる 。

②大腿骨

長 さ は短 く 、 骨体 は 細 い 。

計測値 は、 巌大長が3 54mm (右) 、 骨体中央周 は76mm (右) で、 長厚示数 は2 1 . 78 (右) と な り 、 骨体 は

やや頑丈で あ る 。 骨体中央矢状径 は23mm (右) 、 構径 は25mm (右) で、 骨体 中央断面示教 は92 .00 (右)

と な り 、 粗線や骨体両側面の後方への 発達 は き わめて悪い。 ま た 、 上骨体断面示数 は 7 0 . 00 (右) 、 72 . 4 1

(左) と な り 、 骨体上部 は扇平で あ る 。

③腔骨
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熊本県球磨郡錦町蔵減遺 跡 出 土の近世人骨

長 さ は短 く 、 骨休 も 細 い。 ヒ ラ メ 筋線の発達 も 悪い。 骨体の断面形 は右側 はへ リ チ カ の N型、 左側 は V 型

を 呈 し て い る 。

計測値 は 、 腔骨最大長が296mm(右) 、 292mm (左) 、 骨体周 は72mm (右) 、 7 1 mm (左) 、 最小周 は65mm(右) 、

65mm(左) で、 長厚示数 は22 .65 {右) 、 22 . 57 {左) で あ る 。 中央最大径 は26mm (右) 、 2 5mm (左) 、 中央横径は

1 9mm (右) 、 20mm (左) で、 中 央断面示数 は73 .08 (右) 、 80 .00 (左) と な り 、 骨体 に は肩平性 は認め ら れな い 0

4 . 推定身長値

大腿骨最大長か ら 、 P e a r s o n お よ び藤井の公式 を 用 い て 推定身長値 を 算 出 す る と 、 そ れぞれ1 4 1 . 70cm

(Pearson、 右) 、 1 40 . 34cm(藤井、 右) と な り 、 低身長であ る 。

5 . 性別 ・ 年齢

性別 は 、 眉 上 弓 の 隆起が弱 く 、 大坐骨切痕の角度が大 き い こ と か ら 、 女性 と 推定 し た 。 年齢は、 三主縫合

が内外岡板 と も 癒合閉鎖 し て い る ので、 老年 と 考 え ら れる 。

30号菖人骨 (男性、 社年)

1 . 頭蓋

( 1 ) 脳頭蓋

外後頭隆起の観察 はで き な い。 眉 上 弓 の 隆起 はやや強い。 鼻根部 は狭 く 、 鼻骨 は鼻骨間縫合へ向 け て 陸起

し て お り 、 鼻が高 く 、 鼻根部 は 、 1 号墓人骨(女性) 、 5号墓人骨 (男性) 、 1 9号墓人骨(男性) お よ び2 1 号墓人骨

(女性) に よ く 似て い る 。 冠状縫合 と 矢状縫合の観察がで き た が、 両者 と も 内 外両板 は 開離 し て い る 。 頭蓋壁

は薄い。

計測 は ほ と ん ど で き な い。 頭型 は不明であ る 。 上顔高 は 59mm し か な く 、 かな り の低顔で あ る 。

ま た、 上顎骨歯槽突起 に は5郎 、歯槽性突顎の傾向が認め ら れる 。

2 . 歯

上下両顎 に は歯が釘植 し て い た 。 残存歯 と 歯槽の状態 を歯式で示す と 、 次 の と お り で あ る 。

M s M 2 M 1 P 2 P 1 C 1 2 1 1 1 1 1 1 2 C P 1 P 2 M 1 M 2 / 

M s M 2 M 1 P 2 P 1 / 1 2 1 1 1 1 1 1 2 /  P 1 P 2 M 1 M 2 M s 

唆耗度 はBrocaの 1 度で あ る 。 ま た、 第三大臼歯は歯根が完成 し て お ら ず、 歯槽の状態か ら こ れは ま だ未

萌 出 だ っ た よ う で あ る 。

3 . 四股骨

四肢骨は、 上腕骨、 大腿骨お よ び鹿骨が残 っ て いたが、 ほ と ん ど 計測で き な い。 観察 し た と こ ろ 、 径 は い

ずれ も 小 さ L 、 。

4 . 性別 ・ 年齢

性別 は、 眉 上 弓 の 隆起がやや強い こ と か ら 、 男性 と し た 。 年齢 は、 冠状縫合 と 矢状縫合が内 外両板 と も 開

離 し、 第三大 臼歯の歯根が未完成た、 っ た こ と か ら 成年 を 疑 っ た が、 蝶後頭軟骨結合が完全 に 癒合 し て い る こ

と か ら 、 20歳 を超 え て い る も の と 思われた ので、 壮年 と し た 。

3 1 号墓人骨 (女性、 熟年)

1 . 頭蓋

( 1 ) 脳頭蓋

外後頭隆起の発達 は 悪 く 、 乳様突起 も 小 さ い。 三主縫合 は内板 はすべて 癒合閉鎖 し て お り 、 外板 はすべて

開離 し て い る 。
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脳頭蓋の計測値 は、 頭蓋最大長が 1 72mm、 頭葦最大幅は 1 35mm、 パ ジオ ン ・ ブ レ グマ 高 は 1 32mmであ

る 。 頭蓋長幅示数 は 78 .49、 頭蓋長高示数 は 76 . 74、 頭蓋幅高示数 は 9 7 . 78 と な り 、 頭型 はmeso- ， hypsi- ，  

metriokran (中頭型、 高頭型、 中頭型) に 属 し て い る 。 ま た、 頭蓋水平周 は496mm、 横弧長 は305mm、 正

中矢状弧長 は360mm で あ る 。

(2) 顔面頭蓋

眉 上 弓 の隆起は き わ め て 弱 く 、 鼻根部 は広 く 、 扇平であ る 。

顔面頭蓋の計測値 は 、 頬骨弓 幅が (64mm x 2 =  1 28mm) 、 中顔幅は (46mm X 2 =92mm) で あ る が、 顔
高 と 上顔高 は、 上顎骨歯槽突起が萎縮 し て し ま っ て い る ので計測で き な いが、 観察 し た と こ ろ で は顔面の高
径 は かな り 低 く 、 著 し い低 ・ 広顔傾向 が認め ら れる 。

眼簡幅 は40mm (右) 、 40mm (左) 、 眼商高 は3 1 mm(右) 、 3 1 mm (左) で、 眼寓示数 は 7 7 . 5 0 (右) 、 7 7 . 5 0 (左)

と な り 、 両側 と も mesokonch ( 中 限嵩) に属 し て い る 。

鼻幅は28mm、 鼻高 は48mmで、 鼻示数 は58 .33 と な り 、 hyperchamaerrhin (過低鼻) に 属 し て い る 。

鼻根部の計測値 は 、 前眼嵩間幅が20mm、 鼻根横弧長 は23mm、 鼻根雪曲示数は86 . 96 と な り 、 鼻根部は

扇平であ る 。

2 . 歯

上下両顎 と も 歯槽が閉鎖 し て お り 、 歯 は ま っ た く 存在 し な い 。

3 . 四股骨

( 1 ) 上服骨

肩 甲 骨、 鎖骨、 上腕骨、 検骨、 尺骨が残存 し て いた。

①上腕骨

骨体 は細 いが、 三角筋組面の発達は良好で、 扇平で あ る 。

計測値 は 、 中 央最大径が20mm (左) 、 中央最小径 は 1 4mm (左) で、 骨体断面示数 は 7 0 . 00 (左) と な り 、 骨体

に は強い肩平性が認め ら れる 。 骨体最小周 は52mm(左) 、 中央周 は 57mm(左) で、 骨体 は 細 い 。

②構骨 ・ 尺骨

骨体 は 細 い が、 骨間縁の発達 は良好で あ る 。

(2) 下腰骨

寛骨、 大腿骨、 腔骨お よ び緋骨が残存 し て い た 。

①寛骨

大坐骨切痕の角度 は 大 き い 。 耳状面前溝の観察はで き な い 。

②大腿骨

長 さ は短 く 、 骨体 は 細 い 。 ま た 、 粗線の発達 も 悪い。

計測値 は 、 骨体中央矢状径カ�22mm (右) 、 23mm (左) 、 横径は22mm (右) 、 22mm (左) で、 骨体

中央断面示数 は 1 00 . 00 (右) 、 1 04 . 5 5 (左) と な り 、 組線や骨体両側面の後方への発達 は比較的良好 な 方

で あ る 。 骨体 中 央周 は 70mm (右) 、 72mm (左) で、 骨体 は細い。 ま た 、 上骨体断面示数 は80 .77 (右) 、

80 .77  (左) と な り 、 骨体上部の扇平性は弱い。

③腔骨

骨体 は 細 い が、 ヒ ラ メ 筋線の発達 は良好で あ る 。 骨体の 断面形 は両側 と も へ リ チ カ の H 型 を 呈 し て い る 。

計測値 は、 腔骨最大長が2 9 1 mm (左) 、 骨体周 は65mm (左) 、 最小周 は59mm (右) 、 60mm (左) で、

骨体 は細 く 、 長厚示数 は 2 1 . 20 (左) で あ る 。 中央最大径 は23mm (左) 、 中 央横径 は 1 8mm (右) 、 1 8mm

(左) で、 中 央断面示数 は 78 .26 (左) と な り 、 骨体 に は扇平性 は認め ら れな い。
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4 . 推定身長値

腔骨の全長 と 最大長か ら 、 Pearsonお よ び藤井の公式を 用 い て 推定身長値 を 算 出 す る と 、 そ れぞ れ1 4 1 . 34

cm(Pearson、 左) 、 1 4 1 . 85cm (藤井、 左) と な り 、 低身長で あ る 。

5 . 性別 ・ 年齢

性別 は 、 眉 上 弓 が弱 く 、 大坐骨切痕の角度が大 き い こ と か ら 、 女性 と 推定 し た 。 年齢は、 三主縫合 の 内 板

がすべて 癒合閉鎖 し て お り 、 外板は ま だ開離 し て い る こ と か ら 、 熱年 と 考 え ら れる 。

32号菖人骨 (性別 ・ 年齢不問)

左側側頭骨片 と 左側大腿骨体片が残存 し て い た に す ぎ な い。 性別、 年齢 と も に 不 明 で あ る 。

33号菖人骨 (男性 ・ 熟年)

頭蓋冠 と 上顎骨が残存 し て い た 。 計測 はで き な いが、 径 は大 き い。 頭型 は観察 に よ れば、 長 さ が短 い よ う

な ので、 短頭型 に 傾 い て い た か も し れな い。 眉上弓 の隆起はかな り 弱 く 、 鼻根部 も 扇平 で あ る よ う で あ る 。

縫合 は 冠状縫合 と 矢状縫合の観察がで き た が、 いずれも 内板 は癒合 し て お り 、 外板 は 開 離 し て る 。

下顎歯が残存 し て い た 。 歯式で示す と 次の と お り で あ る 。

/ / / / 0 C 1 2 0 1 / 0 / p 1 / / / / 

唆耗度 はBrocaの3度で あ る 。

四肢骨は、 上腕骨、 大腿骨、 腔骨お よ び排骨が残存 して い た が、 ほ と ん ど計測がで き な L 、 。 観察 し た と こ

ろ 、 骨体の 径 は し 、ずれ も 大 き い。

性別 は 、 頭査や 四肢骨の径が大 き い こ と か ら 、 男性 と し た 。 年齢は、 冠状縫合 と 矢状縫合 の 内 板 が癒合 し 、

外板 は 開離 し て い る こ と か ら 熟年 と 推定 し た 。

34号墓人骨 (男性 ・ 壮年)

頭蓋冠、 左側大腿骨、 左側腔骨お よ び左側膝蓋骨が残存 し て い た 。 縫合は冠状縫合 と 矢状縫合の観察がで

き た が、 いずれ も 内 外両校 は ま だ開離 し て い る 。

遊離歯が残存 し て い た 。 歯式で示す と 次の と お り で あ る 。

/ /  / / / / / / I / / C / p 2 M 1 M 2 /  

/ / / / / / / / 1 / / / / p 2 M 1 / / 

岐耗度 はBrocaの l 度で あ る 。

大腿骨 も 腔骨 も 計測 は で き な いが、 観察 し た と こ ろ 、 骨体の径は大 き い 。

性別 は 、 四肢骨の径が大 き い こ と か ら 、 男性 と し た 。 年齢 は、 冠状縫合 と 矢状縫合が内外両板 と も 開離 し

て い る こ と か ら 、 壮年 と 思わ れる 。

35号墓人骨 (女性 ・ 壮年)

頭蓋左側半分が残存 し て い た 。 外後頭隆起の発達は悪 く 、 乳様突起 も 小 さ い。 冠状槌合 と ラ ム ダ縫合の観

察がで き た が、 両者 と も 内 外両板 は 開離 して い る 。

四肢骨は、 左側の榛骨、 尺骨お よ び大腿骨片が残 っ て い た が、 計測 は いず れ も で き な いが、 榛骨の骨間縁

は よ く 発達 して い る 。

性別 は、 外後頭隆起の発達は慈 く 、 乳様突起 も 小 さ い こ と か ら 、 女性 と し た 。 年齢は、 冠状縫合 と ラ ム ダ

縫合が内外両板 と も 開離 し て い る こ と か ら 、 壮年 と 推定 し た 。
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36号墓人骨 (男性 ・ 壮年)

1 . 頭蓋

( 1 ) 脳頭蓋

付 諭

外後頭隆起の発達 は あ ま り よ く は な い よ う で あ る 。 三主縫合の う ち 冠状縫合 と 矢状縫合 の 内 板 は 開離 し て
い る が、 ラ ム ダ縫合の 内板 は癒合 し て い る 。 外板 はすべて 開離 し て い る 。

脳頭蓋の計測値 は 、 頭蓋最大長が 1 8 1 mm、 頭蓋最大幅は 1 35mmで、 頭蓋長幅示 数 は 74.59 と な り 、 頭型
はdolichokran (長頭型) に 属 し て い る 。 ま た、 頭蓋水平周 は506mm、 横弧長 は 3 1 2mmで、 あ る 。

(2) 顔面頭蓋

眉 上 弓 は強 く 隆起 し 、 鼻根部 は扇平で あ る 。

顔面頭蓋の 計測値 は 、 中顔幅が99mmで、 他の 幅径や高径 は計測で き な い が、 観察 し た と こ ろ 、 顔面の高

径はかな り 低 い。

眼簡幅は44mm (左) 、 眼商高 は33mm (右) 、 32mm (左) で、 H良禽示数 は 72 . 73 (左) と な り 、 左側

はchamaekonch (低限寓) に 属 し て い る 。

鼻幅は24mm、 鼻高 は48mmで、 鼻示数 は50 . 00 と な り 、 meson七in 中鼻) に 属 し て い る 。

鼻根部の計測値 は 、 前眼簡閲幅が1 5mm、 鼻根横弧長は 1 7mm、 鼻根望号 曲 示 数 は88 . 24 と な り 、 鼻根部 は

扇平で あ る 。

2 . 歯

上下両顎 と も 歯槽が閉鎖 し て お り 、 歯 は ま っ た く 存在 し な い。

3 . 四股骨

( 1 ) 上限骨

鎖骨、 上腕骨、 榛骨、 尺骨が残存 し て い た 。

計測 は ほ と ん ど で き な し 、 。 骨体 は 細 い。

(2) 下肢骨

寛骨の一部、 大腿骨、 腔骨お よ び勝骨が残存 し て い た 。

①大腿骨

骨体 は細い。 ま た 、 組線の 発達 も 悪 いが、 骨体上部 は扇平で あ る 。

計測値 は 、 骨体中央矢状径カ�2 5mm (左) 、 横径は25mm (右) 、 25mm (左) で、 骨体 中 央断面示数 は

1 00 . 00 (左) と な り 、 粗線や骨体両側面の後方への発達 は あ ま り よ く な い 。 骨体 中央周 は 79mm (左) で、

骨体 は細 L 、。 ま た、 上骨体断面示教 は7 5 . 86 (右) 、 72 .4 1 (左) と な り 、 骨体上部 は肩平で あ る 。

②腰骨

骨体 は 細 い が、 ヒ ラ メ 筋線の発達は良好で あ る 。 骨体の断面形は左側はへ リ チ カ の V 型 を 呈 し て い る 。

計測値 は 、 中央最大径カ�2 5mm (左) 、 中央横径 は 1 9mm (左) で、 中 央断面示数 は 76 . 00 (左) と な り 、

骨体 に は扇平性 は認め ら れな L 、 。 骨体周 は 72mm (左) 、 最小周 は65mm (左) で、 骨体 は 細 い 。

4 . 性別 ・ 年齢

性別 は、 眉 上 弓 が隆起 し て い る こ と か ら 、 男性 と 推定 し た 。 年齢 は、 三主縫合の う ち 冠状縫合 と 矢状縫合

の 内 板お よ び三主縫合の外板が開離 し て い る こ と か ら 、 壮年 と 考 え ら れる 。

37号墓人骨 (男性 ・ 熟年)

頭葦片、 榛骨片、 大腿骨が残存 し て い た 。 冠状縫合の左側部が観察で き た が、 内 板 は癒合 し 、 外板 に も 癒

合が進行 し て い る よ う で あ る が、 縫合線 を ま だ認 め る こ と がで き る 。 径 は 大 き そ う で、 前頭部 は 傾斜 し て い

る 。
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熊本県球殿郡錦町J蔵械遺跡出 土の近世人骨

四肢骨 は計測で き な し 、 。 大腿骨 はかな り 細 いが、 検骨の骨間縁は よ く 発達 し て い る 。

性別 は 、 四 肢骨 は 細 い が、 頭蓋の径が大 き そ う な こ と と 、 前頭鱗が後方へ傾斜 し て い る こ と か ら 、 男性 と

し た 。 年齢 は 、 冠状縫合の左側部の 内 板が癒合 し て い る こ と か ら 、 熱年 と 推定 し た 。

考 察
1 . 頭蓋

( 1 ) 脳頭蓋

ま ず、 頭型 を 検討 し て みた い。 頭蓋長幅示教 を 算 出 す る こ と がで き た も の は 4 体 に 過 ぎ な いが、 観察 に

よ っ て 頭型 を 推測 す る こ と がで き た も のが他 に 3 体あ り 、 合計 7 体の頭型 を 知 る こ と がで き た (表 2 ) 。 頭

蓋長幅示教が算 出 で き た 4 体 の う ち 、 過長頭型が l 体、 長頭型が 2 体、 中 頭型が l 体で あ る が、 こ れに 観察

所見を 加 え る と 、 過長頭型が 1 体、 長頭型が 5 体、 中頭型が l 体 と な り 、 本近世人は男女 と も 長頭型 に 大 き

く 傾 い て い る こ と がわ か る 。

表 4 は男性の主要脳頭蓋の計測値の比較表で あ る 。 頭蓋長幅示数 を 算 出 で き た男性骨は わずか l 体で、 こ

の示数値 は桑島、 白 浜、 上清水 よ り も 大 き いが、 天福寺 と 宗玄寺 よ り は小 さ く 、 京町の平均値 に一致す る 。

表 5 は女性の主要脳頭査の計測値の比較表で あ る 。 女性の 3 例 の平均値 は か な り 小 さ く 、 上清水 と 大差 な い 。

頭型 は 中世で長頭性が極限状態 に な り 、 近世で は次第 に 中頭型 に な っ て い く よ う で あ る が、 そ の程度や 中

頭化への速度は地域や階層 に よ っ て 違 っ て い る よ う で あ る 。 表 4 と 表 5 で は 天福寺や宗玄寺 な ど 福 岡市域や

北九州市域の都市部の近世人 は 、 頭蓋長幅示数がやや大 き く 、 一方、 桑島 (熊本県の離島) 、 白 浜 (五島列

島) 、 上清水 (北九州 の 南部) な ど の離島や農村地域は ま だ示数値がかな り 小 さ い。 本例 も 長頭性がかな り

強いが、 熊本県南部 と い う 地域性 を 示 し て い る よ う で あ る 。

表 4 脳 頭 蓋 計 測 値 ( 男 性 、 mm) ( T a b l e  4 .  C o m p a r i s o n  o f  m a l e  c a l v a r i a l m e a s u r e m e n t s  a n d  i n d i c e s ) 

蔵 城 桑 島 天 福 寺 白 浜 京 町 宗 玄 寺 上 清 水

近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人

熊 本 県 熊 本 県 福 岡 県 長 崎 県 福 岡 県 福 岡 県 福 岡 県

( 松 下 ) ( 脇 ) ( 中 橋 ) ( 松 下 ) ( 松 下 ) ( 松 下 ) ( 松 下 ・ 他 )

M M M M 恥f M M 
頭 釜 最 大 長 3 1 8 8 . 3 3  1 3  1 8 0 .  1 3  3 8  1 8 2 . 6 1 6  1 8 5 . 8 8  3 7  1 8 0 . 3 0  3 7  1 8 0 . 9 2  7 1 8 1 . 4 3 

8 .  頭 蓋 最 大 幅 1 3 5  1 3  1 3 1 . 0 2 3 8  1 3 8 . 6  1 6  1 3 4 . 6 9 3 0  1 3 5 . 2 3  4 5  1 4 0 . 4 9  6 1 3 2 . 5 0 

1 7  パジオン ・ プ レグマ高 1 1  1 3 5 .  88  33  1 3 9 . 2  1 4  1 3 6 . 5 7  1 4  1 3 6 . 9 3 3 2  1 4 1 . 0 3 3 1 3 4 . 3 3  

8/ 1 頭 蓋 長 帽 示 数 7 4 .  5 9  1 3  7 2 .  7 4  3 7  7 6 . 0  1 6  7 2 .  5 5  2 3  7 4 .  6 4  3 6  7 8 . 2 0  5 7 3 .  6 4  

1 7 / 1  頭 蓋 長 高 示 数 1 1  7 5 . 4 8  3 3  7 6 . 2 1 4  7 3 . 6 5 1 1  7 5 . 7 0  2 6  7 8 .  1 5  7 5 . 0 2 

1 7/ 8  頭 登 幅 高 示 数 1 1  1 0 4 . 6 2 3 3  1 00 . 8  1 4  1 0 1 . 3 8 1 2  1 0 1 . 8 1 2 9  1 0 0 . 5 1  1 0 0 . 3 5 

2 3 .  頭 蓋 水 平 周 5 1 0 . 0 0  1 2  5 0 7 . 7 5 3 8  5 1 9 .  1 1 6  5 1 9 . 9 4 2 2  5 0 8 . 5 5  3 1  5 1 8 . 6 1  3 5 0 7 . 0 0  

2 4 .  横 弧 長 3 0 7 . 0 0  1 3  3 0 7 . 8 0 3 7  3 1 3 . 8  1 6  3 0 8 . 8 8 2 7  3 0 8 . 0 4 3 6  3 2 1 . 2 5 3 3 0 4 . 3 3 

2 5 .  正 中 矢 状 弧 長 8 3 7 1 . 9 7 3 3  3 8 0 . 6  1 4  3 8 0 . 5 0  1 4  3 7 0 .  7 1  2 4  3 8 0 . 0 0  1 3 7 2  

表 5 脳 頭 蓋 計 測 値 ( 女 性 、 mm} ( T ， b l ，  5 .  C o m p a r i s o n  0 1  l ， m ， l ，  c a i v a r i ， l  m e a s u r e m e D l S  ， n d  i n d i c e s ) 

蔵 城 桑 島 天 福 寺 白 浜 尽 町 宗 玄 寺 上 消 水

近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人

熊 本 県 熊 本 県 福 岡 県 長 崎 県 福 岡 県 福 岡 県 福 岡 県

( 訟 下 ) ( 脇 ) ( 中 橋 ) ( 松 下 ) ( 栓 下 ) ( 栓 下 ) ( 訟 下 ・ 他 )

M M M M M M M 
頭 蓋 最 大 長 1 7 9 . 2 5  4 1 7 2 . 6 0 3 8  1 7 4 . 7  1 2  1 7 8 . 8 3  2 4  1 7 2 . 0 8  3 5  1 7 2 . 7 1  7 1 7 6 . 5 7  

8 .  頭 蓋 最 大 幅 1 3 0 . 6 7  4 1 2 8 . 5 0  3 8  1 3 3 . 5  1 1  1 2 8 .  7 3  2 4  1 3 2 . 3 3  3 6  1 3 6 . 5 0  8 1 3 1 . 5 0 

1 7 .  パジオン ・ プ レ グマ高 2 1 3 0 . 5 0  1 3 2 . 0 2  3 5  1 3 2 . 7 1 1  1 3 0 . 9 1  1 0  1 3 4 . 7 0  2 7  1 3 6 . 3 3  5 1 2 8 . 0 0  

8 / 1  頭 蓋 長 幅 示 数 3 7 3 . 6 1  4 7 4 .  4 2  3 8  7 6 . 5 1 1  7 2 .  2 4  2 2  7 7 .  0 1 3 3  7 9 . 4 0  7 3 . 5 0  

1 7 / 1  頭 蓋 長 高 示 数 7 4 .  4 1  4 7 6 .  4 8  3 5  7 6 . 1 1 1  7 3 .  4 3  1 0  7 7 .  7 9  2 5  7 8 . 4 8  7 4 . 5 3  

1 7 / 8  頭 蓋 幅 高 示 数 1 0 1 目 3 3 4 1 0 2 . 9 0  3 5  9 9 . 4 1 1  1 0 1 . 7 3  8 1 0 0 . 6 0  2 7  9 9 . 6 1  9 7 .  7 3  

2 3 . 頭 蓋 水 平 周 3 5 0 0 . 6 7  4 9 2 . 5 7  3 6  4 9 7 .  4 1 0  4 9 6 . 3 0  1 1  4 9 6 . 9 1  3 2  4 9 8 . 9 7  1 4 9 3  

2 4 .  横 弧 長 3 0 0 . 0 0  2 9 4 . 0 2  3 5  3 0 3 . 0  1 1  2 9 4 .  9 1  1 5  3 0 1 . 2 0 3 4  3 0 9 . 0 3  3 2 9 5 . 0 0  

2 5 .  正 中 矢 状 弧 長 3 6 0  4 3 5 6 . 1 7  3 4  3 6 4 . 2  1 1  3 6 5 . 4 5  8 3 5 7 . 1 3  2 5  3 6 4 . 4 8  2 3 5 2 . 0 0  
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( 2 ) 顔面頭蓋

付 諭

顔面頭蓋がほ ぼ完全 な も ので も 歯槽の萎縮があ っ て 、 顔の高 さ が計測で き な か っ た が、 観察 し た と こ ろ 、
顔の高径は男女 と も かな り 低 い。 高径が低い傾 向 は、 眼寓や鼻部 に も 認め ら れる 。 ま た、 計測がで き な い も
の が多 か っ た。 歯槽性突顎の傾向 はかな り 強い。

た が、

表 6 、 7 は顔面頭査 の 比較表で あ る 。 顔の高 さ を 示す計測値 は、 男性では上顔高 だ け し か計測で き な か っ
こ の平均値 は 表 6 で は最小値で あ る 。 女性で も 顔高 と 上顔高 は上清水 に 次 い で小 さ く 、 顔示数 も 上顔

示数 も 表 7 で は最小値 を 示 し 、 男 女 と も かな り 低顔傾向 で あ る こ と がわか る 。 顔の 高 さ も 、 地域や階層 に よ

っ て 違 っ て お り 、 桑 島、 天福寺、 京町、 宗玄寺で は高顔傾 向 がみ ら れ、 白 浜、 上清水 で は低顔傾向 が認め ら

れる 。 本例 も 低顔で あ り 、 被葬者の特徴 が よ く 現れて い る 。

と 非扇平の も の

鼻根部 は 肩平 な も の

(男性 : 5 号墓人骨、 1 9号墓人骨、 30号墓人骨、 女性 1 号墓人骨、 2 1 号墓人骨) が認め

(男性 : 6 号墓人骨、 33号墓人骨、 36号墓人骨、 女性 : 2 9号墓人骨、 3 1 号墓人骨)

ら れた が、 後者は鼻根部が狭 く 、 鼻骨が鼻骨間縫合へ向 け て 隆起 し て お り 、 鼻が高 く 、 い わ ゆ る 鼻筋が通 つ

た も ので、 近世人骨 と し て は極めて 珍 し い。 し か も 非扇平な も のが 5 体 も 認め ら れた こ と は注 目 に 値す る 。

こ の非扇平な鼻根部 は 5 体 と も よ く 似て い た こ と か ら 、 おそ ら く こ の 5 体の 聞 に は な ん ら かの血縁関係があ

っ た も の と 思われる 。 近世人で は一部の階層 を 除 い て は こ の よ う に鼻が高 い 例 は あ ま り 認め ら れな い。

鼻が高 い個体がかな り 存在す る と い う の も 本近世人の特徴 と い っ て よ い (表 8 ，

顔 面 頭 蓋 計 測 値 ( 男 性 、 皿、 度 )
蔵 城
近 世 人

熊 本 県

( 松 下 )

M 
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頬 骨 弓 幅
中 顔 幅
顔 高
上 顔 高
顔 示 数 ( K )
上 顔 示 数 ( K )
顔 示 数 ( V )
上 額 示 数 ( V )
眼 禽 幅 ( 左 )
眼 禽 高 ( 左 )
眼 寵 示 数 (左)
鼻 幅
鼻 高
鼻 示 数
全 側 面 角
鼻 側 面 角
歯 槽側 面 角

9 9  

( 5 5 . 0 0 )  

4 3 . 0 0 

3 3 . 6 7  

7 6 . 8 4 

2 5 . 0 0 

4 7 . 6 7  

5 1 .  0 0  

8 2 . 5 0 

9 )  

1 09 

こ の

上 清 水
近 世 人

福 岡 県

( 松 下 ・ 他 )

M 
1 3 6  

3 1 0 1 . 0 0 

2 1 1 5 . 0 0 

6 6 . 3 3  

1 0 7 . 6 9 

6 6 . 1 4  

4 3 . 0 0 

3 2 . 8 3  

7 6 . 5 1  

2 6 . 2 5  

4 8 . 5 0 

5 4 . 1 9  

8 1 .  5 0  
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7 1 .  0 0  
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熊本県球磨郡錦町蔵城遺跡 !臼 土の近世人骨

( T a b l e  7 .  C . 皿 p a r i s o n 0 1  f e m a l e  l a c i a l  m e a s u r em e n t s  a n d  i n d i c e s ) 

桑 島 天 福 寺 白 浜 京 町 宗 主 寺

近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人

熊 本 県 { 中 橋 ) 長 崎 県 福 岡 県 福 岡 県

( 脇 ) 福 岡 県 」竺ヱ 竺ヱ 竺ヱL
7一五一 τ一一石 M M M 

30 1 2 6 . 5  8 ( 1 2 5 . 6 3 )  1 3 2 . 0 0  1 6  1 2 5 . 1 9  

9 1 . 5 5 2 5  9 5 . 5 1 0  ( 9 3 . 0 0 )  1 0  9 4 . 5 0  2 1  9 3 . 0 0  

1 1 7 . 6 5  1 5  1 1 5 . 9 1 1 4 . 7 8  1 2 1 . 1 7  1 5  1 1 6 . 0 7 

7 1 . 4 0 2 2  6 8 . 8 1 0  ( 6 5 . 2 0 )  1 3  6 8 . 1 5  1 5  6 5 . 7 3  

1 5  9 1 . 1 7 ( 9 2 . 0 8 )  9 8 . 4 8  9 4 . 6 7  

上 清 水

近 世 人

福 岡 県

( 松 下 ・ 他 )
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表 8 鼻 根 部 計 測 値 ( 男 性 、 師 、 度 (T a b l e 8 .  C o m p a r  i s o n  o f  m a l e  n a s a l  r o o t  m e a s u r e m e n t s  a n d  i n d i c e s )  

蔵 城 桑 島 白 浜 京 町 宗 玄 寺 上 清 水

近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人
熊 本 県 熊 本 県 長 崎 県 福 岡 県 福 岡 県 福 岡 県
{ 怯 下 脇 松 下 訟 下 松 下 松 下 ・ 他 )

5 0 . 前 眼 禽 間 幅

5 0 A  鼻 彼 績 弧 長
5 0 A / 5 0 鼻 根 句 曲 示 数

5 7 .  鼻 骨 最 小 幅

4 4 .  両 限 禽 幅

5 0 / 4 4  限 街 開 示 数

a .  前 頭 突 起 上 帽 ( 右 )

( 左 )
b .  前 頭 突 起 水 平 傾 斜 角

c . G - N 投 影 距 離

d . 鼻 根 角

e .  G - R 距 離

f 垂 線 高
1 / ，  鼻 根 陥 凹 示 数

7 7 .  鼻 額 骨 角

F a  1 m. 間 距 離

F b  垂線商
F h / F a  顔 面 扇 平 示 数

M 
1 6 . 0 0 

1 8 . 5 0  

8 6 . 6 2  

3 . 0 0 

M 
2 0 . 4 8  

M 
1 4  1 6 . 6 4  

1 2  2 1 . 0 8 

1 2  7 9 . 8 4 

1 4  8 . 2 1  

1 2  9 8 . 9 2  

1 2  1 7 .  1 2  

1 3  1 0 . 5 4  

1 3  1 0 . 0 0 

1 3  7 9 . 0 8  

1 5  2 . 6 7  

1 3 6 . 7 5  

3 4 . 2 5  

6 . 2 5 

M 
3 2  1 7 . 1 6  

2 7  2 0 . 5 2 

2 7  8 4 . 6 5 

2 9  7 .  7 2  

2 2  9 6 . 3 6  

2 1  1 7 . 2 9 

2 6  9 . 3 8 

2 9  9 . 5 9 

1 5  9 1 . 4 0 

1 6  2 . 0 6 

1 2  1 3 8 .  4 2  

1 2  3 3 . 3 3  

1 2  5 .  7 5  

M 
2 6  1 7 . 6 2  

2 4 2 1 . 2 5 

2 4  8 2 . 9 6  

2 6  7 . 3 8  

2 4  9 9 . 2 9  

2 4  1 7 .  9 2  

2 1  9 .  4 3  

2 3  9 . 3 0  

2 0  9 8 . 5 0  

2 1  2 .  3 3  

1 4  1 3 8 . 2 9  

1 4  3 4 . 3 6  

1 3  5 . 8 5  

M 
1 7 . 7 1  

1 9 .  7 1  

9 0 . 0 1  

7 .  0 0  

9 8 .  8 0  

1 8 .  2 4  

1 0 . 1 3  

1 0 . 5 0  

9 9 . 0 0  

2 . 7 5 

1 4 1 . 6 7 

2 8 . 3 3 

4 . 6 7 

1 8 . 4 6  1 2  1 7 . 4 3  1 2  1 6 . 2 4  1 6 . 9 0 

1 4  1 4 4 . 9 3 20 1 4 2 . 5 5  23 1 4 7 . 2 2  

2 1  9 5 . 2 4  

2 1  1 4 . 6 2 

1 2  1 4 . 9 4  2 1  1 5 . 3 8  2 3  1 4 . 6 4  

9 7 . 7 0  

2 0 目 6 4

1 3 . 0 0 

1 3 .  5 0  

1 1 3 
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表一

M M M M M M 
5 0 .  前 限 諮 問 幅

5 0 A .  鼻 根 横 弧 長

5 0 A / 5 0 鼻 根 噂 幽 示 数

日 鼻 骨 最 小 幅

4 4 .  両 眼 寵 婿
5 0 / 4 4  ti� 鶴 開 示 数

a . 前 頭 突 起 上 幅 ( 右 )

( 左 )
b .  前 頭 突 起 水 平 傾 斜 角

c .  G - N 投 影 距 離

d .  鼻 根 角

G - R 距 離

し 垂 線 高
I / e  鼻 犠 陥 凹 示 数

7 7 .  鼻 頬 骨 角

F a  f mo 間 距 離

Fh 垂 線 高
F b / F a  顔 面 扇 平 示 数

1 7 . 3 3  1 7 . 9 5 

2 0 . 6 7  

8 3 . 8 1  
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1 3 8 . 0 0 

1 1 .  4 0  

9 1 4 5 . 6 7  

8 2 . 4 3  

2 . 0 0 

3 3 . 6 0  

3 . 8 0 

3 . 四肢骨

男性で は計測で き た も の は 小 さ いが、 計測で き な か っ た も の の 中 に は径が大 き な も の も 結構存在す る 。 し

か し、 女性 四肢骨 は すべて 細 い 。 ま た 、 女性の上腕骨で は三角筋粗面の発達が良好で、 骨体は扇平で あ る 。

- 1 1 0 



付 論

検骨体 も 細 い が、 骨間縁の発達 は き わめて 良好で、 鋭 く 突 出 し て い る も の が多 く 認め ら れる 。 女性 は 男 性 に
比べて 、 ま た 下肢 と 比較 し で も 、 上肢の筋の発達がかな り よ か っ た こ と が う かが え る 。

表 1 0 、 1 1 は上腕骨の計測値の比較表であ る 。 男性の 中央周 はかな り 小 さ く 、 表 1 0 で は 最小値で あ る
が、 女性で は京町、 宗玄寺、 白 浜お よ び西北九州近 ・ 現代人 に 近 く 、 必ず し も 細 い わ け で は な い。

ま た 、 女性の骨体断面示数 は表 1 1 の な かで も 小 さ い方で、 上腕骨体が扇平な こ と がわ か る 。
大腿骨 は、 男性の骨体中央周の平均値は頭地松本 B や桑 島 よ り も 大 き い が、 実態 は か な り 太 い も の と 細 い

も の の両方が存在す る (表 1 2 ) 。 一方、 女性大腿骨は長 さ が短 く 、 骨体中央周 は 表 1 3で は 最小値で あ る 。
腔骨は、 男性の骨体周 は 表 1 4 で は頭地松本 B に 次いで、小さ く 、 骨体は細い。 女性腔骨 は、 長 さ がか な り

短 く 、 骨体周 は普済院、 宗玄寺 に 次 いで小 さ く 、 京町の平均値 に一致す る 。

推定身長が算 出 で き た の は女性 2 例 の みで、 あ っ た。 1 例 は大腿骨か ら の推定値が1 4 1 . 70cm (29号墓人骨) 、

も う l 例 は腔骨か ら の推定値で、 1 4 1 . 34cm (3 1 号墓人骨) で あ り 、 いずれ も かな り の低身長で あ る 。 表 1 5 は

推定身長値の比較表で あ る が、 本例が最 も 小 さ な値を 示 し て お り 、 著 し く 低身長で あ っ た 。

費 1 0 上 踊 骨 計 百I!fif ( 男 性 、 右 、 園田 ( T a b I e 1 0 .  C o Ill p a r i s o n  0 1  I目 e a s u r 叩 e n t s a Il d  i n d i t e s  0 1 旧 l e l i g h !  h .l EI e r i ) 

蔵 域 桑 島 京 町 宗 主 寺 上 清 水 大 河 浜 白 浜 西 北 九 州
近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 ・ 現 代 人
熊 本 県 熊 本 県 福 岡 県 福 岡 県 福 岡 県 山 口 県 長 崎 県
( 松 下 立 志 ) ( 世 下 } ( 松 F ) 松 下 ・ 他 松 下 松 下 凡 木 )

M rvi Y1 M Fvl 日 M M M 
s 中 央 最 大 径 2 0 . 5 0  ( 左 1 6 2 2 . 0 0  1 1 2 2 2 . 5 6  5 1  2 2 . 0 5  1 1  2 2 . 9 1  2 3 . 2 5 1 8  2 2 . 2 8  1 2  2 3 . 5 6  
6 中 央 最 小 径 1 6 . 0 0 (主 1 6 1 6 . 6 9  1 1 2 1 6 . 9 6  5 1  1 1 . 1 6  1 1  1 1 . 0 0 1 8 . 2 5 1 8  1 1 . 3 9 1 2  1 1 . 6 8  

1 .  骨 体 最 小 周 5 6 左 1 5 6 6 . 2 2  8 9  6 2 . 1 3  4 9  6 \ . 8 4 6 \ . 2 5 6 5 . 5 0  1 8  6 3 . 0 0 1 2  6 5 . 5 3  

1 ( ， ) . 中 央 周 6 2 . 0 則 的 1 5 1 \ . 2 8 1 1 2 6 6 . 3 4  5 1 6 5 . 1 4  1 1 6 6 . 9 1  6 9 . 0 0 1 8 6 6 . 8 9  1 2 6 8 . 1 8  

6 / 5  骨 体 断 面 示 数 1 7 . 9 則 的 1 6  1 5 . 9 0  1 1 2 1 5 . 3 8  5 1  1 8 . 0 1  1 1  1 4 . 3 2  8 0 . 0 7  1 8  7 8 . 2 4 1 2  1 5 . 0 6  

表 1 1 上 腕 骨 計 調iJl直 ( 女 性 、 右 、 mm)

蔵 城
近 世 人
熊 本 県

( 松 下 )

M 

< T a b l e  1 1 .  C o mp a r Î s o n  0 1  m e a s u r e rn e n l s a n d  ì n d i r e s  0 1  f e m a l e  ' I g h l  h u m e r i  ) 

中 央 最 大 径

中 央 最 小 径

骨 体 最 小 周

1 ( ， ) . 中 央 周

6 1 5  骨 体 断 面 示 数
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0

4
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2

1
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d

3

 

7 

7 0 . 1 2 (左 ) 6 

桑 島

近 世 人
熊 本 県

( 立 志 )

京 町

近 世 人
福 岡 県

( 松 下 )

M 
4 6  1 9 .  4 3  

4 6  1 4 . 6 5  

3 1  5 3 . 6 2 

宗 主 寺

近 世 人
福 岡 県

( 松 下 )

M 
H 1 9 . 8 0 

4 4  1 4 . 6 6  

3 6  5 4 . 4 1  

上 清 水

近 世 人
梅 岡 県

( 松 下 )

M 
1 4  2 0 . 9 3  

1 4  1 4 .  7 1  

5 5 . 5 0 

1 4  6 0 . 0 7  

1 4  1 0 . 4 9  

普 済 院
近 世 人
福 岡 県

( 松 下 )

M 
1 8  

1 4  

5 3 

5 6 

1 1 .  1 8  

大 河 浜

近 世 人
山 口 県

( 松 下 )

M 
2 2 . 0 0  

1 5 . 6 1  

6 0 . 0 0  

6 4 .  3 3  

7 \ .  3 1  

西 北 九 州
近 ・ 現 代 人

白 浜

近 世 人
長 崎 県

( 松 下 ) ( 八 木 )
M M 

1 1  2 0 . 6 4  

1 1  1 4 . 7 3  

1 1  5 5 .  2 7  

1 2  5 8 . 7 5  

1 1  7 \ .  5 2  

M 
4 4  2 0 . 2 0  

4 4  1 4 . 9 1  

4 4  5 5 . 9 3  

4 4  5 8 . 4 8  

4 4  1 3 . 8 4 

5 6 .  

1 8 . 2 1  

6 5  H 5 7 . 6 4  

7 5 目 1 1 4 4  7 4 . 2 1  

表 1 2 大 腿 骨 計 測 値 ( 男 性 ‘ 右 、 回 ( T a b l e 1 2 .  C o m p a r i s o n  o f  m e a s lI r e m e n l s  a n d  i n d i c e s  0 1  m a l e  l i g b t  f 問。 ， ， )

蔵 械 頭 地 松 本 B 桑 島 川 田 京 坪 四 郎 丸 楼 織 田

近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人
熊 本 県 熊 本 県 熊 本 県 熊 本 県 熊 本 県 長 崎 県

( 松 下 松 下 立 志 松 下 松 下 ・ 他 松 下 ・ 他 )

n M M M M M M 
2 6 . 0 0  ( 左 2 5 ( 主 1 4 2 6 . 2 9  2 8 . 6 1 

2 1 .  50 (幻 2 5 ( 左 )

8 5 . 0 0  ( 左 8 1 ( t )  
3 0 . 0 0  ( 主 3 1

2 3 . 3 3 ( 左 2 4

9 5 . 0 0  (左 1 0 0 . 00 (主 )

1 1 .  6 6  ( 主 7 7 . 4 2

6 骨 体 中 央 矢 状 径

1 .  骨 体 中 央 樹 径

8 .  骨 体 中 央 周

9 骨 体 上 横 径

1 0  骨 体 上 矢 状 径

6 / 7  骨 体 中 央 断 面 示 数

l 0 / 9  上 骨 体 断 面 示 教

2 8  3 2  (左)

1 4 2 .J .  6 6  3 1 8 . 3 3 2 1  2 8  (左)

1 4  8 0 . 6 1  3 8 9 . 6 7 8 1  9 8  (左)

1 4  2 9 . 5 8  

1 5  2 3 . 0 1  

1 4  1 0 1 . 0 9  3 1 0 2 . 5 9  1 0 3 . 1 0 1 1 4 .  2 9  (左 )

1 4  7 1 .  6 0  8 3 . 7 5 1 1 . 4 2 

表 1 2 大 腿 骨 計 測 値 ( 続 き ( C o n t i n 1I e d )  

回 原 白 浜

近 世 人 近 世 人

長 崎 県 長 崎 県

( 佐 伯 ・ 他 訟 下 )

M M 
6 骨 体 中 央 矢 状 径

7 骨 体 中 央 欄 径

8 .  骨 体 中 央 周

9 骨 体 上 積 径

1 0  骨 体 上 矢 状 径

6 / 7 骨 体 中 央 断 面 示 数

1 0 1 目 上 骨 体 断 面 示 数

普 済 院 跡
近 世 人

福 岡 県

( 松 下 )

M 

宗 主 寺

近 世 人

福 岡 県

( 松 下 )

京 町

近 世 人

福 岡 県

( 松 下 )

上 清 水

近 世 人

福 岡 県

( 松 下 ・ 他 )

M M 
1 6 2  2 6 . 5 6  

1 6 2  2 6 . 9 9  

1 6 1  8 4 . 9 1  

1 3 1  3 \ . 9 3 

1 3 6  2 4 . 4 1  

1 6 2  9 8 . 9 8  

1 3 6  1 6 . 9 4  
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熊本県球磨郡錦町蔵械遺跡 出 土の近世人骨

f m p ::! ( u r p. m e n t s  a n d  i n d i c e s  0 1  m a l e  r i g h t  f e mo r a ) 
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表 1 4 鹿 骨 計 測 値 ( 男 性 、 右 、 mm} (T a b l e  1 4 .  C o m p a r i s o n  o f  m e a s u r e m e n l s  a n d  i n d i c e s  o f  m a l e  r i g b t  t i b i a e ) 

8 .  中 央 最 大 径

8 . .  栄 養 孔 位 最 大 径

9 中 央 横 径

9 a  栄 養 孔 位 樹 径

1 0 .  骨 体 周

1 0 .  . 栄 養 孔 位 周

1 0  b .  最 小 周

9 / 8  中 央 断 面 示 教

9 . 1 8  a 栄 養 孔 位 断 面 示 教

M 
2 7 . 3 3 (主 )

3 0 . 00 ( 左 )

2 0 . 2 5  ( 左 )

2 2 . 0 0 (左)

1 5 . 6 1  (左}

8 2 . 5 0 (左)

1 2 . 3 3 (左 )

頭 地 松 本 B
近 世 人

熊 本 県
( 松 下 )

M 
2 1  

桑 島

近 世 人
熊 本 県
( 立 志 )

M 

川 田 Jj( 坪 四 郎 丸
近 世 人 近 世 人

熊 本 県 熊 本 県

( 松 下 ・ 他) ( 松 下 ・ 他)
M M 

白 浜
近 世 人

長 崎 県
( 松 下 )

M 
1 6  2 9 .  1 9  

1 5  3 3 . 0 1  

1 6  2 1 目 3 8

1 5  2 3 . 8 0  

1 6  1 9 . 8 1  

1 5  8 9 . 5 3  

1 5  1 2 . 1 3  

1 6  1 3 . 2 9  

1 5  1 2 . 4 0  

1 9  2 7 .  0 2  3 0 . 00  3 2  

2 0  1 9  2 0 . 1 8  2 \ . 50 2 1  
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京 町
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8 7  2 3 . 1 3  
8 7  2 3 . 5 2  
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7 3  2 7 . 8 6  
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1 9 . 6 1  
8 7 9 8 . 8 5  
7 3  7 5 . 6 7  

上 清 水 京 町
近 世 人 近 世 人

福 岡 県 福 岡 県

( 松 下 ・ 他 松 下)
a M M 

1 0  2 8 . 9 0  8 1  2 8 . 2 3  
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松山-計一骨一躍一5・1・表一
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表 1 6 推 定 身 長 値 ( 女性 、 c m) (T a b l e  1 5 .  C o m p a r i s o n  0 1  e s l i m a l e d l e ma l e  s l a l . r e s ) 
蔵 城 京 町 宗 玄 寺 上 清 水 天 福 寺

近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人 近 世 人

熊 本 県 福 岡 県 福 岡 県 福 岡 県 福 岡 県

( 松 下 松 下 松 下 松 下 ・ 他 中 橋 )

大 河 浜

近 世 人

山 口 県

( 松 下 )

白 浜

近 世 人

長 崎 県

( 松 下 )

1 4 3 .  6 3  
M M M M M M M 

P e a r s o n の 式 上 腕 骨

椀 骨

大 腿 骨 1 4 1 . 7 0 
腰 骨 1 4 1 .  8 1  

藤 井 の 式 上 腕 骨

機 骨

大 腿 骨 1 4 0 . 3 4  
腰 骨 1 4 2 .  4 2  

1 4 5 . 6 5  1 7  1 4 5 . 7 2  
1 5 0 . 1 5  2 1  1 4 6 . 9 5  

1 0  1 4 5 . 8 2  1 9  1 4 5 . 2 2  
4 1 4 5 . 1 0  1 3  1 4 6 . 2 2  
6. 1 4 5 . 4 8  1 7  1 4 5 . 5 8  

1 4 7 . 7 1  2 1 1 4 4 . 7 7  
1 0  1 4 5 . 1 9  1 9  1 4 4 . 4 3  

1 4 5 . 4 9  1 3  1 4 4 . 7 2  

3 1 5 3 .  5 1 
1 5 2 .  1 7  

2 0  1 4 6 . 5 4 1 5 6 . 7 4  4 1 4 5 .  1 5  
2 1 4 3 . 4 5  

1 4 3 . 6 6  

1 4 4 . 3 6  
1 4 5 .  4 0  

- 1 1 2 

1 5 2 . 8 8 
3 1 5 3 . 1 3  
2 1 4 9 . 7 0  
4 1 5 4 . 0 1  
3 1 5 3 .  1 2  

1 4 7 . 6 2  
1 4 9 .  20 

10  1 4 8 .  1 2  
1 4 6 . 0 4  

8 1 4 7 . 1 9  
1 4 6 . 6 5  

1 0 1 4 7 . 8 2 
1 4 5 . 9 8  



付 論

要 約

熊本県球磨郡錦町大字木上 ( き の え ) 字蔵城 ( く ら ん じ よ う ) に あ る 蔵城遺跡の発掘調査で、 近世人骨が 1 9体

出 土 し た 。 保存状態が艮好 な も の も 存在 し、 熊本県南部地域での近世人特徴の一端 を 知 る こ と がで き た 。 そ

の結果 は次の よ う に 要約で き る 。

1 . 今回 の調査で 出 土 し た 人骨は合計 1 9体で、 成人骨が 1 8体 (男性 1 0体、 女性 6 体、 性別不明2体) 、 小児骨

が l 体であ っ た 。

2 . 出土人骨 は 1 7世紀後半か ら 1 8世紀の近世 に属す る 人骨 と 推定 さ れて い る 。

3 . 頭型 は男女 と も 長頭型 に 傾 い て い た 。

4 . 顔面 に は強 い低顔傾 向 が認め ら れた 。 ま た 、 眼嵩や鼻部の高径 も 低 い 。

5 . 鼻根部は肩平な も の と 、 鼻根部が狭 く 、 鼻骨が鼻骨間縫合へ向 け て 高 く 隆起 し、 鼻筋が通 っ て い る も の

が複数例認め ら れ、 血縁関係が推測 さ れた 。

6 . かな り 強L 、歯槽性突顎が認め ら れた 。

7 . 四肢骨は短 く 、 骨体 は 細 い が、 上腕骨の三角筋粗面の発達 は良好で、 榛骨の骨間縁 は 鋭 く 突 出 し て い る 。

大腿骨や腔骨 も 細 い が、 そ の程度は男性が著 し く 、 女性で は そ れほ ど で は な い。

8 . 女性の推定身長 は、 1 4 1 . 70cm ( 1 例。 Pearson式) で、 著 し い低身長値で あ っ た 。

9 . 本近世人 に は 、 強 い長頭性 と 歯槽性突顎や著 し い低顔 と い っ た 中世人的特徴が残 っ て い た 反面、 鼻根部

が扇平でな く 、 鼻筋が と お っ て い る と い う 非 中世人的容貌 を 合わせ持 っ て い た も の が、 観察で き た も の の

う ち の半数 を 占 めて い た こ と は注 目 に値す る 。 中世人的特徴が強 く 残 っ て い る と い う の は 熊本県南部 と い

う 地理的特性が形質 の近世化 を 遅 ら せた も の と 思われる 。 一方、 鼻根部の非扇平性 は 、 被葬者 の 階層性か

そ の影響 を 受 け た 遺伝的な特徴か も し れな い。 四肢骨は短いが、 上肢骨の 様態か ら 上肢の筋が よ く 発達 し

て い た こ と が想像 さ れる 。 と く に 女性 に は そ の傾向が強い。 こ れ ら の特徴か ら 、 被葬者 は一般庶民 と は考

え がた く 、 武家階層 か庄屋、 豪農な ど地域の有力者層が想像 さ れる が、 上肢の運動 は か な り の量 だ っ た こ

と も う かが え る 。 武家層 の場合 は宗玄寺や京町の よ う に女性で も 男性で も 外後頭隆起が著 し く 突 出 す る が、

本例で は こ の よ う な特徴 は み ら れな か っ た 。 ま た、 被葬者の死亡年齢 は か な り 高 く 、 年 齢 を 推測で き た成

人骨 1 7体 の う ち 老年が 3 体、 熟年が 6 体、 壮年が 8 体で、 老年 と 熟年 の 占 め る 割合 は 53% に も 達 し 、 本近

世人は高齢者集団 で あ っ た 。 こ の よ う な 高齢者集 団 は宗玄寺な ど 武家層 に み ら れる 特徴で も あ る が、 本例

に も 高齢者 を 認 め た 。 こ の 高齢化や形質的特徴な ど は被葬者の社会的階層、 労働形態、 生活様式な ど を 探

る 手がか り に な る か も し れな い。
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付 諭

表 1 7 脳 頭 益 計 測 値 (mm) ( ( ， I v a r ; ， )  
蔵城 蔵城 綾城 蔵城 蔵城

5 号車 6号車 3 3 号事 3 6 号車 平 均
男 性 男 性 男 性 男 性 男 性

n 脚i
頭 蓋 最 大 長 200 1 8 4  1 8 1  3 1 8 8 . 3 3  

8 .  頭 蓋 最 大 幅 1 3 5  1 3 5  
1 7 . パジオン ・ 7レ グマ高
8/ 1 頭 蓋 長 幅 示 数 7 4 .  5 9  7 4 .  5 9  

1 7 / 1  頭 蓋 長 高 示 数

1 7/ 8  頭 蓋 幌 高 示 数

い わ 1 7/ 3 頭 蓋 モ ズル ス

5 .  頭 蓋 底 長

9 .  最 小 前 頭 幅 8 7  8 2  2 8 4 . 5 0  
1 0  最 大 前 頭 幅 1 1 6 1 0 9  1 1 2 . 5 0 
1 1  両 耳 幅 1 2 1  1 2 4  1 2 2 . 5 0  
1 2  最 大 後 頭 幅 1 0 0  1 0 0  
1 3 .  乳 突 幅

大 後 頭 孔 長

1 6 .  大 後 頭 孔 幅

1 6/ 7  大 後 頭 示 数

2 3 .  頭 蓋 水 平 周 5 1 4  506  2 5 1 0 . 0 0  
2 4 .  横 弧 長 3 0 2  3 1 2  2 3 0 7 .  0 0  
2 5 .  正 中 矢 状弧長

2 6 .  正 中 矢 状 前 頭 弧 長 1 3 6  1 3 1  1 3 3 1 3 3  4 1 3 3 . 2 5  

2 7 .  正 中 矢 状 頭 頂 弧 長 1 3 9  1 3 3  2 1 3 6 . 0 0  

2 8 .  正 中 矢 状 後 頭 弧 長

2 9 .  正 中 矢 状 前頭 弦 長 1 2 2  1 1 4  1 1 7 1 1 3  4 1 1 6 . 5 0 

3 0 .  正 中 矢 状 頭 頂 弦 長 1 2 2  1 1 6 2 1 1 9 . 0 0 

3 1 .  正 中 矢 状 後 頭 弦 長

2 9/ 2 6  矢 状 朗I 頭 示 数 8 9 . 7 1  8 7 .  0 2  8 7 .  9 7  8 4 . 9 6  8 7 .  4 2  

3 0 / 2 7  矢 状 頭 T頁 示 数 8 7 .  7 7  8 7 . 2 2  8 7 . 5 0  

3 1 / 2 8  矢 状 後 頭 示 数

表 1 8 脳 頭 蓋 計 測 値 (mm) ( C ， I " r ; ， )  
蔵城 蔵城 蔵城 蔵城 蔵城 蔵城

l 骨量 2 1 号E 2 9号車 3 1 号車 平勾 2 8号E

女 性 女性 女性 女 性 女性 6 才

n M 
頭 議 最 大 長 1 8 4 1 7 9  1 8 2  1 7 2  4 1 7 9 . 2 5  ( 6 3 )  

8 .  頭 蓋 最 大 幅 1 2 3 1 3 4  1 3 5  3 1 3 0 . 6 7  

1 7 .  パジオン ・ 7 レFマ高 1 2 9  1 3 2  2 1 3 0 . 5 0 

8/ 1 頭 蓋 長 幅 示数 6 8 . 7 2  7 3 . 6 3 7 8 . 4 9  3 7 3 . 6 1  

1 7 / 1  頭 蓋 長 高 示 数 7 2 . 0 7 7 6 . 7 4  7 4 . 4 1  

1 7 / 8  頭 蓋 幅 高 示 数 1 0 4 . 8 8  9 7 .  7 8 1 0 1 .  3 3  

いわ 1 7 / 3 頭 登 モ ズ ル ス 1 4 3 . 6 7 1 4 6 . 3 3  2 1 4 5 . 0 0 

5 .  頭 蓋 底 長 9 8  9 5  2 9 6 . 5 0  

最 小 前 頭 幅 8 9  9 1  9 0  9 3  4 9 0 . 7 5  8 6  

1 0  最 大 前 頭 幅 1 0 5  1 0 6  1 1 2  3 1 0 7 . 6 7 1 0 0  

1 1 . 両 耳 幅 1 2 7  1 2 3  2 1 2 5 . 00 

1 2 .  最 大 後 頭 幅 1 0 0  1 1 0 1 0 6  3 1 0 5 . 3 3 

1 3 .  乳 突 幅

大 後 頭 孔 長 3 5  3 5  

1 6 .  大 後 頭 孔 幅 2 8  2 8  

1 6/ 7  大 後 頭 示 数 8 0 . 0 0  80 . 00 

2 3 .  頭 蓋 水 平 周 4 9 5  5 1 1  4 9 6  5 00 . 6 7  

2 4 .  横 弧 長 2 9 5  3 0 5  2 3 00 . 00 

2 5 .  正 中 矢 状 弧 長 3 6 0  1 3 6 0  

2 6 .  正 中 矢 状 前 頭 弧 長 1 3 0 1 2 4  1 2 0 1 2 4  1 2 4 . 5 0 1 1 6 

2 7 .  正 中 矢 状 頭 頂 弧 畏 1 2 5  1 3 1  1 2 7  1 2 7 . 6 7  

2 8 .  正 中 矢 状 後 頭 弧 畏 1 0 9  1 1 0 9  

2 9 .  正 中 矢 状 自flHJi 弦 長 1 1 2 1 0 6  1 0 8  1 0 9  4 1 0 8 . 7 5 1 0 0  

3 0 .  正 中 矢 状 顕 I頁 弦 畏 1 1 3 1 1 8 1 1 6  3 1 1 5 . 6 7  

3 1 .  正 中 矢 状 後 頭 弦 長 9 2  9 2  

2 9 / 2 6  矢 状 前 頭 示 数 8 6 . 1 5  8 5 . 4 8  9 0 . 00 8 7 . 9 0  8 7 .  3 8  8 6 . 2 1  

3 0 / 2 7  矢 状 頭 頂 示 数 9 0 . 4 0  9 0 . 0 8  9 1 .  3 4  3 9 0 . 6 1  

3 1 / 2 8  矢 状 後 頭 示 数 8 4 . 4 0  8 4 . 4 0  
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表 1 9 顔面頭重量計測値 (皿、 度 (Fa c i a l s k . l . l o n) 
続減 蔵城 蔵城 蔵城 蔵織
同E 6号車 30U 3 6骨E 平均

男 性 男 性 男性 男 性 男 性
n M 

4 0 .  顔 長
4 1 .  側顔長 7 2  7 2  
4 2 .  下顔長
4 3 .  上顔幅
4 5 .  頬骨 弓 幅
4 6 .  中顔幅 ( 1 02J  9 9  2 [ 1 00 . 50J 
4 7 .  顔 高
4 8 .  上顔商 (5 7 ) 5 9  ( 5 8 . 00)  
4 7/ 4 5  顔示数 ( K )
4 8/ 4 5  上顔示数 ( K )
4 7/ 4 6  顔示数 ( V ) [ 5 5 . 88J  [ 5 5 . 8 8 J  
4 8/ 4 6  上顔示数 ( V )
4 0+ 4 5 + 4 7 / 3 顔面モ ズル ス
50 .  前目良 禽 間 幅 1 7  1 5  1 6 . 00 
4 4 .  両眼禽幅
50/4 4 限禽開示数
5 1 .  眼寵幅 (右) 44  4 4  

(左) 4 2  4 4  4 3 . 00 
5 2 .  眼 縞 高 (右) 3 3  3 3  3 3 . 00 

(左) 3 5  3 4  3 2  3 3 . 6 7  
5 2/ 5 1 眼寓示数 (右} 7 5 . 00 7 5 . 00 

(左) 8 0 . 9 5  7 2 . 7 3  7 6 . 8 4  
5 4 .  鼻 幅 26 24 2 5 . 00 
5 5 .  鼻 高 50 4 5  4 8  4 7 . 6 7  
5 4/ 5 5  鼻示数 52 . 00 5 0 . 00  5 1 .  00 
5 5 ( 1 ) .  梨状 口 高
5 6 .  鼻 骨 長
5 7 .  鼻骨最小幅 2 9 4 5 . 00 
5 7  ( 1 ) . 鼻骨最大幅
60 .  上顎歯槽長
6 1 .  上顎歯槽幅 56 5 6  
6 2 .  口 蓋畏
6 3 .  口 益幅
6 4 .  口 蓋高
6 1/60  上顎歯槽示数
6 3/ 6 2  口 蓋示数
64/ 6 3  口 蓋高示数
7 2 .  全側 面角
7 3 .  鼻側 面 角 8 3  8 2  8 2 . 50 
7 4 .  歯槽側 面角
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7 2  

4 1  

3 3  

8 0 . 4 9  

6 9  

( 1 3 0 )  
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5 9  

4 2  

3 5  

8 3 . 3 3  

4 5  

1 5  

4 0 .  顔 長
4 1 .  側顔長
4 2 .  下 顔 長
4 3 .  上顔幅
45 .  頬骨 弓 幡
4 6 .  中 顔 幅
4 7 .  顔 高
4 8 .  上顔商
4 7 / 4 5  顔示数 ( K )
4 8/ 4 5  上顔示数 ( K )
4 7/ 4 6  顔示数 ( V )
4 8/ 4 6  上顔示数 ( V )
40+4 5+4 7/3 顔面 モ ズル ス
50  前 限 禽 問 幅
4 4 .  両 限 鵠 幅
50/ 4 4  Dli!禽 開 示数
5 1 .  眼 禽 幅 (右)

(左)
眼 徳 商 (右)

(左}
Dli!寓 示 数 (右)

(左)
鼻 幅
鼻 高
鼻示数
梨状 口 高
鼻骨長
鼻骨最小幅
鼻骨最大幅
上顎歯槽長
上顎歯槽幅
口 蓋長
口 蓋幅
口 蓋高
上顎歯槽示数
日 蓋示 数
口 登高 示 数
金側面 角
島側面角
歯槽側 面 角

5 2 .  

5 2/5 1 

5 4 .  
5 5 .  
5 4 / 5 5  
5 5 ( 1 ) . 
5 6 .  
5 7 .  
5 7  ( 1 )  . 
6 0 .  
6 1 .  
6 2 .  
6 3 . 
6 4 .  
6 1 / 6 0  
6 3/ 6 2  
6 4/ 6 3  
7 2 .  
7 3 .  
7 4 .  



熊本県球磨郡錦町蔵城遺跡 出 土の近世人骨

表 2 1 鼻根 部 制 測依 (問、 度 (Na 5 . 1  ， . 0 1 )  
勝城 蔵城 歳城

日 号車 3 6 f1 平均
男 性 男 性 男 性

n M 
5 0 .  前 限 縄 問 編 1 1  1 5  2 1 6 . 0 0 

5 0 A .  "" 根 横弧長 20 1 7  1 8 . 5 0 

5 0 / 5 0 A 鼻 根 旬 曲 示 数 8 5 . 00  8 8 . 2 4  8 6 . 6 2  

5 7 .  』革 骨 最 小 幅 3 . 0 0 

4 4 .  岡 ftli! 禽 幅

5 0/ 4 4 眼 縞 開 示 数

. . 前 頭 突 起 上 幅 ( 右 ) 1 6  1 0  2 1 3 . 0 0 

{ 左) 1 6  1 1  2 1 3 . 5 0 

b .  商II 頭 突 起 水 平傾 斜 角 9 5  1 1 3  1 1 3  

C .  G - N 投影距離 4 3 3 

d .  S車 線 角

. . G - R 距離
垂 線 高

1 / .  廊 根 陥 凹 示 数

7 1 .  鳥 類 骨 角

F .  1 m. 間 距離
F I. 量 高 線
I' h / F a  顔 面 偏 平 示 数

表 z z 鼻 根 部 官 | 測値 (mm 、 度 (Na 5 . 1  1 0 0 1 )  
臓城 臓機 蔵城 勝城 蔵城 勝城

l 号E 2 1 号車 2 9 号車 3 1 号車 平均 2 8 号車

女性 女性 女 性 女 性 女性 6 才
M 

5 0 .  Ilfr nli! 縞 問 輔 1 5  1 7  20 1 7 . 3 3 1 5  

5 0 A .  鼻 線 機 弧 畏 20 1 9  2 3  20 . 6 1  1 7  

5 0/ 5 0 A 鼻 根 句 幽 示 数 7 5 . 0 0 8 9 . 4 7  8 6 . 9 6  3 8 3 . 8 1  8 8 . 2 4 

5 7 .  鼻 骨 最 小 瓶 7 1 3  8 . 5 0 

4 4 .  両 nli! 簡 幅 9 6  9 5  2 9 5 . 5 0 

5 0/4 4 限 筒 開 示 数 1 7 . 7 1  2 1 . 0 5 2 1 9 . 3 8  

. .  前 萌 突 起 上 幅 ( 有 ) 1 0  9 . 00 1 0  

(左) 1 2  8 . 6 7 1 0  
b .  自1I 顕 突 起 水 平 傾 斜 角 9 3  9 1  2 9 2 . 00 

c .  G - N 投影距離 1 .  00  

d .  鼻 線 角 1 5 2  1 6 1  2 1 5 6 . 5 0  

. . G - R 駆除 3 5  3 3  2 3 4 . 0 0 

垂 線 高 3 3 . 5 0 

1 / .  島 fl 陥 凹 示 数 1 1 . 4 3 9 . 0 9  1 0 . 2 6 

7 7 .  鼻 頬 骨 角 1 4 4  1 4 5  1 4 4 . 5 0 

F a  I mo 間 距 離 9 5  9 5  2 9 5 . 0 0 

F h  垂 商 線 1 5  1 5  2 1 5 . 0 0 

F h / F .  顔 面 偏 平 示 数 1 5 . 7 9  1 5 . 1 9  2 1 5 . 7 9 

- 1 1 8 一



卜I 雨前

頭蓋前面 ( Frontal view of the sku l l )  頭蓋上面 (Superior view of  the sku l l )  

頭蓋側面 ( Lateral view of the sku l l )  

蔵城6号人骨 (男性、 老年)
(Kuranjo ， 6 ， sen i le male) 

1 1 9 



頭蓋前面 ( Frontal view of the sku l l )  頭蓋上面 (Superior view of  the sku l l )  

頭蓋側面 ( Lateral view of  the sku l l )  

蔵1成 29号人骨 (女性、 老年)
(Kuranjo ， 2 9 ， sen i le female) 

1 20 



頭蓋前面 ( Frontal view of the sku l l )  頭蓋上面 (Super ior view of  the  sku l l )  

頭蓋側面 ( Lateral view of the sku l l )  

蔵城3 1 号人骨 (女性、 熟年)
(Kuranjo ， 3 1 ， mature female) 

- 1 2 1  -



熊本県球Jíキ 111\錦町j成城辿跡IH上の近 |止人竹

頭蓋前面 ( Frontal view of the sku l l )  頭蓋上面 (Superior view of  the sku l l )  

頭蓋側面 (Lateral view of  the sku l l )  

蔵城36号人骨 (男性、 壮年)
(Kuranjo ， 3 6 ， mature young adult  male) 

1 22 
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写 真 図 版



図 版 l

'・ 1， ...� ・ 、 r". ;.' : �{，・ 二， .. 、， 一
遺跡遠景 ( 南 か ら )

図版2

丘 陵全景 ( 南 西 か ら )



れ/区SD06 ( 東 か ら )

図 版4
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図 版 5

V区全景 (真上か ら )

図版6
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(真上か ら )



VI 区SDO l (北か ら )

図版8

VI 区 SDO l 遺物集 中 箇所 (真上 か ら )



図 版 9

VII 区SD0 1 ( 南 か ら )

図 版 1 0

vrn 区SD0 1 ( 南 か ら )



南側土塁 (西か ら )

北側竪堀 (二|じか ら )



図 版 1 3

X区全景 (真上か ら )

l;gl版 1 4 図 版 1 5

l;gl 版 1 6
3号墓標 (ïl9か ら ) 4号墓椋 ( 聞 か ら )

22号墓標 (北か ら )



32号墓標 (西か ら )

図版20

l 号墓綴 (東か ら )

図 版22
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1 3号墓:l1ß� (東か ら )

図版24

29号墓峨 (ïNか ら )

図 版 1 9

図版2 1

図版25
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図 版 2 6
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9 1 0  

縄文時代の石器

4 

l 、 2 石 鍛

3、 4 石匙未製品
5 � 8、 1 2 打製石斧
9 � 1 1  磨製石斧



図 版 2 7
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古墳 時代土器



図 版 2 8
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X 区 出 土陶磁器



図 版 2 9

図 版 3 0
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X 区墓;臆 出土青銅製品 1 .  1 9号墓 2 .  1 3号墓

3 .  6号墓

3 

7 

X区墓墳 出土角釘
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1 �4 .  26号墓

5�8.  37号墓



報告書抄録
ふ り がな

書 名 蔵城遺跡

副 書 名 錦 町迫地 区急傾斜地崩壊対策事業 に伴 う 埋蔵文化財発掘調査報告
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所 在 地 熊本市水前寺 6 丁 目 1 8 - 1 

発行年 月 日 1 9 9 9 (平成 1 1 ) 年 3 月 3 1 日

ふ り がな ふ り がな コ ー ド 北緯 東経 調査期 間 調査面積 調査原 因

所収遺跡 所在地 市町村 遺跡番号

〈 らん じ よ う いせき く ま も と けん く ま ぐん に し き ま ち 43501 026 32度 130度 ( 自 ) 6，000 錦 町迫地
蔵城遺跡 熊本県球磨郡錦 町 19960206 区急傾斜

き の え 1 3分 50分 地崩壊対
木上

23秒 29秒
策事業 に(至)
伴 う 本調19980329 
査

所収遺跡名 種 別 主 な 時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

蔵城遺跡 包含層 縄文時代 集石 1 基 縄文土器、 石験、 磨 1 4世紀中 頃 か ら 1 6世

中 世城 製石斧 、 打製石斧 、 紀 に か け て の 中 世城

墓地 古墳時代 包含層 古墳時代土師器、 中 跡 を 確認。 近 隣 に 所

世土師器、 須恵器、 在す る 「木枝城J の

中 世 掘立柱建物 2 棟 瓦質土器、 北宋銭、 出城か。

柵跡 2 列 明銭、 青磁、 白 磁 、

竪堀 4 条 中 国産染付、 肥前陶 17世紀後半か ら 1 8世

磁器、 「寛永通宝」 紀前半 に か け て の 武
士階級の墓地跡 を 確

近世 墓 20基 認。 肥前陶磁が多数

検出 さ れ た 。



あ と が き

発掘調査開始か ら 整理作業 ま で足掛 け 4 年 に も 及ぶ 「蔵城遺跡J の報告書が よ う や く 刊行 さ れ

る 運び と な っ た 。 紙面及 び時 間 の都合並び に 私 の 力 不 足 に よ り 、 本遺跡の調査成果 を 十分言 い 尽

く せ な か っ た 面が多分 に あ る が、 そ の 分 は 別 の 機会 に 恵 ま れれば是非発表 し て い き た い 。

ま た 、 本報告書が刊行で き る の も 、 3 年 に 及ぶ発掘調査並びに 1 年 間 の 整理作業 に お け る 作業

員 の 方 々 の御協力 が あ っ た か ら こ そ で あ る 。 こ こ に 、 作業員 の 方 々 の御芳名 を 記す こ と に よ り 、

感謝の 意 を 表 し た い 。

(発掘作業)

荒毛八重子 生 田 親 一川正憲 岩崎ア イ 岩崎 さ と み 犬童英治 上 田 千代子

上 回 ヒ ト エ 上 田 久子 上 田 真 碓井 亮 大瀬幸江 尾方久女 岡 村久香

木 崎進一 桑原栄子 桑原十郎 桑原縫子 桑原 ミ サ子 桑原守之 神瀬 功

五嶋マ ツ ミ 坂 田 安信 迫 田 静 城崎 ミ チエ 須恵見義 高尾輝子 田 中 セ キ

鶴崎厚子 中 竹 牟 中 竹 ケ イ 福 島敬証 堀 内 ミ サ子 前 田 き よ み 前 田 有香

毎床英樹 松村栄子 松 山 ヒ サ子 宮 田 三郎 元 田 初子 山 本勝美 和 田 良子

和 田 レ イ 重永照代 吉 田 律子 村 山 紀子 宇野玲子 池辺雅子

(整理作業)

塩 田 貴美子 徳永 み ど り 宇野玲子 白 井美恵子 瀬 口 絹代 津留富美枝

熊本県文化財調査報告第 1 7 2 集
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百戸 E跡

発行年 月 日 平成 1 1 年 3 月 3 1 日
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 172集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 

 

書名：蔵城遺跡 

発行：熊本県教育委員会 

     〒862-8609 熊本市中央区水前寺 6丁目 18番 1号 

     電話： 096-383-1111 

     URL：http://www.pref.kumamoto.jp/ 

電子書籍制作日：2015 年 12月 24日 

 

 なお、熊本県文化財保護協会が底本を頒布している場合があります。詳しく

は熊本県文化財保護協会にお問い合わせください。 

   熊本県文化財保護協会 

     URL：http://www.kumamoto-bunho.jp/


